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    　　　プロローグ


    



    　僕──鳴なる雲くも俊しゆん史じは悩んでいた。


    　いったいどう答えるのが正解なのだろうか。


    　なんてこともない普通の質問。


    　しかしそれは誰が発したかで言こと霊だまとしての意味が変わってくる。


    　ホテルの一室。目の前には綺き麗れいな黒髪の女性がいる。


    　年は僕とそんなに変わらないはずなのだが、童顔のため年下のような感覚にとらわれる。


    「おいおい。どうした鳴雲。下へ手たな考え休むに似たりと言うが、休んでいるのかい？　やめてくれよ。休まないでくれよ」


    　そう言うと彼女は意地悪そうにコロコロと笑う。言っていることは完全に嫌みなのだが、笑え顔がおがかわいいせいで、なぜだか許してしまいそうになる。


    「あの──」


    「なんだい？　何も思いつきませんでしたという敗北宣言を高らかに発してくれるのかい？　それならそれでこちらは違うかたちとはいえ大爆笑するよ。だって君はこんな質問に関してまで逃げ出すということになるわけだからね。桂かつら小こ五ご郎ろうは逃げの小五郎なんて言われていたけど、それは喧けん嘩かをする場面じゃないと判断したとき逃げるということだよ。君のそれとは全く趣旨が違うってことを判断してほしいんだけどね」


    「まだ何も言ってませんけど！」


    　つるつると口を滑って出てくるフレーズにダメージを受ける。


    　この人、なんでこんなに一瞬で悪口が頭に思い浮かぶんだろう……。


    　間違いなくこれも才能だ。やはり頭の回転がとんでもなく速い。


    　これが売●れ●て●い●る●芸●人●の思考か。


    　ツッコまれたことに対して嬉うれしかったのか笑え顔がおを見せているところを見ると、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの芸人世界で戦っているように思えないのになあ……。


    　その視線に気づいたのか、座っていたベッドからぴょんとジャンプをして、部へ屋やの真ん中で立っていた僕のほうに近づいて来た。


    　目の前まで来ると、身長差があるために僕を見上げる形になり、自然と上目遣いになっていて、ちょっとドキッとした。


    「もう一度聞くよ。この世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思う？」


    　彼女は無む邪じや気きな子供のような笑顔を見せた。今日きようの中で一番の純粋な。しかし僕にとってはそれは無慈悲で残酷な。


    「それがわからないなら、芸人を辞めてもらうよ」

  


  
    



    　　　第一章　現実イジェクション


    



    　僕──鳴なる雲くも俊しゆん史じはお笑い芸人をやっている。芸歴十年目を迎える二十八歳で、なんとかお笑いの世界だけで食べられているという状況だ。


    　地元の友達で集まると『バイトもせずに食べられているなら、たくさんテレビなどに出ているんだな』と言われたりもするのだがそうではない。まずたくさん出ているなら見かけてるはずでしょうよ。ステルスでテレビ出るなんて無理だし。


    　みんなが思うお笑い芸人といえば華やかな世界だろうけど、コンビニの前でビールケース二個分もないようなスペースでネタをやったり、はたまた電器店で洗濯機のよさに相あい槌づちを打ったり、とてもじゃないがテレビでは見せられないような仕事で食べていっているのが現状だ。


    　たまに入るメディアの仕事も今日みたいな駆かけ出しの女性タレントがやっているネット番組の生放送のゲスト出演くらいだ。


    「お疲れ様でしたー！　呼んでもらってありがとうございました」


    「お疲れ様でした！　鳴雲さんがいてくれて助かりましたよー。またよろしくお願いしますね」


    　スタッフさんの笑顔に送られ、小さいスタジオを出る。このスタジオは自宅から近い場所にあるので、徒歩で帰る。


    　日の光が肌はだを焼いていく感覚。額ひたいから流れる一筋の汗。東京の喧けん騒そうをつんざくような蟬せみの鳴き声が、今の季節を感じられて心ここ地ちよい。


    　夏が来た。ああ、夏だ。僕がアウトドアな人間なら、サザンでも聞きながら湘しよう南なんなり茅ちヶが崎さきなりに今何時？　と聞きながら向かっていたであろう、まごうことなき夏。


    　今日きようの仕事はもう終わりだ。なにせ今日の仕事は入り時間も早ければ終わるのも早かった。ネット番組の生放送を朝10時から行おこなっていたのだ。


    　生放送はまずまずな感蝕だった。少なくとも笑いはたくさん取ったと思う。自分の中でもよかったなと思う瞬間のベスト３は、


    『誰がキノコのお化けなんですか！　甘い息吐いて眠らせてやろうか！』


    『そうそう僕はエリンギと友達なんです……だから！　キノコの友達いないですから！　なぜなら僕は人間だからね！』


    『これはほこり！　胞ほう子しじゃないんですよ！　逃げないでください！』


    　……あらためて思い返すとキノコのくだりが多いな！　　


    　またよかったなと思えたのは最後のスタッフさんの挨あい拶さつにある。実はあそこに『今回呼んでよかった』と思っているかどうかが隠されているのだ。


    　スタッフさんも人間だ。出来がよかったら褒ほめてくれるし、何より『助かりました』、このセリフは絶対合格点を出したときにしか言われない。噓うそだと思うだろうが絶対にそう。笑いを生んでくれて助かったということなのだ。


    　逆に全然ダメなときは何も喋しやべってくれない。挨拶だけ、もしくは挨拶もないというのが当たり前。極端かもしれないがそんなものだ。


    　にんげんだもの。しゅんじ。　


    　さて今日はもう仕事がない。となれば今日は昼間から家でお酒でもダラダラ飲んじゃおうかな。昼間に飲むのってすごく背はい徳とく感かんあって美お味いしく感じるんだよなあ。


    「募金お願いしまーす!!!!」


    　ふと声のするほうを見ると、この暑い中募金活動をやっている中学生くらいの丸刈りの少年。夏休みの課外授業の一環だろうか。喉のどが裂さけんばかりに叫んでいる。


    　眩まぶしい。いや、当然丸刈りだからなんてことじゃなく。この頑張りっぷりにこちらの目がやられる。もう太たい陽よう拳けんをやられている感覚だ。しかしあのバトルに特化した流れで、一つの必殺技が目くらましのみ、という発想はマジですごいよな、と子供のときに思ったり。


    　ふと募金箱を見ると僕の好きなアイドルグループ「ラムレーズン」のメンバーの写真が印刷されている。これは仕方ない。


    　募金だ。募金しなきゃな。彼のためにも、僕の推おしメンの「ラムレーズン」不動のセンターゆかちんのためにも。


    　ガラではないのを百も承知で、募金箱を持っている彼の前に立つ。


    「ありがとうー、ございます──────[image: ]」


    　まだ入れる前なのに何この感謝の気持ちフライング。これはなぜだ。坊やだからか。しかしこの若さはイヤな気持ちにはならなかった。ひたむきな思いにほだされて、僕は財さい布ふを見る。


    　あれ？　……小銭がない。


    　いや、全くないわけではないのだ。一円玉が二枚、それと誰かが台たい湾わんに行ったときのお土産みやげでくれた台湾ドル通貨が一枚。しかしそれだけを募金するなんてできるわけがない。まず前借り的に、この男子中学生の『ありがとうございます』をいただいてしまったのだ。それをたった二円と台湾ドルで返すことなんてできない。


    「ありがとう───、ございます───!!!!」


    　男子中学生は再び大きな声を出す。いや、そんなに焦あせらせないでくれよ。


    　財布のお札のほうを見る。一万円しか入っていない。


    　こんなかたちのピンチが訪れるなんて思ってもみなかった。いいことしようと思って募金箱の前に立ったら、このまま立ち去るか、一万円を失うか。一万ｏオｒアデッド。何の二択だこれ。


    　僕は覚悟を決めた。


    　震ふるえる手で財布から一万円札を取り出し、握りしめる。そしてそれを勢いよく募金箱に入れた。そうでもしなければ、躊ちゆう躇ちよして手を止めてしまうのは明らかだったからだ。


    「ありがとう───、ごっざいっました─────────!!!![image: ]」


    　さっきよりも大きな声で一万円に感謝してくれる中学生。僕は少し上を向いていた。空に羽の生えた一万円が飛んでいってるのが見えたからだ。ありがとう一万円。僕はきっとあんたのことを忘れない。二階級特進だ。つまり僕は二ケタ上がった百万円寄付したことにする。うん、何言っているか自分でもわからないんだ。


    「あの、すみません」


    　達成感ともの悲しさに包まれながら、男子中学生に背を向けて立ち去ろうとしたとき、先ほどとは打って変わったトーンの募金の彼の声が聞こえる。なんだなんだ？　と振り向くと少し照れたような顔をした彼がいた。おいおい。なんだ。おじさんそういう気けはないよ。


    「あの、違ったらすみません。テレビとかに出ている方ですよね」


    　あらら！　まさか知っててくれたわけですか。そうかそうか。今日きようの仕事もそうだけど、最近はネット系の番組にちょいちょい呼ばれているからな。ネット系の番組は若年層が見ていると聞くし、なるほどなるほど。少年の目が輝かがやいてる（ように見える）ぜ。


    「ああ、そうだよ」


    「うわー！　そうですよね！　絶対そうだと思っていたんです！　嬉うれしいです!!」


    　会えて嬉しいと言ってもらえると、本当にこの世界に入ってよかったなって思う。


    「握手するかい？」


    「それはいいです！　でも嬉しいです！」


    　……握手はいいのか。まあそれでもいいや。嬉うれしいと言ってもらえるだけで当然いいじゃないか。うん。


    「じゃあ君も募金活動頑張ってね」


    「ありがとうございます！　ソットジー岡おか田ださん！」


    　………………ソットジー岡田とは誰だ。


    　いったい僕はどこの誰と間違えられているのだ。


    「いつも蛇へびＶＳソットジー岡田さんの格闘楽しく見せてもらってます！」


    　いつも蛇と格闘をしているソットジー岡田さんとは何者なのだ。


    「あれ？　今日きようは狐きつねのお面持ってないんですね」


    　狐のお面を常時持っている人間、ソットジー岡田とは何者なのだ。


    「……狐のお面はね、プライベートでは持たないようにしているんだ」


    　中学生の羨せん望ぼうの眼まな差ざしを裏切れず、僕はその一瞬だけソットジー岡田として会話をし、立ち去った。


    　この一連の流れをイヤな思い出カテゴリーに入れるなんてしない。だってそれくらいのことは山ほどあるから。目の前で間違えられるなんて、まだ悪意なしなんだから大丈夫！


    　こういうときはツイッタ─のエゴサーチね。「鳴なる雲くもおもしろい」なんてフレーズが出てきたら落ち込んだ気持ちなんて吹き飛ぶからね。芸人は九割の人間がエゴサーチしているからね。そして残りの一割はツイッターをやっていないね。つまりツイッターをやってたら十割エゴサーチをしている。これ鳴雲調べね。


    　今ならさっきのネットの生放送の感想も書いてあるだろう。スタッフさんの評判もよかったから、きっとたくさん称賛の声があがっているだろうな！　よし、楽しみ！


    『鳴雲ってマジルックスとか芸とかキモイんですけど』


    　いきなりこれ？　ルックスはまだ百歩譲ゆずっていいけど、芸がキモいってどういうこと？


    『鳴雲っていつおもしろくなるんだろ』


    　いやずっとおもしろいと思って喋しやべってますけど。あなたに届いてないだけだと思いますけど。


    「鳴雲ってソットジー岡田さんと同一人物なんだよな　＃拡散希望」


    　またソットジー岡田さんが出てきた！　誰なんだよソットジー岡田さんって！　あと　＃拡散希望つけてるのは何でだよ！


    　あまりにも気になるので『ソットジー岡田』で検索をかける。


    　出てきたのは、狐のお面をつけながら蛇と戦うおかっぱ頭の格闘家だった。


    　怖いよ！　なんでこの人と間違えたんだよ！　仮面のせいで顔わからないじゃないか！　


    　気づけばもう家の前まで来ていた。


    　家に入りカバンを置くなり、さっそく冷蔵庫に入っていたハイボール缶を取り出す。ソファーに座り、プルタブを開けて、すぐ口に持っていく。


    「ああ、美お味いしい！」


    　爽そう快かいな独り言が自然と出る。外の暑さが冷えたハイボールの美味しさを何倍にもしているように感じた。


    　外はまだ日の強さがはっきりわかる明るさ。ああ、このやってはいけないことをやっている感覚、最高だ。


    　そんな気分にひたっているとガチャッ、とドアの開く音がした。


    　振り向くとそこにいたのは、ピンクの髪をなびかせている女の子、同居人の佐さ雨さめ屋や雫しずくだった。


    　雫は、僕の家に居い候そうろうしているＧグツドＢブツクＳスクールの生徒だ。ＧＢＳとはお笑いの養成所で、つまり雫は僕の後輩にあたる。なぜ住まいを一緒にしているのかというのは説明が難しいのだが、まあ、なんというか、脅おどされた、というのが一番理由として正しい感じだろうか。とにかくそういうのっぴきならない事情があるために、居い心ごこ地ちがいいような悪いような同居を続けていた。


    　あれ？　雫？　授業じゃなかったっけ？　と思っていたらあちらも少しびっくりした様子だった。


    「え？　鳴なる雲くもさんもう帰ってきてるの？　なんで？　仕事は？」


    「いや、仕事もう終わって帰ってきたんだよ」


    　それを聞きながら雫は「へえ」と生返事をする。


    「そういうお前も授業だったんじゃないか？」


    「そうですよ。そう思って勢いよく学校に行ったら、今日きようの授業で時間変更があったの忘れてて、それで無駄足ですよ。もう！　笑えない！　紫外線対策サングラスと思ったら市街戦対策サングラスだったときくらい笑えない！」


    　これは雫の口くち癖ぐせみたいなもので、『笑えない』と言った後には必ず何かと一緒くらい、という喩たとえを入れてくる。


    　しかし喩えにしても、それはいったいどういうときにサングラスを市街戦に使えるようになるのだろうか……いろいろ思索していると靴くつを脱いで机を挟んで向かいに座る雫。


    「あっ!!　もうお酒飲んでいる！　まだお昼ですよ！　サイコロトークも始まっていない時間なのに！」


    「サイコロトークが始まってたらいいのか？」


    「それは屁へ理り屈くつです！　この時間に飲むとアルコール依存症みたいに見えるからダメです！」


    　そう言いながら雫は少し睨にらんでいる。どうやらけっこう本気でこの行動がイヤみたいだ。まあ飲まない人間からすれば、そう見えるのも不思議ではない。


    「まあまあいいじゃないか」


    　たしなめるように言うが、当の雫には全く届いてない。それどころか火に油を注いでしまったようだ。


    「もう！　鳴雲さん！」


    　なんだなんだ。そんなに怒らなくてもいいじゃないか。


    「なんであのときの鳴なる雲くもさんを忘れちゃったんですか！」


    　鼻息をふんふんと立てながら疑問をぶつけてきた。いや、あのときっていつよ。そんなん言われても代名詞で喋しやべられても。


    「あの単独ライブをやったときの、やる気に溢あふれていた鳴雲さんはどこに行ったんですかっ！」


    　たしかに僕は三か月前に、お世話になった先輩芸人の引退という一つのターニングポイントを迎えた。そこで一度ふんどしを締め直すという意味で単独ライブをやったのだ。


    　単独ライブというのは、自分の思うままにできるという自由度が高いのだが、その代わり労働の対価としてのギャラはない。それはどれだけ売れている芸人さんでも一緒だ。それだけでなく、手伝ってくれた構成作家や後輩にご飯を奢おごったりすることを考えるともうはっきりとマイナス収支だ。しかしそれでもやはり、自みずからのスキルアップのためには単独ライブはやっておきたいものなのだ。


    　それを僕はピンで初めてやった。しかしそのときはそのときなんでね。本気になったってそれはそのときだけ。熱は冷める。それは自然の摂理じゃないか。


    「やる気がなくなったわけじゃないよ。またいつか単独ライブやろうとは思っているよ」


    　これは半分噓うそで半分本気だ。やろう、とは思っている。それがいつになるかはまだ未定だ。


    「じゃあ今すぐにでも動いてくださいよ！」


    　雫しずくは追及を緩ゆるめない。


    　いやいや、違うよ。いつかと言っているじゃないか。今ではないってことくらいわかるだろ。いつやるの？　ってなったら、今じゃないいつかだよ。


    「まあまあそう言うなよ。やる気はあるって言ってるじゃん」


    「今すぐマネージャーさんに電話してイベントをやるって言ってください！」


    「まあ……明日あした気分がよければするよ」


    「だからそれがダメなんですよ!!」


    　雫は壁を思いっきり叩たたく。いや、こんなときめかない壁ドンあるのか。しかも叩いた側の壁には住人が住んでいるからさ。ほら、今壁の向こうからか細い声で『すみませんでした……』と聞こえてきたし。あちらの住人さんも気が弱いなあ！


    「私は！　鳴雲さんがすごい芸人さんなんてずっと知ってます！　でもあのときの鳴雲さんが、一番芸人として輝かがやいていると思ったんです！　だから！　あの姿をもう一度見せてください！　ほら！　今すぐ電話して！　マネージャーさんに！」


    　雫はグイグイ体を寄せてきて僕が手元に置いていたスマホを奪おうとする。いやいや、奪われると勝手に電話をかけそうだし、雫の胸が僕の胸元に密着している。このままいくとこの柔やわらかな膨ふくらみに顔がインしてしまう。してもいいのだけれど。


    　ブブブブブブ……ブブブブブブ……。


    　雫しずくに取られる寸前に、僕のスマホが震ふるえた。ディスプレイを見るとマネージャーの名前が出ている。


    「雫！　ほら電話！　電話来てるから！　ちょっと静かにしてて！」


    　しかしよりによって向こうから電話なんてどんなタイミングなんだ……。


    　僕は雫の体を押しのけて電話に出た。


    『あ、鳴なる雲くもさん今電話大丈夫ですか？』


    「大丈夫だよ。どうした？」


    　どうした？　と聞くには理由がある。まずうちのマネージャーが電話をこちらにかけてくることが珍しいからである。僕以外にも二十組くらい担当をしているマネージャーだ。よっぽどのことがない限り、メールでスケジュールを送ってくるくらいしかしないマネージャーからの電話。少し緊張するに決まっている。


    　まさかこのタイミングで『また単独ライブやりませんか？』と言われるなら、神がかっているのだが……。


    『今度ゴールデンのテレビの仕事のオファーが来たんですが……』


    「ゴールデン？　うん、いいじゃん。へえ。久しぶりだな」


    　平静を装よそおい、そう口にしたが、内心は少しドキドキしていた。なにせゴールデンのテレビなんて、前に出たのがいつになるか思い出せないくらい昔の話だ。もはやむかしむかしあるところにごーるでんばんぐみにいつでたかわからないおとこがいました状態。


    『それで、この仕事入れていいか確認したくて連絡しました』


    「いやいや、当然入れていいよ！　なんだよ、どういうことだよ」


    　少しむっとした。


    　僕がゴールデン向きじゃない芸人だと言われているような感じがしたからだ。


    『鳴雲さん、気分を悪くさせてたらすみません。少し鳴雲さん的にやりにくいんじゃないかな、なんて思ったので』


    「なんだよやりにくいって。ハッキリ言ってもらっていいか？」


    『あの……この番組なんですが……森もり町まちさんも出るそうなんです……』


    　僕はその名前を聞いて、少し鼓こ動どうが速くなるような気がした。


    　森町という男は、僕の元相方だ。コンビのときに、どうもうだつが上がらない生活が続いている中、急に相方が一人でテレビに出て、しかもそれが大ブレイクして気づくとスーパースターになっていた。


    　その状態、つまり『自分だけ置いていかれた』『裏切られた』『自分だけ売れていない惨みじめだ』などの負の感情が吹き出し、森町とのコンビ仲は険悪なものになってしまった。それをきっかけに徐々に『売れるためにはもっと頑張れ』という森町の言い分にも納得がいかないようになり、気づけば自然とコンビの解散が決まった。


    『鳴なる雲くもさん？　鳴雲さん、もしもし？』


    　解散することが決定したときの森もり町まちの侮ぶ蔑べつの表情を思い出し、陰いん鬱うつな気持ちになっていたときにマネージャーからの声が入ってきた。


    「ああ、ごめんごめん。昔の思い出にひたってた。で、その仕事な」


    　コンビを解散してもう一年以上たつ。仕事の現場などで偶然すれ違うようなことは何度かあれど、僕は解散以降森町としっかり向き合って喋しやべったことなどない。


    　いや、どっちかといえば僕は森町を避けていた。


    　テレビをつければどの時間帯でも出ていると思えるくらい活躍しているあいつに嫉しつ妬として、それと同時に売れていない自分を後ろめたく感じる。


    　だからこそ、名前を聞いただけで嫌な気持ちになってしまったのだ。


    　だけど、今なら違うかたちで接することができるんじゃないだろうか？


    　森町ほどではないけど、たまにテレビの仕事も来るし、このあいだの単独ライブでも、ちゃんと自分がおもしろいと思うものを伝えれば、笑いが起こるのもちゃんと確認できた。


    　つまりは自分に自信が持てたんだ。


    　ならば答えは一つ。


    「その仕事、断ことわってくれ」


    『えっ!?　鳴雲さん、いいんですか？　ゴールデンですよ？』


    　おそらくマネージャーは、確認こそ取ったものの、断るとは全く思ってなかったのだろう。マネージャーの狼ろう狽ばいが電話口からでも伝わる。


    　それはそうだ。いくらテレビ離れが進行しているだなんて言っても、まだまだ僕らは家に帰りテレビをつける。ゴールデンに出るということは、全国の顔になったという感覚になってもまるでおかしくない。


    「まあ、マネージャー。言い分はわかるよ。しかしまあ今回は僕じゃなくていい仕事だろう？　それなら出る意味がないかななんて思うって」


    　テレビの雛ひな壇だんの上のほうなんて、誰でもいいと思われるくらい雑な扱いをされるときもある。きっとそこの位置の話だろう。


    『いえ、鳴雲さんご指名で来てますけど。森町さんとコンビを組んでいた鳴雲さんに、森町さんの話や、当時のお話を聞くという感じのトーク番組ですけど』


    「うーん、なるほどね。まあねえ……」


    　たしかに僕でないといけないというオファーだけど僕はＯＫと言わない。今なら違うかたちで会えるかも、なんてことは考えるだけ無駄だった。


    　僕は森町に会いたくないと思っている。


    　以前あいつに会社で偶然会ったとき。そのとき僕はあいつに対して、目を背そむけるでもなく、しっかり挨あい拶さつするわけでもなく、作り笑いで軽い会え釈しやくをしたことがある。


    　そのとき思ったのだ。


    　僕が、自分自身を森もり町まちの下に置いてしまっていると。


    　テレビに出まくる芸人に対しても精神だけは『負けてない！』と思うこともできたはずだ。だけどそう思わなかった僕は、元相方に負けきってしまったのだ。


    『わかりました。出るか出ないかは、明日あしたまでに考えて返事をください。まあいろいろあるにしても、僕はこの番組は出ておいたほうがいいと思いますよ』


    　僕が煮えきらない態度だったからか、そう言って電話は切れた。僕はディスプレイ画面を見ながら「それくらい僕もわかってるよ』という意味を込めた舌打ちをした。


    「何の電話だったんですかー？」


    　電話が終わるなり、雫しずくが笑え顔がおで聞いてくる。それは懐なついている犬のように見えた。


    「あ、まあ今のは……」


    「いやいや！　言わなくていいですよ鳴なる雲くもさん！　私、わかってますから！　謎なぞ、解けちゃってますから！」


    　じゃあはじめから聞くなと思うのだが。


    「聞こえましたもんゴールデンって！　テレビですね？　しかもゴールデン！　素晴らしいことじゃないですか！　ゴールデンタイムの番組に出るってことは、一流ってことじゃないですか！」


    　まるで自分が出るかのようにテンションが上がっている雫。


    「どうしよう！　鳴雲さんが一流芸能人になっちゃう！　効きワインとかできるようになって家の地下に噴水とか作っちゃう！」


    　雫はだいぶテンションが上がっているのか、妄もう想そうトークを一人で続けている。ちなみにその一流芸能人のイメージ、たった一人しかいないからね。


    「よく、ぼそっと言った言葉聞こえていたな……」


    「当たり前です！　ちゃんとゴールデンのオファー来たことや、その仕事断ことわってくれって言ったことも覚えてます！　………え────!?」


    　本当にびっくりした表情で、雫は前のめりになる。


    「なんで、なんで断っちゃうんですか──！」


    　今の今まで気づかなかったのか……まあおそらく、ゴールデンという言葉で頭の容量がだいぶ持っていかれたのだろう。


    「なんでって言われてもなあ……」


    「牧場の牛を逃げないように見とくだけっていう、とても芸人の仕事じゃないようなことも喜々としてこなしていた鳴雲さんが、何を断るっていうんですか!!」


    　まあ喜々としてやってはいなかったとは思うのだが。まあでもたしかに仕事を断ることはほとんどない。


    「雫しずくには関係ない話だからいいだろ」


    「関係ないってことないですよー！　もう！　笑えない！　浦島太郎が玉手箱を開けておじいさんになったけど、年金がもらえてそんなに悪くはないな、くらい笑えない！」


    　頰ほおを膨ふくらませて怒りを表す雫。毎回思うんだけど、この喩たとえいったい何なんだろうなあなんて思いながらも返事はせず、テレビの電源をつける。リモコンをテーブルの上に置くと、すごい速さで奪い上げられ、それと同時にテレビから映像と音声が消えた。


    「なんでテレビ消すんだよ」


    「どうして断ことわろうとしているか教えてくれるまで見せません！」


    「勉強するまでテレビを見せないお母さんかよ……」


    「私は鳴なる雲くもさんのお母さんじゃありません！」


    「わかってるよ！」


    　ああ面倒くさい。どうだっていいじゃないか。


    　僕は怒りの意味で強めにハイボールの缶を机に置く。雫を横目で見ると「断るってどういうこと？」「なんで？」と呟つぶやいている。


    「断るなんてやっぱりおかしい……何でだろう。わかった！　ギャラがビスケットで配布されるから！」


    「そんな現物支給なテレビ番組はない！」


    「じゃあ……皮ひ膚ふをはがすロケだ！」


    「今のテレビでそんなこと流せるわけないだろ！」


    　雫から見たら僕はそんなロケをやる人間に映っているのだろうか。


    「えー、鳴雲さんが嫌がることー、んー、森もり町まちさんと共演とかは別に問題ないだろうし」


    「………ああ、そうだな」


    　違和感なく会話をしたつもりだったのだが、答えた瞬間に雫が目を輝かがやかせた。僕はその雫を視界から外すが、彼女は四つん這ばいでこちらにササッと近づいてきた。


    「森町さんとのお仕事の話が来たんですねっ!!」


    　本当にこの娘はこういうところは勘がいいな。


    「……ああそうだ」


    「わああ！　すごいっ！」


    　雫は手をあげてばんざいのポーズを取ったと思ったら、すぐに僕に抱きついてきた。
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    「これは歴史的な瞬間が訪れるということですねっ！　そのテレビは何チャンネルですか？　今からその放送があるまでずっとテレビを録画しておきます！」


    「どうやったらそんなことができるんだよ」


    「いやはや、素晴らしい！　これは歴史が動きましたね！　時代変えちゃいますね！」


    　そう言って、雫は鼻息を荒らげて机の周りをゆっくりと歩きながらブツブツ「素晴らしい……」「これはお笑い元年だ……」などと言っている。僕のコンビ時代を見た衝しよう撃げきからお笑いの世界に入ってきたという雫しずくからすれば、たしかにそれくらい興奮することなのかもしれない。


    「あのさ、さっき言ったのを忘れているかもだから言うけど」


    「はい」


    「僕、その仕事断ことわる方向で進めているんだけど」


    　時が止まったかのように雫は全くもって動かなくなった。


    「……そうでしたー！　忘れてた──────[image: ]」


    　言葉の衝撃波か、というくらいの大声を浴びて、僕の体は衝撃波を受けたかのようにびりびりした。にしても本当に忘れていたとは。びっくりである。


    「ちょっと！　それはダメですよ！　絶対ダメです！　出てください！」


    「まあまあ落ち着け雫」


    「落ち着けませんよ！　理由を教えてくれないとわかりません！」


    　なだめても聞く耳を持たない雫。


    「僕にも、タイミングってものがあるんだ。森もり町まちといつ、どの瞬間で共演するのが正解なのか、きっとあいつと僕の中では正解があるはずなんだ。それをちゃんと探ることなくただただ再会するなんて愚の骨こつ頂ちようだよ。一度間違えたからこそ、次会うタイミングは大事にしたい。そう思っているんだ。わかってくれるか？」


    　真剣にそれっぽいことを言ってから、ちらりと雫しずくを見ると明らかに『そうだったんですか！』という顔をしていた。


    「そうなんですね……ちゃんと考えて出した結果を私何もわかってなくて……ごめんなさい」


    　子犬が怒られたときのような、しゅんとした仕草がまたかわいく見えた。


    　ふー、それにしてもなんとか乗り越えられたか。こんなに追い詰められたのは前の彼女の勘違いで浮気疑惑をかけられたとき以来だ。ちなみにそのときはビンタ二発くらったが。


    　とにかく場を収めるために口から出まかせを言いまくった。


    　共演するタイミングなんて想定するわけがない。だって、会いたくないんだから。


    「でも、お互い成長して、お互いが認め合うみたいなところを見たかったです……」


    　それはそうかもしれないな。たしかに僕もこのあいだの単独ライブや、いろいろな経験を重ねて解散当時とは全く違う自分になっているとは思っているのだ。


    　そうだとしてもまだ地位が違いすぎるもん。あいつより上、せめて対等じゃないとなあ。


    　ブブブブブ……。


    　再びスマホのバイブが鳴る。見るとまたもマネージャーの名前。


    「もしもし？　今度はどうした？」


    「さっきの番組の件ですが」


    「さっきの番組？　その件ならもうちょっと考えていいって……」


    「さっき言い忘れていたんですが、共演者には鳴なる雲くもさんが大好きと言っていたアイドルグループ『ラムレーズン』のゆかちんが出ます」


    「その仕事受けましょう」


    　何よりも頼もしい返事をして電話を切った。


    「なんだよ！　ゆかちんが出るなら先に言えよな！　それならすぐＯＫしたのに！　もう！　あのマネージャーったら！　もう！」


    　そうかそうか。いやコンサートとかも必ず行かせてもらっていたからなあ！　生ゆかちんか！　かわいいだろうなあ！　


    　僕は幸せの絶頂にいると感じていた。


    　後ろに夏とは思えない寒気のする殺気を感じるまでは。


    「あなたの言う……タイミングというのは……アイドルとの共演だったんですか……」


    　後ろからギリギリギリギリと歯ぎしりの音が……と、とんでもない瘴しよう気きだ。


    　僕はそちらを全く見ることなく、玄関へとダッシュをした。
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    　私──佐さ雨さめ屋や雫は憤いきどおっていた。一週間前の出来事に納得していないからだ。


    「鳴なる雲くもさんは適当なことばかり言って……」


    　私はつい独り言を言ってしまうくらい怒っていた。あんな適当な感じで森もり町まちさんとの共演を決めるだなんて！


    　それだけじゃない！　大事な番組なんだから頭の中で、どうやって喋しやべろう的なシミュレーションとかやるのかなと思っていたらこの一週間ずっとアイドルのＤＶＤ見ているだけだもん！　それ見てニヤニヤ笑っているだけだったもん！


    　ああいやだいやだ！　あんな汚れた理由でテレビの仕事決めるなんて納得いかないよもう！


    「どうしたんや雫しずく、えらいご機嫌ななめやないか」


    「ぶつぶつ呟つぶやいてるようだけど、大丈夫？」


    　振り向くとそこにはＧグツドＢブツクＳスクールの同期生の王おう嶋しま雪ゆき音ねと、屋や久く唐から伊い織おりちゃんがいた。二人とも私の大親友だ。


    「何か腹立つことあんねやったら聞くで。言わないんやったら、どんな手を使ってでも喋ってもらうで」


    「スパイに秘密を喋らせようとしているんじゃないのよ雪音」


    　雪音のボケに軽くツッコんだ後、まっすぐな瞳ひとみでこちらを見る伊織ちゃん。


    「でも雪音が心配しているのもすごくわかるから……言いたくないならしょうがないけど、愚ぐ痴ちとかでも人に聞いてもらうだけで楽になるっていうから、もしあれだったら言ってね」


    　デレたからか、顔を少し赤らめながらそういう伊織ちゃんが殺人的にかわいく見えたよ！　


    「何そのかわいさ！　もう暴力だよ！　ＤＬだよ！　ドメスティックラブリーだよ！」


    「な、何それ!?　い、意味わからないわよ！　もうっ！」


    　さらに顔を紅潮させる伊織ちゃん。


    「ドメスティックは暴力という意味ではないで！　ドメスティックは家庭内という意味やから、ドメスティックラブリーは……ただのほっこりした家庭の愛くるしさなだけやで！」


    　雪音が丁てい寧ねいにツッコンでくれたが、そんなことも受け流すくらいに伊織ちゃんがかわいかった。伊織ちゃんというのも何か言い方違うかな？　もはや伊織たんであり、カタカナにするとイオリタンなのだ。なぜカタカナにしたかはともかくだけど。


    「雫、かわいいとかやめてよ！　さっきまでの怒っている感じはどこに行ったの！　もうっ！」


    「今ので怒りも消えちゃったよ。本当にありがとうね！」


    　私と鳴雲さんが同居をしているということは、さすがにこの二人にも伝えていない。だからこの伊織ちゃんの気遣いも嬉うれしかった。


    　そんな気持ちで教室を見渡したとき、ふと思う。


    「あれ？　今日きよう人が少なくない？」


    　このＧＢＳには単位なるものが存在しないみたいで、別に来ないでいいと思う日、バイトの日など、どのタイミングで休んでもいいらしい。


    　だから人が少ない日もあるとは思うんだけど、にしても……。


    「雫しずくも気づいたのね」


    「なんや？　それは今日きようだけ少ないだけちゃうんか？」


    「違うの。徐々にだから気づきにくいのだろうけど、もうこの夏の時点で、ＧＢＳを辞めている生徒がたくさんいるってことよ」


    「「……えっ!?」」


    　私も雪ゆき音ねもびっくりした。というか雪音より、この状態に気づくのは遅かった。


    「だいたいだけどね、入学した人数の三分の一はもう来てないよ」


    「三分の一!?　そんなにたくさんの人が？　まだ八月だよ？」


    「だってさ、養成所に入る前に思い描えがいていた理想と違うところ、いっぱいあるでしょ」


    　……そう言われるとたしかにそうだ！　私ももう夏の時点ではテレビに出まくっているという夢を思い描いていたけど、結局この三か月でテレビはおろか舞台もちゃんと踏んでいないもん。現実は厳しいってことかあ。


    「そうなるとやっぱりちゃんと『お笑いをやるんだ！』という人以外は辞めていくわよね。それが三分の一いたってだけなんだろうけど」


    　淡々と喋しやべる伊い織おりちゃん。うーん、伊織ちゃんはこんなにかわいいのにやっぱりどこかでシビアな部分を持っているんだなあ。そんなこと考えたことなかった。


    「ほな、ライバルっちゅうのが減ってちょうどよかったんちゃう？　幸い、仲いいメンツは誰も辞めてはないやろ？」


    「そうだね！　雪音の言うとおり！　これはプラスに受け取っていかないとね」


    　伊織ちゃんがため息をつく。あれあれ？　また違うこと言っちゃった？


    「あのね、減ったのはライバルじゃなくて、適当に入ってきた人なだけなの。そんな人は放っておいてもいつか辞めるわ。そうじゃなくて、ライバルってのは今残っている人たちでしょう？」


    　ぐうの音ねも出ない私と雪音。そりゃそのとおりだよ。もう、まるで伊織ちゃん先生みたい！


    「ま、まあだから？　こ、これからも切せつ磋さ琢たく磨ましていきましょう」


    　顔を上げると顔を真っ赤かにしている伊織ちゃんが腕を組んでそっぽを向いている。


    「伊織ちゃん……もしかして、怒ってた私を慰なぐさめるために頑張ろうって言ってくれてる？」


    「そ、そんなことないわよっ！　ただ、そう言いたかっただけで」


    「ほんまあんたは素直やないんやから！」


    「ち、違うって言ってるでしょう！　もうっ！」


    「えらくやかましいな。もう授業は始まる時間なんだがな」


    　振り向くとそこには構成作家でこのＧＢＳの講師、榎えのき津づ先生がいた。


    「あ、榎津先生おはようっすー」


    「佐さ雨さめ屋や、いつも思うんだが信じられないくらいのフランクな挨あい拶さつだな。俺おれは一応お前の先輩であり先生のはずなんだが」


    　榎えのき津づ先生は持っていた雑誌で軽く私の頭をはたき、教壇へ向かった。


    「教壇に雑誌を持ってくるような不良講師に言われたくありませんよ！」


    「この世界の人間は情報が命だ。雑誌くらい持ってきて構わない。お前らが読んでたら没収だがな」


    　そう言って軽く笑った。入学当初は先生といろいろ揉もめたけど、今ではわだかまりも解けてこのような感じで楽しく喋しやべれるようになっている。


    　教壇に立ち、榎津先生はみんなを注目させるためか大きめの咳せきを一つした。


    「えー、みんな気づいているとは思いますが、けっこうな生徒が辞めていっています」


    　やっぱりそうなんだ！　それに気づくなんてやっぱり伊い織おりちゃんはすごいな。


    「田舎いなかから東京に出てくると誘惑も多い、しかも夏は特に遊びがちな季節です」


    　ふむふむ。夏は遊びがちなのか。川で泳ぐとか自転車で山一つ越えてみるとか、そういう遊びかな？　それなら誘ってくれたらよかったのに！　ぷん！


    「とはいえ本気でお笑いに取り組むことのできない人間は、この後しんどくなってくると思います。なぜかわかるか佐雨屋」


    「えー、そう、そうですね」


    　え？　え？　なんて答えるのが正解なんだろう？　おもしろく答えるところなのかしら？　しかし質問もいまいち芯しんを捉とらえられてないんだよなあ……


    「もう時間切れな」


    「ちょっと待ってください！　えーと、お笑いがしんどくなる理由、それはお笑いを統治しているお笑い大名から真ま面じ目めにしないと怒られるからです！」


    　急がされすぎて全くよくわからないことを言ってしまったよう！　もはや自分でもボケたのか真面目に答えたのかわからないよ！　どうしよう雪ゆき音ね！　伊織ちゃん！　あれ？　伊織ちゃんこっち見てよ！　他人のフリしないでよ！　雪音！　なんで今自分の脈取っているのよ！　どういう気持ちなのよ！　脈取ってほしいのはこっちだよ！


    「佐雨屋、その解答は外れすぎてはいない」


    　……え────？　そうなの？　適当に答えたのに？　


    「これから君たちが仕事として行く場所にはたくさんおもしろい人たちが出てきます。それは君らの先輩で売れている人たちだ。先輩ってのは、佐雨屋が言った言葉を借りれば、お笑い大名みたいにとんでもない力を持った、一国一城の主あるじの人たちばかりだ」　


    　話の始まりのときよりも、榎津先生は一言一言をしっかり喋っているように感じた。その本気度が伝わったのか、ほかの生徒も静かに話を聞いている。


    「売れている人たちと、一つのお笑いという席を取り合う。そんな戦いになっていくんだ。現時点でまだ卵の殻からも破れていない君たちは、とにかく頑張るしかないのはわかるな？　そんな状況でお笑いをやるんだ。楽な仕事だろうと思っている生なま半はん可かな気持ちの人間にはしんどくなってくる、ということだ」


    　なるほど！　……にしてもお笑い大名が外れすぎていないってこれ、優しい解釈だなあ。


    「その席を取り合う先輩たちと一度絡めば、一発でどれくらいすごいのかがわかったりもするんだがな……まあそれはいいんだけど。おーい」


    　榎えのき津づ先生は学校のスタッフさんを呼び、プリントを配らせる。渡されたプリントに目を通すと不思議な文字が書いてあった。決して不思議ではないのはわかっているんだけど、この学校でそんなことがあるのかという不思議な文字。


    「ＧＢＳの合……宿？」


    



    　授業も終わり学校から出ていく私たち「桃とう園えんの誓い女子」（お笑い界の劉りゆう備びと関かん羽うと張ちよう飛ひでありたくてこう名付けたが、伊い織おりちゃんはすごくいやがる。なんでかな？）は、講義の後のお決まりコース──ファーストフード店に向かった。


    　井い戸ど端ばた会議感が三人の仲を深めていってるようで、私はこの空間が大好きになっていた。


    「にしても今日きようのネタは自信あってんけどなー」


    　雪ゆき音ねが堰せきを切る。どうやら新ネタの評価があまりよくなかったのが気に入らないようだ。


    「仕方ないわよ。こっちの思惑と先生方の思惑は当然違うもの。そういうこともあるわ」


    　伊織ちゃんは冷静に分析するとジュースのストローをくわえた。コップのサイズがすごく大きいよね。何何、ＸＬサイズでも買ったの？


    「伊織ちゃんは本当小さくてかわいいよね！」


    「かわいくないっ！　それにまだ成長過程だし！　これから伸びるし！」


    　いやいや、もう十八歳からの成長ってあまりないと思うけど……。


    「まあ、牛乳とか飲んだら伸びるかもね」


    「毎日飲んでいるに決まっているじゃないのー！　それでダメだったに決まってるでしょ！」


    　伊織ちゃんは自分の努力が無駄だったという惨みじめさもあったのか、少し涙目になっていた。それを見てまたかわいいと思う私はなかなかなダメ人間だと思う。


    「雫しずく、何にやにやしてこっち見てるのよ！　もうっ！」


    　あ、すぐばれた。すみません。


    「でも今日はあれも面白かったね！　榎津先生のあれ！」


    「ああ！　あれな！」


    「あれだけ真ま面じ目めに授業とかやる榎津先生がボーッとしてるから何か気になってね、『どうされました？』って言ったら、授業中なのに急に──」


    「俺、コーヒーでいいから」


    　雪ゆき音ねがマネをしながら言ってくれる。


    「全員がきょとんとしていたら榎えのき津づ先生の顔が急に赤くなってね！」


    「あ、こ、これは、すまん、彼女といる時と間違えた」


    　またもオーバーなマネをする雪音。それを見て大爆笑をする。あれはもはや事件だね。


    「ねえ！　榎津先生が言ってた合宿って、いったい何をするんだろうねっ！」


    「いや雫しずく、鼻息が荒すぎるで」


    　そう口にした雪音は手元のハンバーガーを食べきって、口元についたケチャップをそのままにしていて、どんだけわんぱくなの、と伊い織おりちゃんに口元を拭ふいてもらっている。


    「そうね。まあ正直、何をするかは、この情報だけだと何も判断できないものね」


    　伊織ちゃんが手にした紙には合宿の詳細が書いてある。しかしその内容は簡素なもので、とてもじゃないけど詳しくも細かくもなかった。


    【ＧＢＳ生徒に朗報！　今年もやりますＧＢＳ合宿！　静岡県に二泊三日！　お笑い漬け間違いナシ！　シークレットな先輩芸人さんもゲストに登場予定！　


    　日時　八月十八～二十日　合宿参加料金　四万円】


    「いやいや、これ怪しいツアーのパックやあらへんねんから。こんなアバウトな内容で合宿に行きたい奴やつなんておらへんやろ……」


    「私、行きたいっ！」


    　私が急に立ち上がったからか、周りのほかのお客さんはこちらを不審な目で見ている。


    「きゅ、急に大声出さないのっ！　雫は本当にもうっ！」


    　注目されているのが恥ずかしいのか、伊織ちゃんは小声で注意しながら私をぺしぺしと叩たたく。


    「雫。なんでこれで行きたいってなるんや。全くの謎なぞだらけやで？」


    「だって！　先輩芸人さんも来るんだよ！　きっとすごい売れている人だよ！　その人のお話聞けるなんて、絶対に有意義じゃん！」


    　私は自信満々に答える。


    「それに、合宿ってなんかおもしろそうじゃん！　熱血って感じじゃん！　ほら、傷だらけで帰ってきた結果、おもしろくなっているみんな、深まる友情……」


    「いやどんな合宿想像してんねん！」


    　雪音が手の甲で私の肩にツッコむ。あれ？　合宿って私このイメージなんだけど。ボケでもなかったんだけどなあ。


    「内容もともかくだけど、さっき言っていた先輩芸人の件、私は少し気になるけど」


    「何が？」


    「だって、これには先輩芸人としか書いてないわ。売れてる先輩芸人じゃなく、売れてない先輩芸人が来るという可能性もおおいにあるのよ？　そのときは私たちはこの四万円分勉強できたと思うのかしら？」
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    　ううう。またも怒ど濤とうの伊い織おりちゃんの理論攻め。たしかに売れてない先輩が来る可能性もあるけどさあ。そんなお金のプラスとかマイナスとかどうするかなんて私考えてなかったよ。


    「そっかあ……たしかに伊織ちゃんが言う部分はそうかもね……ってことは伊織ちゃんは」


    「私は行かない方向で考えてるわ。まあ具体的なプランが出て、それが魅力的なカリキュラムなら行かないわけではないけど」


    　雪ゆき音ねを見ると机に肘ひじをついて外のほうを見ている。


    「まあ、なんか楽しそうやし行ってもいいかなと思ったけど、伊織が行かへんならうちも行かへんかな。相方置いていってもしゃあないしな」


    　ううううううう。そりゃそうだ。雪音の言い分は大正解だ。相方が行かない合宿なんて意味ないもんね。そりゃそうだなあ。でもなあ。


    「正直、雪音や伊織ちゃんと、こういう旅行みたいなの行って楽しい時間過ごしたかったなあ……じゃあ、この合宿は私だけで行ってくるから……」


    　仕方ない。まあ合宿先でいろいろな人と仲良くなるというのもいいかもなあ。よし、落ち込んでいても仕方ない。


    「ちょっと！　……ま、まあ、カリキュラムもわからないようなミステリーツアー的な合宿だけど？　で、でもまあみんなで行くなら意識も高いままで維持できるでしょうし？　まあそういう視点を持ってるというのが本当の合宿の成果でしょうし」


    「伊い織おりちゃん？　ちょっと何言ってるかわからないんだけど」


    「だからっ！　合宿行ってもいいわよってことよ」


    　伊織ちゃんは喋しやべっているときからずっと真っ赤かな顔をしていた。


    「えーっ！　本当!?　嬉うれしい！　ありがとう伊織ちゃん！」


    　私は嬉しさのあまり向かいの席の伊織ちゃんを強く抱きしめた。


    「や、やめなさい雫しずく！　もうっ！　もうってば！」


    「伊織が行くなら、うちも行かんわけにはいかんな」


    「雪ゆき音ね───！」


    　横の雪音も抱きしめた。もう嬉しくて仕方ない。さっきまでの心細さはどこかにいってしまった。しかしそれにしても。


    「だけどなんで急に伊織ちゃん行く気になったの？」


    「そんなもん簡単やろ。旅行みたいなの行って楽しい時間を過ごしたい、雫の気持ちが嬉しかったからや」


    　雪音がシシシと笑う。それを聞いて伊織ちゃんはまたもぺしぺしと雪音を叩たたく。


    「よし！　じゃあ三人とも合宿に行くってことで！」


    　話もまとまった！　やったね！　私は嬉しくてそこからまた楽しいお喋りを続けた。


    　気づけばもう二時間以上も経たっていて、雪音のバイトの時間も近づいてきたということでこの場はお開き。


    　私の最寄り駅までの電車の中もこの時間を惜おしむかのように楽しく過ごす。そしていつものように私の降りる駅が来たので二人にバイバイをする。


    「あ、そうや、今度雫の家に遊びにいくわ」


    　雪音が別れ際に言ったその言葉で、私は一瞬で体中から汗が噴き出した。家に来られるわけにはいかない。鳴なる雲くもさんがいるのだ、というか鳴雲さんの家なのだ。


    「それは、うーん、まあ、すん」


    　最後はもうどっちの返答かわからない言葉でお茶を濁にごした。


    「すん？　すんって何や？　どっちや？　行っていいのかあかんのかわからんやん。はいかいいえで答えてや」


    「はいいえ」


    「だからそれはどっちやねん！」


    「雪音、気づきなさい。これはもう断ことわっているでしょう」


    「そうか、ごめんな」


    　そう言った雪音は少し落ち込んでいるように見える。


    　さっきの言葉もなんとなく言った社交辞令みたいな言葉だったのかもしれない。それをぼかされながら断られる。たしかに切ない。そう考えると申し訳なくなってきた。


    　謝りたいが、どう謝ればいいかわからないまま、電車のドアが無情にも閉まった。


    　雪ゆき音ねの口の動きだけ見るとおそらく「またね」と言っているんだろうなあ。


    「またねー！」


    　申し訳なさをかき消すように、聞こえてないだろうけど大きな声で返事をし、手を振った。まるで引っ越す友達に対しての手の振り方。


    　……明後日あさつてまた授業で会うんだけどね。


    　合宿のことをどうしようかなんて思いながら歩くと家までが早かった！


    「ん？　あれ？　鳴なる雲くもさんもう帰って来てる…のかな？」


    　今日きようが夕方の授業だったので、授業終わりのお喋しやべり時間を合わせるともうしっかり夜だったのだが、部へ屋やの明かりが窓からこぼれている。


    　先輩と飲んだりするから二十四時過ぎとかに帰ってくることが多い鳴雲さんだが、まあ二十一時くらいなら帰っているときもそりゃあるかー。そうだ、合宿の話聞いてもらおう！　きっと鳴雲さんならどんな内容か知っているよね！　なんて思いながらドアを開けた。


    「ただいまですっ！」


    「………おかえり」


    　そこには三角座りでゆっくりハイボールを飲んでいる鳴雲さんがいた。


    　纏まとっている負のオーラがすごすぎたため、私は聞いてみた。


    「鳴雲さん……何をそんなに落ち込んでいるんですか？」


    



    　　　　∀　　　　　∀　　　　　∀


    



    　僕は少し緊張しながらテレビ局の『鳴雲俊しゆん史じ様』と書かれた紙がドアに貼はられた楽屋にいた。別に普段なら何も思わず（弁当のクオリティーが高いかどうかだとかケータリングが充実しているかどうかは考えるが）ボーッとしていることが多いのだが、いかんせん今日はそういうわけにもいかない。和室であぐらをかいてあれこれ思案する。


    　結局僕はあの森もり町まちとの仕事を引き受けた。アイドルの存在が最後に背中を押してくれたというのもあるが、やっぱり森町に僕も変わったんだというところを見せたかったのだろうと思う。


    　ふと昔二人でファーストフード店で朝まで夢を語ったことを思いだした。


    『いつか二人でゴールデン番組に出ような！』


    『絶対にな！』


    　違うかたちで実現するゴールデン番組の収録。僕はほんの少し悲しくなった。


    　今日、あいつに僕も頑張っているところを見せられたら、お互いの関係も変わるだろうか。


    　そう思っていると楽屋のドアがノックされた。返事を待たずにドアが開く。


    「おはようございます！　ディレクターの橘たちばなですよろしくお願いします。打ち合わせよろしいでしょうか？」


    「おはようございます！　わかりました、よろしくお願いします！」


    　テレビの収録の前は必ずこのようなかたちで、ディレクターさんと打ち合わせをする。ディレクターさんは、企画とそれに合う出演者を考えて収録時は指示を出して進めるという、レストランでいうところのコック長さんみたいな位置の人だ。


    「台本に目を通してもらえましたか？」


    「はい。一応見ました」


    「すみません、森もり町まちさんとの久しぶりの共演ということで、緊張とかされてたりします？　まあそんなことはないですよね？　元相方ですもんね」


    　ディレクターは自分で言った台詞せりふで笑う。軽くディスられてる？　と思うも、ディレクターさんも決して悪く思ってこんなことを言っているのではない。場を和なごまそうとしているのは目に見えているから、僕もその気持ちを汲くんで愛あい想そ笑いする。


    　打ち合わせの通過儀礼みたいなもんだ。


    「じゃあさっそく鳴なる雲くもさんのアンケートからお話をピックアップしていきましょう」


    　トーク番組というのは、比較的ガチなお笑いに特化した番組以外でいうと、事前にアンケートを取るのがほとんどだ。要は、このテーマならいったいどんなお話お持ちですか？　それがよかったら本番でも喋しやべってくださいという、一種の試験。


    　でも冷静に考えるとそりゃそうだよな。アンケートを取らないと全く話が盛り上がらない時間を生む可能性は高くなり、その状況を想像するとぞっとする。


    「たとえば、『普段クールな森町さんの天然エピソード』の話、おもしろいですよね。鳴雲さんがふと見るとエレベーターの前でボーッと立っている森町さんがいた。軽く足踏みしているから何をしているのか聞いたら『あ、自動ドアと間違えてた』って言ったって話」


    「それは数少ない天然エピソードですね」


    「じゃあこれはじめにぶちこんじゃいましょう！」


    　打ち合わせのときに、自分のアンケートの内容がおもしろいと言ってもらえるのは本当に嬉うれしい。


    「でも一番おもしろいのはこのコンビ結成時の話ですよね！」


    「ああこれですね。僕らはＧＢＳという養成所で出会ってコンビを組むんですが、僕がコンビを組もうと言った日がクリスマスイブだったんです。養成所の近くのファーストフード店で向かいに座っていた森町の手を取り『頼む！　一度だけやってくれ！』と何度も懇こん願がんしていたから、周りからすればただのゲイのカップルにしか見えなかったってやつ」


    「あははははは！　それも絶対喋りましょう！」


    　大きい太鼓判を押してもらい僕は少しいい気分になっていた。それからも打ち合わせはつつがなく進んでいき無事終了。


    「それじゃあ本番よろしくお願いします。すみませんが、今準備がちょっと押してまして、本番直前でまた呼ばせてもらいます！　よろしくお願いします！」


    　ディレクターさんはそう言ってドアを閉めた。ふう。よかったよかった。打ち合わせは上々だった。アンケートもびっしり書いた。その意気込みはスタッフさんにも伝わっているだろう。


    コンコン。ドアをノックする音が聞こえる。


    　あれ？　収録まで後二十分と言っていたけどもう準備できたということなのか？　今から共演者に挨あい拶さつ行こうかなと思っていたんですけど。って言ってもゆかちんにだけどね！


    「入るわよ」


    　ドアが開いて入ってきたのはスタッフさんではなかった。が顔見知りで、ここで会うとも思ってなかったので少し面食らった。


    「おう、もなかじゃないか久しぶり」


    「久しぶり、じゃないわよ」


    　そう言って入ってきたのはうちの営業部──社員の岬み下か部べもなかだった。


    「あなたが仕事をバリバリしてたら絶対もっと会ってるはずでしょ。会ってないってことは売れていないってことなんだからもっと神妙になりなさいよ」


    「いきなり嫌なことを言うなよ」


    「ヘー！　私は鳴なる雲くもくんのことを思って言ってあげているのに、はー、偉くなったわね！」


    　わざとらしいジェスチャーでため息をつくもなか。いやいや、何こいつ？　なんでこんなに皮肉言ってくるの？　こっちはそんな皮肉言われている時間があるなら、ゆかちんに挨拶行きたいんだけど！


    「偉くなったのはどっちだ？　昔は鳴雲さんー、鳴雲さんーって言って抱きついてきてたのに」


    「バッ!?　だ、抱きついてなんてないわよ！」


    　大声を出したと思うと、顔を赤くしてぞんざいに背を向けた。もなかが怒ったり、場の雰ふん囲い気きが自分の思ってない感じになったときにやる仕草だ。変わってないな、昔からこの感じ。


    　そう、この社員、岬下部もなかとはもともと知り合いなのである。しかしそれは『幼おさな馴な染じみ』みたいな甘美なものではなく、今から八年前くらいに、芸人だけで食べられないためやっていたコンビニのバイト先で一緒に働いていたのだ。


    「バイト先の元同僚が、こうやって自分の所属している事務所に入ってきて、仕事を一緒にしているなんてなー、なんか感かん慨がい深いよな」


    「……ふん」


    　もなかさんはご機嫌斜めである。初めてバイト先で会った、まだもなかが高校生のときだ。年が四つ下というのもあり「俊しゆん史じさん」と尊敬の念を込めて呼んでくれていたものの、いつのまにか「鳴雲くん」という呼び方になり、今ではこのように鼻で返事をする始末だ。


    「時は、ここまで人間関係をなあなあにしていくもんかね」


    「何の話よ」


    「でもそれも、もなか自体も変わったのだから仕方ないかな。昔はショートカットで茶髪、部活焼けであろう健康的な褐かつ色しよくの肌はだ、夏はタンクトップにジーンズの短パンで、歩く健康優良児だったお前が……ほら、何の部活だったっけ」


    「ラクロス部よ」


    　無気力に答えるもなか。おいおい。本当に運動部だったのかよと思うけだるそうな態度だな。ラクロスのイメージにあった爽やかさが皆無だ。


    「そう、ラクロス。しかし今考えたらラクロスって魔法の名前みたいだな。やばい、大ピンチだ！　よし、ここで相手の動きを止める魔法、ラクロス！」


    「…………」


    「僕を無視するのだけはやめてくれ！　本当に時が止まったのかもと思っただろ！」


    　ちぇっ、昔は喜々としてツッコんでくれていたそんな楽しい感じのやつだったのになあ……。まあそれでも馴な染じみだった部分が大きいのか、ちょこちょこ営業の仕事を入れてくれる。ありがたやありがたや、と拝みながら今のもなかを改めて見る。


    　目の前のもなかは、黒髪ロングをポニーテールにして、美白の何かでもしているのだろうか、当時の日焼けを感じさせないくらいの透き通るような白い肌に変へん貌ぼうを遂げた。服装も、ブランドものでありながら、それがイヤらしくない感じの、ビシッとフォーマル感が出ている黒いスーツに身を包んでいる。


    　そんな、あまりにもできる女性感をあえて消すためだろうか、胸ポケットのところには、トータルコーディネートにふさわしくない、ご当地ゆるキャラだが成功したとは聞かない、顔は猫、体は力士という攻めたキャラ「猫力士」の髪留めが見える。


    　しかし、その下に隠れているであろうたわわな起き伏ふくが……知ってか知らずか、その胸元の猫力士の目線を少し上に上げている。


    　そうなんだよね。もなかは昔からその、すごかったよなあ……周りの目をあまり意識してなかった高校時代なんて、タンクトップ一枚でバイト先に来るもんだから、もう視線が釘くぎ付づけだったんだよなあ……こうやって久しぶりに意識して見ても、やっぱりでかいよなあ……。


    「どこ見てるの!?」


    　こちらの視線に気づいたもなかは、背中を向けた。あ、ごめんなさい。ソンナツモリジャナカッタンデスヨー。


    「そんなことより鳴なる雲くもくん。森もり町まちさんには挨あい拶さつしにいったの？」


    　思ってもいない質問だったので、たじろいでしまう。


    「私、ちょっと営業の件で森町さんの楽屋に打ち合わせに行ったんだけど」


    　売れっ子は打ち合わせの時間が取れないことが多いので、収録の合間に打ち合わせをするというのが通例だ。それでセクションが違うはずなのに、テレビ局にもなかがいたのか。


    「そしたら俊しゆん史じもいるぞって森もり町まちさんに聞いてここに来たんだけど」


    「そうだったのか……ふーん。まあ、わざわざ顔を出してくれてありがとうな」


    　僕はそう言って台本に目線をやった。


    「いやいや！　そうじゃなくて！」


    　後ろから怒りが混じった声が聞こえる。顔を上げるともなかが、靴くつを脱ぐのがイヤだったのか四つん這ばいでこちらのほうに進んできている。えっと、前屈かがみになってしまっているからすごく胸の谷間がはっきり見えているんですけどそれ。


    　煩ぼん悩のうにまみれている間に、もなかは僕の手元の台本を取り上げた。


    「台本なんて今いいの！」


    「いや絶対よくないだろ。今から収録するやつの台本なんだから」


    「そういうことじゃないの！　あなたは森町さんの楽屋に挨あい拶さつ行きなさい！」


    　いやいや、その流れになりそうだから、わざわざその流れを切ってまで台本に目を通そうとしてたのに。しかしなんで僕は鳴なる雲くもくん、というくん付けで、あいつはさん付けなんだよこの野や郎ろう。どこで格差社会が生まれているんだよ。


    「それこそあいつが気を遣うだろ」


    「逆ならともかく、なんで森町さんがあんたに気を遣うのよ！」


    　今適当に回答したんだけど、もなかの返しがあまりにも的確すぎて少し傷ついた。おいおい。僕も人だぜ？　動画サイトの右から左のコメントでも傷つく僕だぜ？


    　しかし、どうせ挨拶に行っても変な空気になるのが関の山だ。それなら収録まで待ったほうがいい。収録中ならまだ喋しやべれると思う。それはお互いプロだからだ。


    「まあいいじゃんよ。収録で顔も合わすわけだからさ」


    　僕は机に突っ伏した。それは簡単な拒絶の意味だ。それを察したのか、大きなため息が聞こえてドアの開く音がした。


    「森町さんは鳴雲くんとの共演ができることを喜んでると思うわよ」


    「噓うそつけ。あいつが喜んでるわけがない」


    「嫌がっていたら共演ＮＧになるでしょ。……まあとにかく、頑張ってね」


    　そしてドアを閉める音が聞こえた。ゆっくり顔を上げて楽屋口のほうを見る。当然ながらそこには誰もいない。その光景が思っていたよりも寂しく感じた。


    「……森町が喜んでいる、か」


    　あんなに喧けん嘩かして解散したんだ。そんなはずがない。あいつが一人で売れたとき、僕はとにかく悔くやしかった。自分の実力が森町に劣おとっているとは思わなかった。しかし生まれたその差に僕は僻ひがみ、歪ゆがみ、そんな僕に対してあいつは『逃げている』と言って袂たもとを分かつかたちになった。


    　だから森町の中では、僕はまだあのときのままだ。しかし、今日きようの収録で見返せるはずだ。なにせ僕も変わった。当時の僕より必ずできる僕になっている。


    　変わったと思わせたい。


    「すみませーん、お待たせしました本番収録よろしくお願いしますー」


    　ドア越しに声が聞こえ、僕はゆっくり立ち上がった。


    



    「よう」


    　収録スタジオに入り、案内された椅い子すに座って、横にいた森もり町まちに挨あい拶さつをする。しかし返しはない。僕を無視したのか、それとも久しぶりに森町に喋しやべりかけるという緊張のあまり、僕の声が震ふるえすぎていて聞こえなかったからか、森町はこちらを見ることなく、ただただ前を向いていた。


    　おいおい、久しぶりの再会なんだから……。


    　ほかに何か話しかけようとした瞬間にスタジオに天使が降り立った。


    「ラムレーズンのゆかちん入りますー！」


    　うわああ、かわいいいいいい！　生なまで見るほうがかわいいってこれすごいことだよなあ！　もうマジ天使。本名はユカチエルなんじゃないの!?


    　なんて思ってただただ見ていると、こちらを見て微笑ほほえんでくれた！　わー！　もう死んでもいい！　と思っていたら近づいてくる！　何々？　前から好きでしたパターン突入？


    「このあいだはお疲れ様でした。森町さん」


    　視線は一秒もこちらに注がれていなかった。全く認識されていないのが目に見えてわかった。


    「あの打ち上げって、いつまでいました？　森町さん途中で帰ったでしょー」


    「ああ、帰ったよ」


    「もう捜したんですから！　そのお詫わびってことで、今度ご飯連れていってくださいよ！」


    「ああ、わかった。またメールする」


    　森町の言葉を聞いて、かわいく頷うなずいたゆかちんは自分の席に向かっていった。


    　え？　何これ？　僕が大好きなアイドルのゆかちんとお酒の席一緒にしているじゃんこいつ。というかもうメアド知っている体ていで喋ってたじゃん。打ち上げの現場で捜されてるじゃん！　何こいつ！　ここまで格差とは聞いてないぞ！


    　すごいショックを受けながらも、一つ希望が見える。今日きよう、ここで結果を出して、ゆかちんにちゃんとおもしろい人と認識されれば、さっきの森町みたいになるかもしれない……！


    「さてお待たせしました！　収録始めたいと思います！　それでは本番まで、５、４……」


    　ＡＤさんのカウントダウンの声が始まると同時に、スタジオにある何台ものカメラの上部に赤色のランプが灯ともされる。収録が始まった証しよう拠こだ。


    　僕はいろんな気合いをのせて挑いどむ。


    「さあ始まりました『あの人とあの人会わせちゃいました！』ということで、今日は今一番勢いのある芸人と定評のある森もり町まちさんと、その元相方、な●り●く●も●さんに来てもらいましたー！」


    　いきなりのボケに、僕はチャンスとばかり思いっきり振りかぶる。


    「いや、なんでなんですかっ！　なるくもなるくも！　なりくもじゃありませんよ！　なんで間違えるんですかもう！　やめてください！」


    「あ……そうなんですねすみません」


    　変な間。あれ？　空気も何か不ふ穏おんな感じになっている。あれ？　何これ？　ボケたからツッコんだだけだよ？


    「……すみません、こいつ、ただの間違いにこんなにツッコんでしまうという、場の空気が読めないやつなんですよ」


    　気まずい時間を埋めるかのように森町が喋しやべり出す。え？　間違えただけ？


    「今のでわかったでしょう？　なんで解散したかって」


    　観覧に来ているお客さんがドーンと笑う。え？　今のそんなにおもしろかったか？　観覧のお客さんはテレビを盛り上げるために笑いの沸ふつ点てんが低いほうがありがたいのだが、にしても今のウケはそんな感じではない。お客さんからすれば今この場に森町がいるということだけで浮き足だっているのだ。見られただけで御おんの字、そんな流れが見えた。


    　やばい。想像していた感じと違う。そして自分も空から回りしている。


    　はじめのツッコミのミスをきっかけに、僕は焦あせり始めていた。


    「でも実は森町さんもイメージと違うところがあるんですよね」


    　ＭＣが話をこちらに振ってきた。


    　このテーマが振られたということは、僕が打ち合わせで喋ったあの話をしろ、という合図だ。


    「しょ、しょうですね～」


    　淀よどみなく喋るつもりが冒頭から声が裏返った。笑う客席。違う違う、僕はこんなかたちで笑いを取りたいんじゃないんだ。


    「どうした、ハモりの練習でもしているのか」


    　森町のフォローにまたも客席が爆笑に包まれる。くそ、結局森町においしい展開になっているじゃないか！　今日きようは森町に僕もちゃんとできるというのを見せる予定なのに……！


    「で、森町さんがどうされたんですか？」


    「そ、そうなんですよ、森町ってけっこう天然に見えるじゃないですか、でも実はこいつけっこうクールなんですよ」


    「……もともとクールに見えますけどね」


    「あっ！　逆だ逆！　クールに見えるけど天然なところもあるんです」


    「本当に今この瞬間だから言えるが、そこを間違うお前のほうがよっぽど天然だ」


    　客席がまたもゲラゲラと笑う。しかしその笑い声と反比例して僕の体中から汗が噴き出す。こんなところで話を詰まらせている場合ではないんだ。


    　こんなはずじゃなかった、という考えが頭をよぎる。


    「で、クールに見えるけど天然、というのは？」


    「そ、そうなんです。も、森もり町まちがエレベーターを自動ドアと間違えていた話なんですけど」


    「……なぜオチから喋しやべっているんだ？」


    　ワハハハハハ！　お客さんの笑い声が聞こえる。


    「もしかしてオチから喋るというドッキリなのか？　なら言ってやる。お前は一生ドッキリを仕掛けられる側だ」


    　ワハハハハハハハハハッ！


    　笑っているお客さんの顔は、僕なんて見ていない。元・相方である僕のできなさと、それに伴う森町の的確なツッコミに魅了されている


    　やばい。思っていた流れと全然違う。ウケているからいいとかではない。それは打ち合わせをしたディレクターさんもそうなんだろう、カメラの横で腕を組んでひきつり笑いをしている。


    　いや、違うんだ、僕はもっとできるはずなんだ。


    　森町を見返すはずじゃなかったのか。


    「さあ、ということなんですが、そういえば森町さんと鳴なる雲くもさんがコンビ組んだときってのはどっちから声をかけたんですか？」


    「あ、僕からですね」


    「……それで？」


    　ここでコンビ結成の話を振られているのはわかった。ただ、どうしてもうまく喋れる気がしない。完全に僕の心はひよっていた。


    「それで……………コンビを組みましたね」


    　奇妙な間。啞あ然ぜんとするＭＣとスタッフさん。お客さんも怪け訝げんそうな顔をしている。


    　僕は逃げた。これを予定どおりに話を振られたのに、その話をしなかった。スベりたくないという感情が笑わせたいという思いを上回った。


    　前を見るとディレクターさんが鬼のような形ぎよう相そうで『クリスマスの話！』とカンペに書いてこちらに見せている。しかし僕はそのカンペからも目を背そむける。


    　また喋りだしたところで、どこかで嚙かんだり声が裏返ったりオチを言い忘れてたりみたいなミスをするんだ。それならいっそ喋らないほうが……。


    　するとその不ふ穏おんな空気に耐えかねたのか、森町が喋り出す。


    「そういえばコンビを組むときファーストフード店で話をしていたんですが、鳴雲が僕の手をとって『一度だけやってくれ！』と言うんですよ。だから周りからしたらもうゲイのカップルにしか見えなかったでしょうね」


    　ワハハハハハハハハハハッ！


    　最後まで喋るとずばっと笑いに変わる、一番気持ちいいかたち。本当は自分が取る笑いだったはず。しかし、僕ではこんなに笑いは取れてないよ。森もり町まちが喋しやべっているんだからあんなに笑いが起こったんだ。そうだ。何を僕みたいなのが出しゃばっているんだ。当然視聴者も売れっ子の森町を見たいに決まっているじゃないか。


    「それはそれは。そんなことあったんですか鳴なる雲くもさん？」


    　ＭＣが丁てい寧ねいにこちらに振ってくれる。いやいや、振らなくていいのに。


    「…………ええ」


    　これだけで会話を終わらせた。みんなが肩すかしを食らっているような感じの瞬間。


    「おい鳴雲。大物ハリウッド俳優でももうちょっと喋るぞ」


    　ド──ン！　生まれた笑いの大きさが、まるで花火が上がったときの衝しよう撃げきのように感じる。


    「どうした？　すまない、知らないうちに芸人をもう辞めてしまっていたのか？」


    　ド──────ン！　連続して投下される笑いの花火は、まるで風を感じるくらいの勢いを持っていた。


    「それなら一言伝えておく。辞めて正解だな」


    　ド──────────────ン！


    　最後は見事に六尺玉の一番大きな花火が上がった。すべてを照らす光とすべてをつんざく音。


    　ＭＣも笑いすぎて進行が止まっている。場が熱を持ったような感覚。しかしそれに反比例するように僕は静かに沈んでいく。


    　完全に心が折れる音が聞こえた。　


    　僕はその後別に何をするわけでもなく、とにかく番組の終了を待っていた。


    



    「収録は以上となります、ありがとうございましたー！」


    　ディレクターの一言をきっかけにスタッフさんの拍手が鳴り響く。


    「お疲れ様でした」


    　ディレクターさんが声をかけてくれた。しかしその声には覇は気きなんてなく、目も全く笑ってない。これぞ、ただ言っただけの挨あい拶さつだとわかった。そうなった理由もわかっているからこそ、僕は目を背そむけて少しへらへらする。


    「ちょっとなんか入るタイミングがあれでしたね。入ろうとはしたんですけどね、なんかあれでしたね。うん、あれはあれでしたよね」


    　なんの意味もない、アバウトな言葉で言い訳をすると、ディレクターも「はは」と愛あい想そ笑いをしただけで、こちらも見ずに森町のほうに向かっていった。


    「森町さんお疲れ様でした！　いろいろフォローありがとうございます！　むちゃくちゃ助かりました！」


    　その言葉を聞くといたたまれなくなり、足早に楽屋へ入り服を着替える。着替えながらも頭の中では今さっきの収録のことが離れない。


    　今日きよう何もできなかった……でもこれくらい嚙かんだりミスったりして森もり町まちにツッコミができる部分を提供したんだから別に悪くないんじゃないか？　


    　うん、きっとそうだ。別に僕は何も悪くない。そうだ。うん、よかったよかった。


    　思考が錯さく綜そうしているからこそ僕は帰る準備ができるや否いなや楽屋を出てエレベーターに向かう。一刻も早くここから立ち去りたくて。


    　エレベーターはすぐに来た。今一番会いたくないやつを乗せて。


    　森町だった。
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    　おそらく今、スタジオからこの楽屋のある階に帰ってきたんだろう。なんてタイミングの悪い……僕は自然と目を背そむける。何か言われるのだろうか。罵ば声せいを浴びせられるのだろうか。


    　いやいや、だって悪くないはずじゃないか。お前は俺おれがいたおかげで笑いがたくさん取れたんじゃないのか。


    　しかし、聞こえたのは足音だけ。無視されたのか、それはそれで寂しいような、と思った。


    「いつまで芸人ごっこをやっているんだ」


    　突然の背後からの声に振り向くと、森町の姿はなかった。もう楽屋に入ったのだろう。僕は少しイラッとしたが、森町の言った言葉に抗あらがう気力が今はなかった。


    　わかっているのだ。あいつの言った言葉が正しい。緊張して嚙んでミスしてそのせいで心が折れて喋しやべらなくなる。そのあげく、失敗を肯こう定ていして。


    　それが芸人ではない、ごっこ遊びに見えるのは当然だ。


    「いつまでやるかは……こっちも知らないんだよ」


    　呟つぶやいて、逃のがしたエレベーターを呼ぶためにもう一度ボタンを押した。


    



    　テレビ局を出て、駅の反対側に向かった。家に帰るわけにはいかない。家には雫しずくがいるかもしれない。今の精神状態で雫に会うのはきつい。いや、それは雫に限ったことではなく、知り合いに会うのがイヤだった。今、芸人の話やお笑いの話はしたくない。


    　さっきの収録を少しでも忘れるためにブラブラしてみるも、ふとした瞬間に先ほどの光景が再生される。スタッフさんの期待外れだったと言わんばかりの表情。お客さんの嘲ちよう笑しよう。森もり町まちの芸人ごっこと言った声。ゆかちんのもう会うことはないでしょうけど、という意味がこもっているような、お疲れ様でしたの挨あい拶さつ。


    　襲おそってくる絶望感を振り払うために、目に飛び込んだ居酒屋に入る。


    　店は立ち飲み形式の店だった。ほかのお客さんはおじいちゃんが二人と、おじさんが一人。店の奥には小さいテレビが上に置かれていて、みんながそれを見ながらちびちびとコップ酒を飲んでいる。


    「いらっしゃい」


    　店主だろうか、カウンターの中のおじさんが言った。顔はだいぶ赤く、おそらくもう飲んでいるのだろう。


    　いや店主のお前が飲むのかよとツッコみたくもなったが、まあイヤなことを忘れるために入ったお店なんだから、これくらいハチャメチャなほうがいいだろう。


    「ハイボールください」


    「はいよ」


    　来たハイボールは、普段飲んでいる缶のハイボールより何倍も濃かった。飲んでむせてしまうくらいだったが、それくらいのほうが早く酔えるから都合がいい。


    　そこから僕は早いペースでハイボールを飲んだ。普段より濃くてペースも速いのになぜか酔ってる感じがしないのが不思議だ。


    「見ない顔だな兄ちゃん」


    「はい、初めて来ました」


    「おうそうか。ゆっくりしてってくれや」


    　四杯目のハイボールを持って来たときに、店主のおじさんが屈くつ託たくのない笑え顔がおで喋しやべりかけてきた。自然と出る笑顔って本当に素晴らしいなと思う。それにこの距離感がいいな。一いち見げんさんお断りという感じでもない。それは今の僕にとって一番いい距離なのだ。店のチョイスも間違いじゃなかったな、よかったよかった──


    『ということで本日のゲスト、お笑い芸人の森町尚なお樹きさんですー』


    　その声を聞いて血の気がひいた。テレビを見ると森もり町まちが大きな拍手で迎えられている。


    　ようやく忘れそうになっていたさっきの収録が甦よみがえってくる。なんだよあいつ。なんでこんな悪いタイミングで出てくるんだよ本当に……。


    「このトーク番組、おもしろいから好きなんだよね」


    　店主が常連っぽい客に言っている。


    　僕は全く見たくない。だけどこの番組好きと聞こえた後にチャンネルを変えてくれ、と言うわけにもいかない。僕は店を出ようかと思ったが、逆の発想を思いついた。


    　解散してから僕はあいつの番組をあまり見ていない。


    　あいつは人気もあるし売れているのも知っているけど、ちゃんとおもしろいことをやっているのだろうか？　チャラい感じの笑いをやっているんじゃないか？　そうだ、きっとそうなんだ。それだけを確認するために僕はテレビに耳を傾けた。


    　しかしそこから聞こえるのは、たくさんの笑い声と拍手のオンパレードだった。


    　森町が喋しやべる話は、初めは興味をひく話題から入り、みんなをひきつけておいてからオチを言って笑いをかっさらう。スタンダードなエピソードトークなのだが、誰が聞いてもおもしろい内容だった。


    　現にこの居酒屋の客は僕を除いて全員笑っていた。


    「こいつおもしろいよな、知ってるか兄ちゃん？」


    　笑え顔がおで喋ってきた店主に「皆さんより知ってます」と冷たく言い、そのまま会計をしてもらった。外に出てからも当然気分は晴れることはない。むしろ店を出てからのほうが心が沈んでいる気さえする。


    　ダメだ。体を動かさないとどうにかなりそうだ。


    　そうだ、ここから家はたしか四駅。四駅なら歩けない距離ではない。


    　歩きながら、何がダメだったのか、何が正解だったのか、考える。すでに一つだけわかっているのは僕があの時の収録でとった行動は『不正解』だということ。


    　ふと昔のことを思い出す。


    　まだコンビでやっている時、森町にピンの仕事が来た。その収録がどうやらさんざんだったらしく、それをだいぶと落ち込んでいたのを僕が慰なぐさめてやった記憶。


    　あの時は僕が慰めていたのに、今ではその森町のせいで僕は落ち込み、そして慰めてくれる人もいない。


    　最悪だなと思いながらの帰き路ろだった。


    　ちなみに帰っている間に三回ソットジー岡おか田だと間違えられた。


    　家に着き、とにかく頭の中を回るリプレイを止めるために再び酒を飲んだ。ようやく忘れられるかな、という段階まで来たのに。


    「鳴なる雲くもさん……何をそんなに落ち込んでいるんですか？」


    　いきなり帰ってきた雫しずくのせいでふりだしに戻った。くそ。


    　しかしダークサイドに堕おちた僕はそんな雫の質問をスルーした。


    　答えない僕にやきもきしたのか、雫は四つん這ばいで僕の顔を覗のぞき込む。


    「だから、何をそんなに落ち込んでるんですって！」


    「別に落ち込んでなんていないよ」


    　そもそも落ち込んでいるということがわかっているのに、ずけずけと聞いてくるタイプの人間はいったいなんなんだ。放っておいてくれよ。どうせ聞いたって『それはお前が悪い』とか言って終わりにするんだろ？　いやそれくらい知っているんだよ！　それで落ち込んでいるんだから、ダウンした人間をわざわざ起こしてコンボ決めてくるなよ！


    「何をさっきからブツブツ言ってるんですか？　全然聞こえないんですけどー！」


    　雫は腕を組み肩を上げている。早く落ち込んでいる理由を聞きたいのだろう。しかしそんなのは知ったことか。またも雫を無視してハイボールをあおる。


    「もうっ！　笑えない！　嵐あらしのコンサートが天候の嵐のせいで中止くらい笑えない！」


    　ぷくっと膨ふくれたと思ったら僕から離れて定位置に戻り、テレビをつけた。


    「落ち込んだ理由言いたくないのはわかりました！」


    　テレビをつけたものの、雫の目はずっと僕を見ている。


    「そんな景気の悪い顔しないでください！　こっちの気分まで落ち込んできてしまいそうだし、そんな顔で見られたら天井もイヤな気分になり少し低くなってしまいます！」


    「天井が低くなるくらいの顔ってどんな顔だよ……」


    　ツッコミながらもテレビの横にある鏡で自分の顔を確認してみる。ほう、これが天井を低くする顔か……。


    「そういえばこれっ！」


    　話題を変えようとしてくれたのか、いきなり自分のカバンをひっくり返す雫。話題が変わるのは非常にありがたい。雫を見ていると、彼女は一枚の紙を秘密道具のように掲かかげた。


    「今度ＧＢＳで合宿があるんです！」


    　合宿？　そんな、男女で同じ屋根の下で寝食を共にして、結果女湯覗こうぜみたいになってムフフな展開なイベントがあるのか今のＧＢＳというのは。僕らのときはそんな風習なかったぞ。いや、そもそもが合宿とは何をするのだ？


    　この世界に入る前、お笑いの学校が何を教えるのかすら全く想像に絶していたが、蓋ふたを開ければ別に何を教えるわけでもない、ただただ生徒がネタをやってそれに講師がダメ出しするという図式だった。


    「それってさ、いったいどんなことするの？」


    「いや鳴なる雲くもさん知っているんじゃないんですか!?」


    　びっくりする雫。いや、でも僕らのときに合宿なんてなかったから……。


    「えー、鳴なる雲くもさんに聞けばわかるかなと思ったのに……この紙見てくださいよ！　もう何もわからないミステリーツアーのほうがまだ詳細を書いている感じですよ！」


    　見せられた紙にはたしかにシンプルな行程しか書いてない。本当、うちの会社ってそのあたりすごくアバウトだよな……。


    「ちぇー、合宿の内容とか聞きたかったんだけどなー」


    　どんな愚ぐ痴ちを言われようが仕方ない。知らないものは知らないのだ。


    　なんて思っているとスマホにメールが。仕事のメールだ。


    『ＧＢＳ合宿の仕事のオファーがきました』


    　あまりのタイミングの良さに笑ってしまって、さっきまでの陰いん鬱うつな気持ちが少し楽になった。

  


  
    



    　　　第二章　女帝コミュニケーション


    



    　あのさんざんな収録から十日後。高速道路を順調に進んでいくロケバスの中で、僕、鳴雲俊しゆん史じは何も考えることなく外を見ていた。速さでぼやける対向車線に何を思うこともない。


    　僕ら──僕と後輩の宮みや成なり、浮う津つは今、静岡にあるホテルに向かっていた。そこでＧＢＳの合宿をやっていて、僕らは賑にぎやかし要員として行くという仕事の内容だった。


    　まさか雫しずくから合宿の話を聞いているときに、この仕事が来るとはすごいタイミングだ。


    「よーし！　浮津！　次はこの女優さんが誰と付き合ったらお似合いか考えるッスよー！」


    「いや、宮成さん、そんな正解がないこと考えるんですか？」


    「だって静岡までだいぶ時間あるッスよ！　時は金なりッスから！」


    　ここで使うには意味が全然違うだろ……


    「いや、時間あるとはいえですよ宮成さん」


    「私の提案が不満ッスか？　後輩なのにそういう不満を出してくるッスか？　あー、怖い！　天てん狗ぐッス！　カラス天狗ッス！」


    　しかしこの車内の後ろの席がとにかくうるさい。


    「俊兄もそう思わないッスか？　こいつ天狗ッスよ！　高たか尾お山さんのカラス天狗ッスよ！」


    「場所まで限定されるのかよ！」


    　喋しやべりかけてきた女の子は後輩芸人の宮みや成なりだ。もう付き合いも八年になり、気心知れた仲といってもいい。こんな僕を慕したってくれる数少ない後輩だ。


    「どうなんッスか！　浮う津つ！　天てん狗ぐって白状するッスよ！」


    「いやもう何で怒られているのかわからないんですけど！」


    　そう言って隣に座っている後輩にヘッドロックをしている。いや宮成の～ッスという話し方は後輩にも使うのだな。


    「ちょ、み、宮成さん！　やめてください！」


    「何ッスか！　ギブッスか？　痛いんスか！」


    「いや、そうじゃなくて、その、けっこう当たっていて……」


    　見るとたしかにヘッドロックをすることによって、宮成のわがままボインが浮津の顔に当たる形になっている。あら、なんと羨うらやましい。


    　その言葉の真意に気づいた宮成はとんでもない速度で顔が茹ゆで上がる。宮成は自分の胸を指摘されるとうまく返せない。つまりはウブなのだ。


    「や、や、やめろッスー!!」


    　ヘッドロックを外すと同時に思いっきり浮津を突き飛ばす宮成。そのせいで浮津は思いっきり横の窓に顔を打ちつけた。


    「痛いっ！」


    「本当にこいつはエロ天狗ッス！」


    「カッパは聞いたことあるけど天狗にもエロいのがいるのか」


    「わ、わざと当てたんじゃないッスよ……」


    　なんで僕にちゃんと否定するのだ。それくらいは見てわかるものだが。


    「にしても最低ッス！　浮津！　お前は最低後輩エロ天狗ッス！」


    「そんな……」


    　顔をさすりながら席に戻ったこの後輩は浮津。ちょっと前、僕とこいつは一ひと悶もん着ちやくあった。


    　浮津が僕の鉄板エピソードトークをテレビで喋った、つまりパクったのだ。こちらも腹を立てたし、あちらも僕から逃げていたのだが、最終的には自みずからちゃんと非を認めて謝りにきてくれてその件は解決した。


    　その件から浮津は、今までの自分をリセットするという意味で、暗めのキャラだったのを「僕、変わります！　明るくなります！」と口数を増やしだした。髪も目にかかっていたのを切ってさっぱりとして印象も変えた。


    　今でも天然ものの明るい人間とは一線を画かくすものの、前があまりにも暗かった分とっつきやすくなり交遊が広がっている。うん、それはすごくいいことだ。うん。


    「エロ天狗じゃないですよ……」


    　そうボソッと言うと先ほどのヘッドロックバストを思い出したのか、顔が真っ赤かになった。


    　ちょっと待て浮う津つ。お前、エロ耐性なさすぎだろおい。


    　まあでもそうか。つい最近まで引きこもりタイプだった人間が女遊びなんてしているはずもない。しかし、そのリアクションは童どう貞ていの中学生のリアクションだろ……あれ？　よく見ると髪を切ったことで目もはっきり見えている。浮津はなかなかかわいい顔をしているぞ？　やばい、三つ編み解といて眼め鏡がねを外したら美少女だったパターンのやつか？　


    「鳴なる雲くもさん、どうしましたか？」


    　まじまじと見ているこちらの視線に気づいたのか、首を傾かしげる浮津。


    「なんでもないよ。ただ、調子には乗るなよ」


    「なんですかそれ！　何に調子乗るっていうんですかー！」　


    　たしかに浮津からしたら今何を言われているかわからないよな、と思いながらも気持ちを吐と露ろしなければやってられなかった。想像ついたもん、こいつがこれから先、人気出てくるのが。こいつの相方も格好よかったしね！　ちくしょう！


    「しかしこのメンバーでのお仕事は嬉うれしいッスね、俊しゆん兄！」


    「ああ、たしかにな。いったい誰がこのチョイスをしてくれたんだろう」


    「たぶん榎えのき津づさんッスよ！　だって講師で、今回の合宿にも来ているみたいッスから！」


    　榎津は元芸人の構成作家でＧＢＳの講師もやっている後輩だ。そうか、あいつが選出したなら普段飲みにいくこのメンバーが集められたのも合が点てんがいく。


    「楽しみッスね、合宿！」


    「僕は行ったことないからどんなものか想像もつかないけど」


    「えー!?　俊兄のときって合宿なかったッスか？」


    　びっくりする宮みや成なりの後ろではか細く「えー」という浮津。


    　頑張っているな浮津。昔のお前ならノーリアクションだったろう。


    「宮成のときはあったのか？」


    「なかったッス！」


    「ないのかよ！　さもあったかのように言うなよ！　え？　浮津のときは？」


    「ぼ、僕のときから始まったので僕のときはありました」


    「だからエロ天てん狗ぐなわけッスね！」


    「か、関係ないですよ！　エロ天狗になるための合宿じゃないでしょ！」


    　なんでもない会話群。そのどうでもいい感じが心ここ地ちよかった。


    「はしゃぎすぎないようにしてくださいね、まだ合宿場所まで一時間くらいかかりますから、着いてくたくたみたいなのは避けたいですから」


    　助手席から体を後ろに向けて軽く注意を促す女性社員。そう、もなかだ。もなかが同行しているということはこれは営業案件だ。


    　営業案件はもれなくギャラがいい。つまりウハウハな仕事ということが確定している。しかも二泊三日だ。これが一本の仕事ととられるか、二泊三日なので稼か働どう三本分の仕事としてカウントされるかで意味合いも変わってくるが、そうだとしても簡単な旅行と思えば、それでお金がもらえるんだからこんなにありがたいことはない。


    　それに、森もり町まちとの件を少しでも忘れるために遠くに行きたかったというのも本音だ。


    　あれからしばらくして森町と共演したあの放送のＯオンＡエアがあった。僕はどうしても見たくなかったので雫しずくには仕事と噓うそをついて外出した。適当に時間を潰つぶし帰ったのだが、家に帰ってからの雫の第一声が、


    「えーと、えーとですね、そういう日もありますよね！」


    　あの雫がフォローしきれなかったのだ。ＯＡは、なかなかな感じに仕上がっているのだろう。あの日以来エゴサーチはしていない。


    　僕のそんな悩んでいる顔を、少し心配そうに覗のぞき込む宮みや成なり。


    「俊しゆん兄！　何飼い犬と飼い主が死んだみたいな顔してるッスか！　もなかさんはああ言いますけど、まだまだ我々はパワーで満ちあふれているッスよ！」


    「飼い主が死んだら僕も死んでることになるだろ！」


    　ツッコまれてもゲラゲラと楽しそうにしている宮成を見ていると、心が澄んでいくように感じた。うん、忘れる忘れる。そうだ。楽しまないと。


    「僕はともかく宮成さんや鳴なる雲くもさんが来るのを知ったら、生徒はびっくりしますよね」


    　いやいや。驚くかなあ？　浮う津つは劇場出番がメインだということを考えると、僕も宮成も浮津に比べればテレビにもちょいちょい出ているし少しは知名度がある。しかしそれは微々たる差だ。もうちょっと売れていたら別だけどさ、テレビもほとんど出ていない奴やつをシークレットにするのはやめてほしいけどなあ。


    　シークレットゲスト？　えー、誰？　誰？　出てきました……本当に誰？


    　となるのが一番怖いんだけども。


    「そうッスね！　びっくりさせてやるッスよ！」


    「たしかにお前のその胸を見たら十代の若人わこうどたちは度ど肝ぎもを抜かれるだろうな」　


    「ひゃっ!?　な、何言ってるッスか！　そんなこと言ってるんじゃないッスよ！」


    　宮成は両手で渦か中ちゆうの胸を隠した。が、それが逆に寄せて上げる形になってしまい、変にいやらしくなってしまっているのだが。


    「み、宮成さん、それ、逆にセ、セクシーになってます……」


    「え？　……何考えてるッスか浮津────[image: ]」


    　浮津め余計なことを言いやがって。あの寄せている谷間にスポッと入るという妄もう想そう中ちゆうだったのに。まあ悪意があるのではなく、宮成に対する善意でやっているから仕方ない。あいつだって指摘するときだいぶ照れていたもんな。


    「はあ……」


    　助手席からはもなかのため息が聞こえた。前途多難だわ、と言っているようにも思えた。


    



    　そして高速を走ること三時間。ようやく目的地に着いた。あれだけ騒がしかった車内も、テンションのストップ高を見せたのか落ち着いてきて、最後は宮みや成なりも浮う津つも寝ていた。


    　みんな、寝ぼけ眼まなこのままワゴンから降りる。目の前にあるホテルは思っていた以上に立派な建物で目が覚めた。


    「へえ！　合宿っていうからオンボロ旅館やお寺でやっているイメージだったんだけど」


    「そんなわけないじゃない。ＧＢＳは学校法人なのよ？　親御さんから苦情でもきたらどうするの」


    　答えたのはもなかだった。え？　昔は『早く就職してくれ』『子供が芸人なんて恥ずかしい』などの苦情を僕らに言ってきたもんだが、今では学校に言うの？　時代は変わるもんだ。


    「しかしそんな怒ってくる親御さんなんていないだろ」


    「それがいるのよ。しかもけっこう頻ひん繁ぱんに」


    　ええ？　もうそんなことになっているの今のお笑い養成所って？　親が文句言いにくるの？　モンスターペアレンツ登場なの？　


    「とある親御さんなんて、『うちの息子が場を和なごまそうとして冗談を言ったのに頭を叩たたかれた！』って怒鳴り込んできたらしいわよ」


    「いやそれボケに対する普通のツッコミだろ……」


    　そうなってくると一番笑いの才能があるのはその親御さんの可能性があるよな。見事なコント脳だと感心せざるをえない。


    「俊しゆん兄───！　こっちから見る景け色しきすごいッスよー！　浮津もこっち来るッスよー！」


    　その声に振り向くと宮成がホテルの庭に立っている。だいぶ距離があるがいつの間にあんなところまで行ったのだ。遠くの宮成がジャンプをしているところを見るとなかなかテンションが上がっているのだなあ。


    「さ、はしゃいでないで、部へ屋やまで行きますよー」


    　もなかは子供に向けるトーンで言うとホテルの入り口のほうに向かう。僕もはしゃいでいる宮成とその場所に向かっている浮津に「先に行っとくぞ」と声をかけ、入り口に向かった。


    「鳴なる雲くもさん、お疲れ様です」


    　自動ドアが開くとが榎えのき津づが迎えてくれた。


    「わざわざ呼んでもらってごめんな」


    「いえいえ、僕は何もしてませんよ」


    「そんなわけないだろう。こんな仲いいメンバーだけで仕事が入るわけないもの」


    「まあたしかに僕も少しだけキャスティングに意見を言いましたけど、このメンツの実現は僕だけじゃなくて、もなかさんも尽じん力りよくしてくれましたから」


    「え？　そうなの？」


    　あいつ、やっぱりいい奴やつだなあ。もともと知り合いだから、いろいろ怖いこと言ってくるし厳しいこと言ってくるけどやっぱり持つべきものは友達だなあ。


    「まあほかにも呼んだ理由がなくはないんですけど・・・・・・まあまあそんなことより、今日きようさっそくお昼から出ていただく授業ありますから。よろしくお願いしますよ」


    　榎えのき津づが何かを濁にごしたような気がした。


    「そうか。わかった」


    「シークレットゲストですからね」


    　そうだ！　思い出した。シークレットゲスト。それを思い出すと少しため息が出る。シークレットゲストで出たにもかかわらず、生徒が知らないであろうという恐怖。


    　ちなみに雫しずくはこの合宿に僕が来ることを知らない。「今度ＧＢＳの合宿の仕事入ったんだー」「わーそうなんですねー」と言えばいい、それだけだった。話題の一つでしかないのに言わなかった理由は至極明解。


    　──お前は一生ドッキリを仕掛けられる側だ。


    　森もり町まちにそう言われたのに対して抗あらがいたい。だから誰かに対して、何かしら仕掛ける側に回りたかった。それだけだ。


    「鳴なる雲くもさん？　どうされましたか？」


    　気づくと榎津が呆ほうけた顔で覗のぞき込んでいた。


    「ああごめんごめん。で、どうすればいいんだっけ」


    「とりあえず、ルームキーを渡しますので部へ屋やで待機しててください。十二時にロビー集合で、合同授業でみなさんの紹介をしてから、一緒に授業をしてもらいます」


    「わかった」


    　榎津からルームキーを預かり僕は部屋に向かった。部屋までとぼとぼ歩きながらさっきの考えを反はん芻すうする。


    　何かドッキリを仕掛けたかった。いや、そんな気持ちを雫に向けたって仕方ないというのは百も承知だ。しかしあのとき、あのタイミングだったから言えなかった。本当にどうでもいいプライドだけは高いなと自みずからを恥じる。


    　部屋に着いたのでドアを開けると、内観にびっくりした。もともとここがリゾートホテルというのもあるだろうけどしっかりしたキレイな部屋、窓から見える景け色しきも盛観な緑が素晴らしくとても仕事で来たとは思えない感覚に陥おちいる。そして何よりベッドが四つある。


    「……ベッド多いな！」


    　ツッコまざるをえないような状態だった。部屋は広い。ベッドが四つあったって問題ない部屋だ。しかしここには僕しか泊まらないはずだが。


    『あー、すみません、部へ屋やがファミリータイプしかなくてその部屋になりました！　自由に使ってください！　それだけベッドがあったら女の子も連れ込み放題でしょう！』


    　どういう状態か知りたくて電話をした榎えのき津づの答えはこうだった。万が一連れ込んだとしても別々のベッドに寝るってそれどんな連れ込み方だよ。


    　とりあえずどこに座るか軽く悩んでから、一つのベッドに腰かけて十二時が来るのを待った。


    



    　十二時にロビーに行くと宮みや成なりと浮う津つが待っていた。


    「遅いッスよ俊しゆん兄！　何やっているッスか！」


    「遅かったか？　いや言われた十二時に来ているじゃないか」


    「口答えするなッス！　十二時集合なら十五分前に来るのが当たり前ッス！」


    「宮成なんかキャラ変わってないか？」


    「これが原因です……」


    　申し訳なさそうに浮津が見せてくれたプリントには「先輩芸人の心得」と銘めい打うった箇条書きの言葉が並んでいた。


    　○まず後輩には厳しくあたってください。縦社会をたたき込んでください。


    　○普段は優しいみなさんですが、そこは心を鬼にしてガンガンいってください。


    　○生徒はみなさん若いです。ハートマン軍ぐん曹そうばりの精神をぶつけてください。


    　○もう一度言います。厳しくあたってください。


    　なんて言葉がまだまだ続いている。


    「……厳しくしてくれしか書いてないじゃん！」


    「そうッス！　もう我々は芸人じゃないッス！　軍人になったッスよ！」


    　目を輝かがやかせながら敬礼をする宮成。案外こいつはこういう設定好きなんだなあ。コント慣れしているからか？　ただ軍人では絶対ないと思うけど。ちらりと浮津のほうを見ると不安で不安で仕方ないという顔をしている。なんだなんだ。どうしたどうした。


    「ぼ、僕、厳しくとかできないと思うんですがどうしましょう……」


    　涙目で上目遣いのコンボを決めながら聞いてきた浮津に対して、いつ僕は攻略フラグを立てたのかと考えてしまっていた。なんだこいつ。ネットの生放送ならかわいい────の弾幕が飛んでいるのが目に浮かぶ。


    　なんて思っていたら榎津が向こうから走ってきた。


    「すみませんお待たせしました、出番です！　それじゃあ行きましょう」


    　僕たちは榎津の後についていく。宮成が軍隊のようにざっざっと歩くので一人だけ遅れているがもうそんなことは気にしないでおこう。あいつも好きでやっていることだし、キャラに入れるってことはコント向きってことだし、つまりはそのノリが面倒くさいので無視をしよう。


    「ここで待っててください」


    　待機場所はホテルの厨ちゆう房ぼうだった。なるほど、おそらくホテルの大広間的なところに生徒が集められているのだろう。宿泊施設での営業のときはこういうところで待機というのはざらにある。


    「まずは僕らの紹介からだよな」


    「厳しめでいくッスよ！」


    「自己紹介で厳しめって意味わからないだろ」


    「厳しく……宮みや成なりさん僕無理ですよー」


    「ここで厳しいところを見せとかないとナメられるッスよ！」


    　浮う津つの胸ぐらをつかんで熱弁する宮成。これ逆にこのテンションでいったほうがナメられるんじゃないか？　不安に思った僕は少し宮成をなだめる方向にした。


    「まあまあ、そんな気合い入れなくてもいいだろ」


    「そんな甘いことを言うから、それに倣ならって浮津三等兵がぬるいことを言うんッスよ！」


    　浮津は三等兵なのか……。いったい僕の階級は何なのだろうか。


    　しかし厳しく振る舞うなんて、僕のキャラじゃないものを無理にやっても続くわけがない。よし、宮成の影に隠れて適当にやろうっと。


    　宮成は気合いばっちりで敬礼の練習をしている。


    　大広間に繋がっているドアを開けて中を覗のぞいてみると、少しだけ高い壇上で榎えのき津づがマイクを持って喋しやべっていた。


    「そろそろだな」


    「緊張してきました……」


    「厳しくしようと思わないほうがいいよな。あまり厳しくないようにしようか」


    「そうですね！」


    　こいつはこういうあどけない笑え顔がおをするのだな。浮津を見て、もはや男の僕から見てもかわいいとか飼いたいとか思ってしまうじゃないかという邪じや念ねんがすごいことになった。


    「それでは今回の合宿を手伝ってくれる先輩芸人を紹介します。この方たちですどうぞー！」


    　生徒の拍手を受けながらドアを開けてステージに向かう。ステージに上がってマイクを持ち、今から自己紹介をしようとした瞬間。


    「あー!!　鳴なる雲くもさん──────!!」


    　立ち上がってこちらを指さしている雫しずくの姿があった。


    　しまった！　雫は、はっきり自分の感情を表に出す娘だ。忘れていた。だってサプライズみたいになっているわけだからこんなテンションになるよそりゃ。ちょっと待て。そうなるとこれこの後、雫はなんて言う？


    「来るなら来るって言ってくださいよ──！　家では……」


    「誰に許可を得て喋ってるんだ！　お前らに自由などない──[image: ]」


    　ありったけの声で僕は叫んだ。


    「お前らはここに何をしに来たんだ！　我々は君たちの友達ではない！　この世界は縦社会だ！　どれだけ一●度●喋●っ●た●こ●と●が●あ●る●か●ら●親●し●く●感●じ●よ●う●が●、それは越えられる壁ではない！　皆みなも気をつけるように！」


    　会場はいきなり怒られたからか、水を打ったかのような静けさにつつまれた。


    　雫しずくとの同居生活がバレないようにするにはどうすればいいか、自分の脳をフル回転させた。まずは雫を黙らせる。強引なのは承知の上だが置かれた状況ではこれが限界だった。


    　雫を見ると、自分が失言ギリギリまでいっていたことを気づいたのだろう、ゆっくりと座っていったが、そこまで怒鳴らなくても……という顔でこちらを睨にらんでいる。


    　それでもまあ、なんとか同居はバレずに済んだと胸を撫なで下ろした。


    　ん？　なんだか横から視線を感じる。チラリと、目をやると『厳しくやらないって言ったじゃないですかああああ』という泣き顔で僕を見る浮う津つがいた。


    　本当にすまない。としか思えなかった。


    



    「いやあ、あんなに俊しゆん兄が厳しくいくとは思ってなかったッス！　おみそれしたッス！」


    　なぜか自慢げに聞こえるトーンで話しながら宮みや成なりは外の道路を歩いていく。今僕らはホテルを出て敷地内にある大きい公園に向かっていた。


    　合同授業と言われていたさっきの授業は、合宿のカリキュラムを発表したり、チームで動くように十二人一組のグループを作ったり、授業というより説明に近かった。


    「それにしても、ネタ見せの授業や野外授業、特別授業・・・・・・いろいろあるんだな」


    「浮津は合宿経験者ッスよね？　前からこんな感じだったッスか？」


    「僕らの時とはいろいろ違いますね。毎年、内容はちょこちょこ変わってるって榎津さんが言ってました」


    「へえ。浮津のときはどんな授業があったんだ？」


    　ぷくっと膨ふくれた顔でこちらの質問に答えない浮津。


    「ちょっと浮津三等兵！　何で鳴なる雲くも二等兵の言葉を無視するッスか！」


    　宮成がまた軍人キャラに入った。それと、僕は二等兵だったのか。


    「あれだけ生徒に厳しくしないって言ってたのに、叱しかりつける鳴雲さんなんて知りません！」


    　浮津はツーンとした表情でこちらに皮肉をぶつけてきた。


    　あの後、浮津は挨あい拶さつで自分も厳しくしないといけないと思ったようで、なんとか厳格に話そうとするも顔が真っ赤かになってしまい、逆に笑われていた。


    　いや、それは本当にね、ごめんねとしか言いようがないね。あともう表情とか言っていることがヒロインみたいになってきたからやめてね本当。


    「ではここになります。台本はこれですので、よろしくお願いします」


    　ひょろっとした構成作家の人に台本を渡される。


    　この時間は生徒を半分に分けて片方はネタ見せ、片方はこの野外授業をやっていて、僕らは野外授業の手伝い。榎えのき津づはネタ見せの授業に行っている。


    「野外授業終わったら次は大広間で特別授業があります」


    　合同授業や野外授業や特別授業っていったいどれだけの種類の授業揃そろえてくるんだこの学校。


    　そんなことを思いながら台本に目をやると、衝しよう撃げきが僕を襲おそう。


    「なんだこの内容!?」


    　そこには『お笑い過か酷こくデカスロン』とタイトルが書いてあった。


    



    ○このデカスロンは３つの種目があります。


    



    ・おもしろ障害物競走　　


    　普通の障害物競走ではありません。まずは紙に書いてあるモノマネをしながら走り、次は置いてあるパンを食べて進みます。ただしパンはからしなどが塗られているので注意してください。最後は匍ほ匐ふく前進をしているところを水みず鉄でつ砲ぽうで撃たれながらゴールを目指します。


    



    ・ダッシュ大喜利　　


    　大喜利や一発ギャグのお題を出します。そしてスタートの合図で坂をダッシュして速くゴールした者からお題に答えられる。おもしろかったら抜け、おもしろくない場合はもう一回。


    



    ・ミニコント縄なわ跳とび　


    　みんなで大縄跳びをやってもらいますが、ここではそれが重視されるわけではありません。その大縄跳びを通じてミニコントなどを先輩芸人が仕掛けます。それに見事ノってください。


    



    「……こんなことやるのか？」


    　僕は呆ぼう然ぜんとしながら誰に聞かせるわけでもなく呟つぶやいた。


    「そうですね。ここ三年くらいはこのかたちでやっているみたいです」


    　僕の独り言が聞こえたらしく、ひょろっとした構成作家が答えてくれた。榎津相手なら言いたいことをそのまま言えるのだが知らない作家さんに言うには気が引ける。


    「これ……すごい内容ッスね」


    　宮みや成なりも読み終わったようで、驚きを隠せていない。


    「そうだよな！　まだ障害物競走とかはわからんでもないんだよ」


    「そうッスよ！　バラエティっぽいし、それを経験しておくというのはわかるッスよ！」


    「ただダッシュ大喜利ってなんだ？」


    「それ！　大喜利ってあまりダッシュした後やらないッスよ！」


    「ミニコント縄なわ跳とびってのもなかなかシュールですよね」


    　ミニコントも大喜利も、こういうところで鍛きたえられるものでもないような気がするのだが。特にミニコントなんて、飲み屋で先輩が仕掛けてくるミニコントを見て、わからないなりにそれに加わってノリなどを覚えていくものだと思うし。


    「そもそも、なんで全部が運動メインみたいになっているんだ？　芸人は体が資本って言われるけど、そういうことじゃないだろ？」


    「あの、すみません、もう準備できたのでスタートしてもらってもよいでしょうか？」


    　そうだ、今からこれを僕らが仕切るということを忘れていた。そうだ。これを仕切るのだ。そして今さっきまで思っていたことをおくびにも出さないようにしないといけない。


    　それが僕の仕事なのだから。


    「よし、じゃあチームから一人代表者出てスタートの位置について」


    　まずはおもしろ障害物競走か……。


    　僕は台本を見ながら書かれている文を読んでいく。へえ。チーム戦みたいにするのか。これはこれでみんなのライバル意識を育てられるし、チームとして一丸になりやすいな。


    「熱中症になったら何もおもしろくないので、こまめに水分をとるようにねー」


    　浮う津つはお茶が入った大きい水筒の前で手を振ってアピールしている。さすが学校法人、フォローも欠かさないな。


    「さあ、それじゃあ用意できたかな？　じゃあ位置について・・・・・・よーいスタート！」


    　みんなは一斉に全力疾しつ走そう。少し走ったところに紙が置いてあり、それをめくると「アントニオ猪いの木き」や「森もり進しん一いち」と書いてある紙。そこからはそのモノマネをしながら走っていく。


    　学生と思っていたが、やはり学校で「一番おもしろい」という称号を掲かかげてこの世界の門を叩たたいている人が多いだけあって、恥ずかしがることなくモノマネをやっている。人によってはふざけてばかりいて走らないのをほかの生徒にツッコまれていたりする。


    　そう、速さで一位になったからって何があるわけでもない。笑いの量で一位にならなきゃいけないのだ。そういう意味ではこの障害物競走には意味があるのかもしれない。


    「辛からい辛い！」「痛い！　唇くちびる取れる！」


    　次のゾーンから阿あ鼻び叫きよう喚かんが聞こえる。そう、からしパンのくだりだ。遠目で見てもからし塗りすぎだと思うくらい黄色い。それにこれは辛さを水なしで乗り切らないといけないというのも大きい。大変だけどみんな頑張れ。もっと大変な仕事しかなかったりするから。


    　そして涙目で最後の匍ほ匐ふく前進ゾーンに突入した生徒たちを襲おそう無情な水みず鉄でつ砲ぽう。それもただの水鉄砲ではない。アメリカ製の超強力な電動水鉄砲だ。


    「はっはっはっ！　この水鉄砲のえじきになれッス！　ほらほら！　ほらほらほらああ!!」


    　水鉄砲の持ち主は、もはやキャラ崩ほう壊かいしたのかと思わせる宮みや成なりだった。あいつ今まで一緒にいて絶対Ｍだと思っていたのに、本当はＳなんだろうか。自動車の運転でハンドル持ったら人が変わるというのは聞いたことあるが水みず鉄でつ砲ぽうで人が変わるって……。


    　何組か完走したタイミングで、見たことがある娘がスタート位置に並んでいた。


    　たしかあの娘は……と思っているとこちらを見て会え釈しやくしてくれた。


    　思い出した。たしか雫しずくと仲良かった女の子……たしか伊い織おりちゃんといったか。


    「おい、あんな小さい女の子が出てくるのかよー！　家に帰ってプリキュア観てろよー！」


    　金髪の生徒がそう言うとその周りの人間だけ笑っている。激励を送っていた生徒たちは、いつのまにかおもしろい野や次じを飛ばすというゲームに変わっていってる。まあありがちな流れだけど、やはりあまり洗練された野次ではない分、聞くのだけでしんどい感じがする。あとプリキュアは大人も男の子も観るもんだからそういう差別、よくない。


    「伊織ちゃん頑張って！　あんな奴やつの言葉聞かなくていいよ！　あとプリキュアは大人も見るよ！」


    　雫だった。やっぱり雫はこういう正義感を持っている。それとまさか僕と同じプリキュア感を持っているとは思わなかった。


    　伊織ちゃんは「ありがとう」と、小さい声で雫に応こたえていた。


    「それではよーいスタート！」


    　第一関門の紙を拾いモノマネをするみんな。そんな中、伊織ちゃんは拾った紙を見て静止している。あれ、と思った瞬間、走り出した。しかしモノマネなんてせずに普通のダッシュだ。


    『おい、モノマネしろよおい！』『やっぱりモノマネとか恥ずかしいお年ごろですかー！』


    　野次に拍はく車しやがかかる。あいつらの野次が適当かどうかは別にしてそれはたしかにルールを破っていることになる。どういうことだろう？


    　そんな中、からしパンゾーンに来た伊織ちゃん。パンをくわえて走る。


    「あ、あの、ちょっと匍ほ匐ふく前進しなきゃ！　そ、それはズルだよ！」


    　パンゾーンの浮う津つも止めたいのだが、どうすればいいかわからず戸惑っている。


    　しかしあの娘は本当に何をやっているんだ？　ルールを一つも守っていないのだが……。


    「ルールを破る輩やからには粛しゆく正せい粛正粛正ッスよ────！」


    　もはや魔王と化した宮みや成なりの水鉄砲は伊織ちゃんを一切の手加減なく襲おそう。しかし伊織ちゃんはパンをくわえた顔に水が当たらないように顔を伏せている。


    　そう、この行動も腑ふに落ちない。顔に当たるのがこのくだりでは一番おもしろいはずだろうに……やっていることは全部普通の女の子がやることで、芸人がやることではない。


    　ふと雫に目をやると、ただただ応援している。この状態の違和感を感じていないのか？


    　結局伊織ちゃんは一度も顔に水をつけることなく、パンをくわえたままゴールした。しかしそこに待っていたのはとんでもないブーイングだった。


    「ルールくらい守れよ！」「そうだそうだ！　お笑い好きじゃないなら帰れよ！」


    　先ほどの金髪の男の子を皮切りに、もはや野や次じを超えた、ただの罵ば声せいを浴びせている。言いすぎだと思うけど……。この場を収めるためだ。伊い織おりちゃんに注意しよう。


    「あの君ね、やっぱり障害物競走としてのルールをだね……」


    　僕の言葉を遮さえぎるように、伊織ちゃんはモノマネ課題の紙を、僕の目の前ではっきりと広げた。


    　そこに書いてある文字を読んで、僕はこの子のすごさに気づいた。


    『遅刻しそうな小学生』


    　伊織ちゃんを見ると、パンをくわえた、まさに漫画に出てくるような遅刻しそうな小学生そのものだった。
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    「何やっているッスか！　こんな紙……あああ!!　何ッスかこれ！　みんな！　この娘、モノマネやっていたッスよ！　ほら、遅刻しそうな小学生！　ちゃんとできているッスよ!!」


    　怒りに来たはずの宮みや成なりが、その紙を見て意図に気づき大声でみんなに説明する。一斉に視線は伊織ちゃんに集まる。


    「本当、匍ほ匐ふく前進しながら水みず鉄でつ砲ぽうに撃たれるような通学路、そりゃ毎朝遅刻しそうになるわよ」


    　伊織ちゃんがそう言うと、一瞬の間があってからドッ！　と笑いが起こる。


    「あーあ、せっかく作った大好物のからしパンも食べる時間ないんだから」


    「いやからしパン自分で欲していたッスか！」


    　伊織ちゃんのボケに宮成のツッコミが入り、またも生徒が笑う。周りから「そういうことか」「なるほどね」「すごい」などの感嘆の声も聞こえる。


    　いや、これは本当にかなりすごいことなのだ。モノマネの紙を拾ってから、すぐに行動に移し、さらに『みんなに野や次じられる』とわかっていながら走ったという芯しんの強さも目を見張る。そしてモノマネで走りきった後に放った一言で爆笑を取る。それがどれだけ難しいことか。


    「さすがだね伊い織おりちゃん────！」


    「うちは信じとったでー!!」


    　雫しずくと、横にいるのはたしか伊織ちゃんの相方から賞賛の声。


    「噓うそ！　雪ゆき音ねはだいぶ早い時点で、伊織どうしたんや、って涙目だったよ！」


    「雫いらんこと言わんでええねん！」


    　それを見て微笑ほほえむ伊織ちゃん。僕はもう一つのすごさを思いながら、伊織ちゃんに近づいて水を渡す。


    「あ、すみません……」


    　少し驚いた様子で水を受け取る伊織ちゃん。唇くちびるについていたからしを水で洗い落とすと、からしをずっとつけっぱなしだったからだろう、唇が赤くなっていた。


    　そう、このモノマネのすごいところはからしのパンをくわえたままだったことだ。あの強い水圧の水でパンの形状を崩したらモノマネが破綻するからと、口●に●つ●い●た●か●ら●し●を●水●で●落●と●し●た●い●に●も●か●か●わ●ら●ず●、水をかわしていたところだ。


    　生なま半はん可かな覚悟でできることではない。伊織ちゃんの頭の回転の速さと、それを信じる力と、それに殉じるためには何事も厭いとわないという信念にぞっとした。


    　それを総じて才能という。


    　才能とは一年目の時点でもこうもわかるものなのだ。


    



    　そして障害物競走は終わり（全員がやるわけではなかった）ミニコント縄なわ跳とび、ダッシュ大喜利と進んでいった。


    　ミニコント縄跳びも、全く意味がわからないと思っていたのだが、いざ始めると全くミニコントというのに免めん疫えきがない人も多く、例えば「よーし、縄跳びを頑張って飛んだお前らには、ゼロポイントさしあげます！」と言っても半分以上がズッコケなかった。まあコケるのが正解かと言われたらわからないけど、こういう基礎的な集団芸を覚えていって欲しいものだ。


    　ダッシュ大喜利は雫がとにもかくにも走っていた印象だ。僕が判定員ならルームメイト？　のよしみで三回目くらいでＯＫにしたかもだが、いかんせんまだ軍ぐん曹そうモードから抜けきれてない宮みや成なり相手だったのも不運だったのだろう。


    「はあ、はあ……もう何回走らせるんですか……」


    　雫の、熱を帯びた「はあはあ」の声を聞いて男子がざわめいている。健全な証しよう拠こだ。


    「この時計屋さん何か変！　何が？　さあ答えるッス！」


    「はあ、はあ……日時計しかない！」


    「いいッスね！　でももう一度ッス！」


    「ちょっと！　なんでなんですか！」


    「お前は叩たたけば叩くほど伸びるタイプッス！　私にはわかるッス！」


    「なんなんですかその決めつけ！　じゃあ先輩は胸を叩かれて大きくなったんですか！」


    「む、胸は関係ないッスよ！」


    　男子の視線は宮みや成なりの胸に一点集中して、宮成はそれに気づいて悲鳴を上げてしゃがみ込む。しかし一瞬で人のコンプレックスをつつけた雫しずくはすごいな。


    　そんなこんなですべての種目が終了した。まあ終わってみると、障害物競走ではバラエティの部分を感じ取れただろうし、ミニコント縄なわ跳とびでは集団芸の大事さを学べただろうし、ダッシュ大喜利は何がなんでもおもしろいことを言わなきゃしんどい思いをする、ということを体に染みこませるにはちょうどいい感じがした。


    　やはりむちゃくちゃに見える授業でも意味はあるのだなあ。感心感心。


    「それでは今日きようの野外授業はここで終了になりますが、まだ時間は少し余ってますので、先輩方に何か質問などあったら聞いてみたらどうでしょうか」


    　構成作家が生徒に気をきかせたのか、質問コーナーが始まった。営業や学園祭などでは質問コーナーをやることはあるものの、こういう現役のＧＢＳの生徒から質問を受けることなんて初めてだ。


    　しかしどんな質問が飛び出してくるのか。生徒だった当時の自分がいったいどんな思考回路だったか考えてみるも、『一番おもしろいの僕だから、講師のダメだしなんて聞かなくていいや』っていうイタさを持っていたからなあ。


    　その跳ね返りを今から経験するってことか。どんなイキった質問されるのかドキドキする。


    「すみません！　質問よろしいでしょうか！」


    　一人の生徒が手を挙げた。立ち上がり、直立不動でこちらを見ている。いやそんなきっちりした質問する人見たことないよ。何を言われるのこれ？　何？　政治の話？　君、どこかの新聞記者なの？


    「ネタの作り方、漫才の技術、トークのスキルの磨き方、こちらを教えていただけますでしょうか？　いったいどのようなかたちでやれば一番効率よくできるのでしょうか!!」


    　……想像の何倍も真ま面じ目めすぎて逆に引いてしまった。


    　いやいや、もっと学生のときって変な、自分が一番おもしろいと思っている感じの質問をしたりするんではないの？　なんなの？　もう時代が変わってきているの？　そりゃそうか。東大出身の人間が芸人になったりする時代だもんなあ。しかしこの質問にどう答えるのだ僕は。


    「うーん、そうだな、そういうのがちゃんとわかっていたら僕ももう少し売れているかもね」


    　窓からそよ風でも入ってきたかな？　というくらいの笑い声が聞こえる。ＧＢＳの生徒なんて普通のお客さんと比べて『自分がおもしろい』と思っているから笑わない。だからまあこの場合はこれくらいのウケが取れたらいいんじゃないかな。たぶん。強がってないよ。本当だよ。


    「だから、まあ人それぞれだから自分に合うやり方を見つけたほうがいいって感じかな」


    　そう答えると、質問をした男の子は少し腑ふに落ちないという顔をしつつ座った。そうか、そりゃそうか。もはやＧＢＳは学校法人なわけだから、ちゃんと学校に来ているという感覚の生徒が増えるのも当たり前だ。僕らのときはまだ友達と遊ぶ延長みたいな感じだったけど。


    「なんか、時代が変わったって感じッスね」


    　僕の気持ちを汲くみ取ったのか、偶然同じことを思ったのかわからないが宮みや成なりがそう言った。


    「まあな。でも時代が変わっていくのは僕らもわかってただろう？」


    　僕らがデビューしてからだけでも、ショートネタブームがありちゃんとした漫才ブームがおとずれ、それが終しゆう焉えんして、今では何かしらの副業を持っている芸人がちやほやされている。そしてまた最近ではリズムネタのブームが来そうな勢いがある。この短いスパンですらブームというか主軸が変わっているのだ。


    　ロクな回答がもらえないと思われたのか、誰も手を挙げない無言の時間が続く。まあそりゃそうか。聞くことすらわからないなんてこともあるだろう。


    「あの、俺おれちょっといいっすか？」


    　金髪でピアスをしてシースルー気味の服を来ている男が立ち上がった。あっ、と思った。そいつはあの伊い織おりちゃんに向かってずっと野や次じを飛ばしていた男だったからだ。


    「ちょっと鳴なる雲くもさんに質問あるんすけど」


    　気だるそうな声の中に、明らかにこちらを馬ば鹿かにしているようなトーンが含まれているように感じた。うん、感じただけかもしれないからね、強くは言えないけどね。


    「ああ、なんだい？」


    　その金髪くんは髪をいじりながらこちらをニヤニヤ見ている。


    　僕はなるべく平常心で答える。


    「あの、相方だけ売れるって気持ちってどんなんですか？」


    　その言葉に金髪くんの周囲だけクスクスと笑い出す。言った本人も笑うのをこらえている。


    　ほう。こういういじり方を生徒がするのか。いや、する奴やつがいるのはわかっていたが、さっきの生徒が真ま面じ目めすぎたからそれが逆にカウンターみたいになってしまったのだろう。


    「お前、先輩に向かって何言ってるッスか！」


    　怒りを露あらわにした宮成を僕は手で制した。もう一つの問題点である雫しずくを目で捜すと立ち上がろうとしているところで止まっている。すんでのところで宮成が早かったということか。あいつが先にキレると余計ややこしかった、宮成ありがとう。


    「えーと、君は、どう思うかな？」


    「そうですね、恥ずかしくてこの世界辞めるかも！」


    　また金髪近くのギャラリーは沸わく。おそらく小さいコミュニティのトップなんだろうな。うーん、悩む。このノリに大人げなく怒るのか、それともミニコントとして乗ってあげるのか。


    「まあ、案外悪いもんじゃないさ。そのおかげで仕事もたくさん入るしね」


    　僕が選んだのはどちらでもなく、ヘラヘラとかわすことにした。本気で言い合ったって仕方ないのだ。なにせあちらは学生。そして言っていることの根底は実は間違っていない。だから僕はこれくらいの比重で？　コーヒーでいうとアメリカンよりも薄々の言葉で勝負する。


    「じゃあこのあいだテレビで、まともに喋しやべれなかったのもよかったってことですかね？」


    　一瞬何のことを言われているかわからなかった。


    　そうか。あの森もり町まちと一緒に出た番組、あれを見ていたのか……。そうか。そりゃそうだよな。あんなのを見たら先輩をナメてくるに決まっている。なるほど。どう返すべきか……。


    「ははははは！　何をしているんだね諸君！」


    　あまりにも不意に後ろから聞こえた声に全員が振り向く。すると、丘の頂上にある遊具の上に立っている人影が見えた。
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    「なんだいなんだい！　ちょっとどんな授業が行おこなわれているのか覗のぞいてみようと思ったら、えらく楽しそうなことをしているじゃないか、なあ鳴なる雲くも！」


    　鳴雲、と呼ばれた瞬間、声が記憶と合致し、一筋の冷や汗が頰ほおに伝わる。


    　その人はどこから出したのか段ボールを取り出し、下り坂で思いっきり滑ってこの公園まで来た。そのわんぱくさも驚きの要因だったけど、それよりもまずその人物は誰かということ。


    「ま、まさか、なぜこんなところにあの人が……」


    　僕は啞あ然ぜんとした。そこにいた生徒全員がそうだったのかもしれない。宮みや成なりも浮う津つもそうだ。


    「いやいや、鳴なる雲くもよ。何をそんなに驚いているんだ？　君の愛いとしの先輩がこの合宿に来たってだけじゃないか」


    「何が愛しのですか……両りよう々りようさん！」


    　名前を呼ばれるのを待っていたかのように、両々さんは自みずからのストレートな黒髪をわざとらしくうなじあたりからかきあげた。


    「久しぶりだね、鳴雲」


    「お、おはようございますううう！」


    　そこにいた生徒たち全員が大きな声で綺き麗れいに九十度の角度で礼をする。どんな敬語よりも説得力があるポーズ、もはや圧倒的従順である。


    　白しら樺かば両々。この世界に入ったのが十五歳のときだったので僕より一歳年下だけど二年先輩になる。『両々と兎うさぎ』というコンビ名で、その少しロリがかったルックスとは正反対の的確かつ正確なコメントを残すことから『両々先生』というあだ名がついている、品ひん行こう方ほう正せいな正統派女芸人で、今一番勢いがある芸人の中の一人だ。


    　なかなか芸人がレギュラーを取れないこの時代に、全国区のテレビ番組で準レギュラーを入れれば今九本のレギュラーがあると聞く。さらに両々さんの地元、福岡ローカルでメインＭＣの番組を持っている。


    「遅いよ鳴雲。せっかくホテルの大広間でびっくりさせようと待機していたのに」


    「両々さん、それはもう、今かなりびっくりしてます。どうしてこんなところに？」


    「そんな焦あせるなよ。合宿のシークレットゲストで来ただけだからさ」


    　シークレットゲスト？　聞いてないぞ榎えのき津づ！　あいつ、隠してやがったな……！　まあしかし、僕らがシークレットってのがおかしいと思っていたんだ。両々さんなら納得がいく。


    　なんて思っていると両々さんは、こちらを怪け訝げんそうに見ている生徒のほうを向く。


    「今日きよう、みんなに特別授業をする、本当のシークレットゲストの白樺両々という。よろしく」


    　両々さんは美しい礼をした。その真しん摯しな礼儀を見て、再び生徒全員が大きな声で挨あい拶さつをしてお辞じ儀ぎをした。


    　すごい。これが現役で売れている人の実力か。


    「どうした鳴雲？　えらく生徒の態度が違うみたいな顔をして。まあ仕方ないさ」


    　そう言って僕の耳元に口を近づける。


    「これが、君みたいに売れることなく、ただ時間が過ぎるのを待っていた人間との違いさ」


    　僕はその皮肉に、毎回のごとく背筋を凍らせる。


    「両々さん、相変わらず切れ味の鋭するどい毒舌ですね」


    「毒舌？　ほう、ただただ本当のことを伝えるだけで毒舌とは、毒舌業界も地に堕おちたね」


    　涼しい顔で言ってのける。しかしその顔は決してしたり顔というわけではない。ナチュラルにそう思っているから言えているという表情だ。


    「おいおい、何を黙っているんだい鳴なる雲くも。君は大いにこの私に負けきっているというのにまさかお喋しやべりの文字数でも負けようとしているのかい？　勝負に負けて試合にも負ける、珍しいケースを実践しようとしているのかい？」


    　両りよう々りようさんは生徒には聞こえない声で、淡々と僕に刺さる悪口を並べてくる。


    　両々さんの恐ろしいのはこれだ。テレビや舞台で見せる品ひん行こう方ほう正せいなところとは別の、後輩芸人に向けて見せる顔の温度差。その差にたいがいの後輩がやられてしまう。


    　しかし決してテレビのときに猫をかぶっているわけではないし、後輩相手に無理して毒舌をぶつけているわけではない。おそらく両方とも本当の両々さんで、どちらの両々さんも噓うそ一つ言っていないのだろう。


    「それでも喋らないとなると君はもうこの世界を辞めたということでいいんだね」


    「よくないですよ！　辞めてないから！」


    「そうか。まだ辞めてないんだね」


    「まだって何ですか！　いつかは辞める前提で話を進めないでください！」


    　そう返すと、コロコロと笑う両々さん。これだけ残酷なことを言うわりにはこんなに無む邪じや気きな笑え顔がおを見せる。本当にこの人ってのは謎なぞだ……なんでこんなことをするんだろう。


    「今何を考えているかは知らないのだがね、君みたいに私が今なんでこんなことをするのかみたいな、いろんな事象に理由づけをしようとする癖くせがあるのはよくないね」


    　……ドンピシャで当ててきてるじゃねえか。やばいな。メンタリストなのかな。


    「理由なんて求めるから売れないのかな？　どうなのかな？　だから自分の出た番組を生徒にいじられてムカムカしたりするのかな？」


    　いきなり核心に触れられドキッとする。


    「じゃあ皆さん、次の授業は私が特別授業を行おこないます。もしかしたら質問も受け付けるかもしれませんので、今の間に質問考えておいてもいいかもね」


    「「「はいっ！」」」


    　そんなこっちの気持ちなんてどうでもいいかのように生徒に話しかけている両々さん。生徒の返事もバッチリだ。


    「いや、ちょっと待ってください両々さん」


    「いくらでも待つよ。おっ、待たせるということは、今からおもしろいことを言うんだね」


    「そうではないんです！　なんで僕と生徒の会話があんな遠くから聞こえていたんですか」


    「おいおい、そんなに驚くなよ」


    　そんなに驚きよう愕がくしていたように見えたのだろうか。


    「別にさっきも言ったけど理由なんてないよ。君が言われて嫌なことを言ってみたら君のリアルにぶつかった。それだけさ」


    　……なるほど。会話は聞こえてないけど、たまたま当たったという理屈か。


    「まあ、君みたいに売れることを諦あきらめて、ヘラヘラと毎日を送っているような人間が、こんな夢溢あふれている若者たちに言われることなんて、パターンとしてそんなにないってことさ。何を言われようが落ち込まなくていいよ。君は決して特別なんかじゃない。ただの、とにかくただの凡人ってことなだけなんだから」


    　本当この人は。女でなかったら、先輩でなかったら、もっといえば美女でなかったら手が出ているくらいのことを平気で言ってくる。


    「あ、こんなところにいた！　両りよう々りようさん！　なんで勝手にこっちに来ているんですか！」


    　振り向くともなかが息も絶え絶えにこちらに走っていた。


    「これから特別授業なのに、シークレットゲストが生徒の前に現れたらダメですよ！」


    「まあそう言うなよ岬み下か部べくん。たしかに私はシークレットゲストだったがね、シークレットゲストになった時点でシークレットゲストはシークレットゲストになりうるんだ。どこでシークレットをばらそうが一緒さ」


    「わけわからないこと言わないでください！」


    　そのとおりだ。もなか、ナイスツッコミ。


    　もなかが後ろを向いて手を挙げると、遠くから軽いエンジン音が聞こえ、ゴルフ場で走っているようなカートがこちらに来た。


    「それじゃあ両々さん、戻りますよ！」


    　その声を聞いて、生徒のほうを向く両々さん。見たと思ったら生徒のほうに向かいゆっくりと歩き出す。その様はとても悠然としていて、自然と生徒の波が割れる。何をしに……と思うと、その先には伊い織おりちゃんがいた。


    　なるほど。伊織ちゃんの先ほどの活躍を見て声をかけにいったのだろうか。


    　そう思っていたら伊織ちゃんの横を通り過ぎ、雫しずくの目の前に止まった。


    　はて？　と首を傾かしげる雫に、両々さんが何か言おうと口を開いた瞬間──。


    「両々さん！　本当に時間がないんです！　お願いします！」


    　もなかに思いっきり腕をつかまれて両々さんはグイグイとカートの座席に押しこまれた。そのもなかとチラリと目が合ったけど、別に何も言われることなくすぐ目を背そむけられる。


    「じゃあな生徒の皆さん！　後で会おう！」


    　もはや宝塚を思わせる男前な一言を言ってからカートは小さくなっていった。質問コーナーがうやむやになったのは助かったが、皮肉で心はだいぶえぐられてしまった。


    「相変わらずッスね、両々先輩」


    　台風が過ぎたという顔の宮みや成なり。しかし、最後の動き、雫の前までいったのは何だったんだ？


    「悪口のオンパレードがすごいッス！　しかも俊しゆん兄にだけ通常の三倍出ている感じッス！」


    「ということは、僕は両りよう々りよう専用ザクってことか」


    「自分それよくわからないッス！」


    「お前が言い出したんだろう！」


    　宮みや成なりの天然の部分で癒いやされながらも、この合宿に両々さんがいるという事実を嚙かみ締める。


    　気合いを入れるために自分の顔をパンと叩たたいた。


    



    　野外授業を終えて、ホテルに戻る。両々さんのことを考えると、やはり足取りは自然と重くなっていた。鉄球の足あし枷かせをはめられている感覚な。


    　それとは逆で、生徒のみんなは足早に見えた。


    「そりゃ、今からあの両々さんの特別授業があるんだから、自然と足取りも軽くなりますよ」


    　浮う津つが先ほどの障害物競走の道具が入ったカバンを担かつぎながら言う。


    「僕も両々さんのお話聞きたいですもん」


    「バカ言え。浮津、両々さんと飲みに行ったことないのか？」


    「一回イベントでご一緒しましたが、飲むとかはなかったですね」


    「だからお話聞きたいとか言えるんだ」


    　こちらは何回何十回と飲みに連れていってもらって、その際にいろんな精神の削り方をされているんだ。


    ──それおもしろいと思って言っているの？


    ──先輩も笑うと思って今の言ったの？


    ──君が思うより先輩っておもしろいからさ、君の三流の言葉では全く笑わないよ。


    ──その髪型も笑わせようとしているならやめてね。おもしろくないから。


    ──いつ辞めるの？


    ──何を思って続けているの？　芸人も、その髪型も。


    ──いつ辞めるのやっぱり？


    　思い出すだけでしんどい。この人の話を聞きたいなんて友好的な態度、とれるわけないだろう。被害者は僕だけではない。宮成も僕が誘ったせいで何回かこの洗礼を受けている。


    ──同年代の後輩だから大事にしたいからさ、大事にしたいと思わせる部分を見せてほしいな。


    ──それとも能ある鷹たかは爪つめを、のやつかい？　これは楽しみだな。


    ──爪を出してもらってもいいんだよ？　墓まで持っていくつもりかい？


    ──爪も才能も出さない代わりに乳ちちだけは出すんだね。


    ──そうか！　露ろ出しゆつ狂きようの鷹ってことだね！　なるほど！　なんておぞましい鳥なんだ！


    　宮成が一番言われたくない胸のことに、才能というフレーズを絡めて言ってくるあたりが本当に両々さんらしい部分だ。最終的に宮成は泣きながら顔を真っ赤かにして胸を隠すという、とんでもない痴漢にあったときのリアクションをとっていた。


    「あのときのこと考えると胸が張り裂さけそうになるッス……」


    　それはどういう意味で胸が張り裂けるのだ？　これからまだまだ成長していくのか？　なんて質問も思い浮かんだが両りよう々りようさんっぽいのでやめておいた。


    「それに……両々さんと喋しやべって何が悔くやしいかって、あちらは……正論しか言わないからッス」


    　宮みや成なりの言うとおり、こちらは何も言い返せない。さっきの件もそうだ。売れている人に売れていないと言われては、ぐうの音ねも出ない。正論にねじ伏せられるのが一番えぐられる。


    　それだけならまだしも、森もり町まちとの番組の件はまだ傷も癒いえてないのだ。そこを触れられると正直つらいとも思う。ま、まあ、あれは森町のためにわざとこっちが死に役をやったわけだし？　別に僕の中では解決した出来事だし？


    「まあ……それくらい見抜いたうえで触れてくるんだけどなあ」


    　こちらが何を考えようが、両々さんのほうが何枚も上うわ手てだ。考えたってしかたない。


    「さて……戦地に赴おもむきますか」


    　呟つぶやいてからゆっくり歩みを進めた。


    



    　扉とびらから大広間を覗のぞくと生徒が静かに座っている。正直僕たちのときより若じやつ干かん空気がぴりついて、いい緊張感に包まれているような気がする。それはどう考えても両々さんのせいであり、両々さんのおかげなのだろう。


    「まあなにせ売れてしまっているからね。生徒も私を知らないって人はきっといないんじゃないかな。というかそういう世界だもんねー。売れなきゃ地獄ってことをもっとみんな思わなきゃいけないよねー」


    　厨ちゆう房ぼうに椅い子すが置いてある簡易な待機場所で、両々さんはチラチラこちらを見ながら言った。いやいや、嫁よめ姑しゆうとめ戦争でももう少し言い回しに優しさがあると思うのだが。


    「売れても、こうまで責められるなら地獄ですけど」


    　なんとか僕が捻り出した返しに両々さんは笑ってから、浮う津つをじっと見る。そういう経験がないのか、浮津はただ俯うつむいて顔を赤くしている。


    「君はたしか……」


    「すみません、ご挨あい拶さつ遅くなりました。ストライクというコンビの浮津と言います」


    　僕ら芸人は、ほとんど絡んだことがない先輩にはコンビ名もきっちり言って挨拶をするのが通例になっている。


    「えーと、たしか二年前くらいにイベントで一度一緒になったよね」


    　両々さん、一度しか一緒に仕事してない人のことまで覚えているのか。記憶力だけでない、若手芸人を知っておくというお笑いのアンテナがやっぱりすごいんだなと痛感する。


    「お、覚えていただいていて恐縮です！」


    　緊張の中に笑みがこぼれる浮う津つ。よかったなあ。あと本当に笑え顔がおが眩まぶしいなあ。


    　その緊張を見抜いたのか浮津に対して優しく微笑ほほえむ両りよう々りようさん。


    「いや、あまり緊張なんかしないでおくれよ。私なんかに緊張していたらこれから先『完全』な方や『修しゆ羅ら』な方、はたまた『神』な方と会うと余計緊張しなきゃいけないようになるよ。つまり私はこの四人で並んだら四天王の中で最弱ってパターンだ」


    　売れている芸人さんを喩たとえるフレーズが並ぶ。それが誰のことを言っているかわかっただけに挙げられたメンバーのすごさと、そこに並べられる両々さんの今の勢いのすごさを思う。


    　さすが『女帝』白しら樺かば両々だ。


    「は、はい！　ありがとうございます！」


    「それともう一つやめたほうがいいと思うことがあるんだけど」


    　両々さんは先ほどと全く同じ笑顔のまま続けた。


    「人のエピソードをパクるのもやめたほうがいいね」


    　さっきまで少し赤らんでいた浮津の顔が一瞬で白く変わる。


    　今こうやって僕と浮津が普通に喋しやべっているのを見ているのに、臆おく面めんもなく二人の関係のアキレス腱けんに触れてくるあたり、もう、本当にこの人は性しよう悪わるだ。


    「あ、あ、あの、そ、それは」


    「いや、いいんだよ。君はきっと才能がないのだろうから？　そうやって人のふんどしで相す撲もう取って気持ちいいなあ、なんて思うのはけっこうある世界なのだから恥ずべきことではないよ。ただ、その君が自分の良心と戦ってまで取ったふんどしが、まだ十両にもなっていない力士のものだったら恥ずかしいだろう？　弱い力士のふんどしで相撲を取ったらダメだよ。それとも誰かさんみたいに、胸が武器になるような淫いん乱らんな力士なら気持ちよくふんどし貸してくれたりするかもだけどね、露ろ出しゆつ狂きようの血が騒ぐってね」


    　こんな長なが台詞ぜりふをつらつらと言えるあたりが『女帝』である所以ゆえんなのだろう。あと、一瞬でここにいる僕、宮みや成なり、浮津の全員を弄いじるなんてのもすごいことだな。貫通スキルだこりゃ。


    「それでは授業始まりますので両々さん、よろしくお願いします」


    　永遠に続きそうな長台詞がやむ。先ほどもそうだったが、この両々さんという人間兵器の抑止力を持つのは合宿の進行役のもなかくらいなのだな。僕はほっと胸を撫なで下ろす。


    「ほっと胸を撫で下ろしているんじゃないよ鳴なる雲くも」


    　うん。この人はもはやエスパーすぎて気持ち悪いです。


    「じゃあ。この後も、よろしくね、売れ残り力士さんたち」


    　そう言い放ち、ウインクをして、その女帝は目の前の大広間に続くドアを開けた。出ていくと、先ほどのような大きい挨あい拶さつでの歓迎があり、その後はざわついている。両々さんはああいう性格とはいえルックスはかなりいいほうだから男がざわつく様子もわかる。


    「みなさん、こんにちは。『両々と兎うさぎ』というコンビの白樺両々です。よろしくお願いします」


    　そう言って、またしっかりと礼をする両りよう々りようさんを見て口を開けている浮う津つ。


    「なんか、すごいですね。さっきの両々さんと壇上の両々さん、別人みたいです」


    「まあどっちも本人ではあるけど」


    「しかし今から生徒たちが両々さんにギタンギタンにされるのが、気の毒で仕方ないッス」


    　宮みや成なりがそう言いながらも加か虐ぎやく的てきな顔でいるところを見ると、それを期待している部分もあるのかもしれない。いややめてやれよ。変な性せい癖へきみたいなのを生徒にぶつけるなよ。


    「……うーん、どうなるだろうかな。宮成が想像しているものにはならないと思うよ」


    　僕たちは厨ちゆう房ぼうから、壇上が見える大広間の後ろに移動した。


    「えー、これから素敵な夢を追いかける若者たち。私はあなたたちと全く差がなく、ただ長くいるだけでこんな舞台に立たせてもらえるというのは幸運であり、それでいて恐縮でもあります。しかし私があなたたちにできることがあれば、すべてをかけて力になりたいです」


    「えっ？　……何ッスかこれ」


    　宮成は狐きつねに化かされているという顔だ。


    「いやさっきも言ったろう？　テレビで見せる顔と僕らに見せる顔は違うよ」


    「今はテレビ用ってことッスか？」


    「うん、生徒はお客さんくらいにしか思っていないのかもしれない」


    　宮成がそう思うのも無理はない。僕だって両々さんが少しくらいは生徒にも裏の顔を見せると思っていたからだ。


    「かといって私が何かをぶつけるというのはやはり驕おごりでしかないと思っています。こんな運よくテレビに出させてもらっている者ですから」


    　あんなに真ま逆ぎやくのことを言って噓うそに聞こえないというのも恐ろしいほどの才能である。


    「ということでこの特別授業は質問を受け付けます。私にお答えできることでしたら全力で答えさせてもらいます！　それでは何かある方は挙手でお願いします」


    　その両々さんの言葉を聞き終わらないうちにかなりの人数が挙手をする。僕のときは一人しか挙がらなかったのに。いろんなところで差を見せられてるよ。もはやコールドゲームじゃん。


    「えー、けっこう挙がったね、そうだね、じゃあ一番速かった君」


    　指されたのは僕のときにも最初に手を挙げていた、あの真ま面じ目めな生徒だった。


    「ネタの作り方、漫才の技術、トークのスキルの磨き方、こちらを教えていただけますでしょうか？　いったいどのようなかたちでやれば一番効率よくできるのでしょうか!!」


    　まんまこっちにした質問をしている。いや、その質問もう一回するなら僕がいないときにやったほうがいいと思うよこっちの気分が悪いよ。


    「ネタっていうのはね、おそらくはじめはマネでいいんだ。モノマネをしてすべての要素を自分の中に取り込んでいく。そしてできた漫才がおそらくオリジナルになったときにいい漫才が生まれると思うよ。技術に関してもそれで追いつくかな。トークスキルはとにかく友達や同期の前でいかに喋しやべるかだと思うからどんどん喋って、ここは言わなくてもいいかな、ここはもっと説明しようかなという部分をたくさん取捨選択していっていいものを作るってことかな。まあ、一番効率よくできるというやり方にしては少し遠回りな意見しか言えてないけどね」


    　両りよう々りようさんは自分で言ったことに照れ笑いをした。生徒からは感嘆の声が聞こえる。


    『さすが売れっ子さん言うことが違うな』『なるほど、マネかあ。大事かもな』


    『両々さんが言うなら正解だろうなあ』『同じ質問したあの……何なに雲くもさんとは全然違う！』


    　……聞こえちゃってますけど。なんだったら後ろにいますけど。何雲まで出ていたら鳴なる雲くもって出てきそうですけど。しかし、つつがなく答えるとはこのことだ。問題が全くない正論。


    「ありがとうございました──！」


    　質問をした男は敬礼をして席に座る。


    「さて、ほかはあるかな？」


    　その言葉を皮切りにまたもたくさんの手の花が咲く。


    　両々さんはそれに対して答えていった。


    



    「嫌いな先輩などはいますか？」


    「うーん、いつか追い越したいとは思う先輩ばかりだけど嫌いな人はいないね。おもしろい人たちはそれだけで尊敬してしまうからね」


    



    「もう緊張はされたりしないのですか？」


    「いや、これがね実はすごく緊張するんだよ。今のこの舞台もかなり心臓ドキドキしているくらいで」


    「えー？　そんなふうに見えないですけど」


    「そんなふうに見せなくなってから、また評価されるようになってきたかもね。それは皆さんもいつかできるようになると思います」


    



    「おもしろいと思ったことをおもしろくないと言われたらどうしますか？」


    「おもしろいってのは感覚の部分が強いからね、すべてが認められるわけではないと思うんだね。だから何も思わないよ」


    



    　答えるたびに学生からの「すごい……」という賛辞の声が漏もれる。いや、たしかにそうだ。こんな模範的な回答が並ぶんだからそりゃそうだ。


    　また次の質問になったとき、当てられたのは金髪の男の子だった。


    「えー、自分グランドスラムの溜ため越ごえって言います」


    「自己紹介ありがとう」


    「質問なんっすけど、相方だけ売れた芸人さんでこの世界続けているのってどう思います？」


    　相変わらず周りの生徒はクスクス笑い、ほかの生徒はその意図に気づいたのかこちらを見ているのも少なからずいる。横で宮みや成なりが大きな舌打ちをした。さすがに僕もこの質問には面食らったけど、この場を仕切っているのは両りよう々りようさんだ。僕が両々さんのほうを見ると、一瞬だけ目が合って、いつもみたくニヨニヨと笑った。


    「うーん、そうだね。相方だけでも売れるってすごいことなんだよ。こんな何が売れるかわからない世界でさ、確率でいうと宝くじの一等を当てるくらい難しいこの世界で、相方だけ売れた。きっと立派なことだし、私が知っている相方だけ売れた後輩はその相方にも負けないくらいおもしろい奴やつだから大丈夫だと思うよ」


    　言い終わると、さっきよりも明らかにこっちを見て微笑ほほえんだ。その光景は師弟愛にも見えたのか一人、また一人と拍手をしていき最後には大団円のような拍手に包まれた。


    　いやいや、なんだこれ。最悪だ。恥ずかしい恥ずかしい。茶番にもほどがあるだろうよ。


    「両々さん、やっぱりいい人ですね！」


    　浮う津つも涙をこらえながら拍手をしている。おいおい。こんなわかりやすい筋書きどおりもないだろうよおい。先ほど言われた罵ば声せいを思い出せよ。


    「……ありがとうございました」


    　金髪は少しバツが悪そうに座り、両々さんが拍手を止める意味で咳せき払ばらいをする。


    「もう時間かな。ごめんね、時間があるようでないってのが現状なんだ。じゃあこれで」


    「すみません！　もう一つだけいいですか？」


    　一人の女の子が声と共に立ち上がる。場を締めようというときに空気なんて読まずに入ってくる。こういうことをやる女の子を一人知っている。


    　雫しずくだ。


    「お、先ほどのかわいい娘さん。いったいどうしたかな？」


    　雫はあの両々さんに何を質問するんだろうか。少しドキドキしている自分がいる。


    「今、あれこれ質問に答えてきましたけど。それ、全部本音で言われていますか？」


    　立ちこめる静寂。それを破ったのは両々さんの笑い声だった。


    「はははっ！」


    　笑い声を聞いて少し安心したのか、みんなも笑いながら野や次じを飛ばす。


    『本音に決まっているじゃないか！』『最後に締め切り破ってまで聞きたい質問はそれかよ！』


    　野次が収まるのを待つことなく両々さんがマイクを持つ。


    「そうだね、ならば最後の質問の回答は……ＹＥＳイエス、だね」


    　その一言で生徒は大爆笑。そりゃそうだ。


    　その笑い声を裂さくように雫は声を出す。


    「なら！　なんでそんな理想論みたいなことばかり言えるんですか？　もっと、現実って泥くさいものだったりしないんですか？」


    　生徒は両りよう々りようさんがどう動くか固かた唾ずを飲んで見ている。


    　両々さんは床ゆかに置いていたペットボトルの水を飲み、少し上を見た。


    「現実はたしかに泥くさいよ。でも泥くさいのは結果さ。過程でその泥くささ、たとえば白鳥が水面を進むために水中で足をすごく動かしているのを見せないようにね。でも私は決してそんなところは見てほしくない。もっと輝かがやかしい未来を見てほしいんだ。だから君にはそういうように聞こえたのかもしれない。どうかなお嬢さん。このままディベートするか、タイムスケジュールを進行させるかは社員の岬み下か部べくんに任せるけど」


    「終了です！　授業終了！　はい、次のカリキュラムがありますから！　終了終了ー！」


    「ということだね。みんな頑張ってね。白しら樺かば両々でした」


    　両々さんのお辞じ儀ぎに対して、会場が大きな拍手で両々さんを見送った。


    　たった一人を除いて。


    「待ってください両々さん！　まだ本音を聞いていない！」


    「あなた一人のために割く時間はありません！　はい！　次は班ごとに分かれてユニットコント作りの時間ですよ！」　


    　大きな声で進行していくもなか。それを横目に僕らは両々さんがハケたほうに向かう。両々さんはドアのすぐそばに、用意された椅い子すに座ってスマホを触っていた。


    「両々さん、お疲れ様でした」


    　その声でこちらに気づいたのか顔を上げてからじっと僕の顔を見ていた。


    「……どうされましたか」


    「あからさまに君をディスる話を、ああも軽やかに美談にしたのに、お礼もないの？」


    「あ、そ、そうですよね？　すみません、あ、その件はありがとうございます」


    　またもスマホを持ち「本当だよ」と、こちらを見ずに返答する両々さん。


    「あれは私が好感度を上げるためにやったと思ってたりしないかい？」「違うんですか？」


    　言った後にあっ、と思ったが両々さんは笑っていた。


    「生徒の好感度上げようなんて思っていないよ。ただあまりにもナメられていて、それを覆くつがえすこともできないくらい真実を言ってしまわれている後輩が不ふ憫びんだなと思っただけさ。さて」


    　スマホに向かって指を上下させながら言うと、急に立ち上がり奥の通路に向かう。


    「どこに行くんスか？　両々さん」


    　両々さんが立ち去ろうとしてるのを見て、宮みや成なりが言う。


    「どこにって部へ屋やに戻るに決まっているじゃないか。もう私の出番は終了だからね。美お味いしい地酒でも飲みながら潰つぶれるさ。君たちはこれから誰でもできる仕事をやるんだろう？」


    「誰でもできるっていう部分だけ余計ッス……」


    「じゃあね。今日きようは少し楽しく飲みたい気分になったのでね。うん、楽しいね」


    　本人も言っているとおり、楽しそうな両りよう々りようさんではある。どうして楽しくなったか。


    　あの人の性格だ。たぶん最後の雫しずくのことなんだろうな。


    　僕はこの楽しい感覚の両々さんの機嫌を悪くしないように言葉で間を埋める。


    「お酒はいいですよね、あ、宮みや成なり、浮う津つ、僕らも全部終わったら飲もうか」


    　すると後ろから腕の袖そでをくいっと引っ張られる感蝕。振り向くと両々さんが頰ほおを膨ふくらませてこちらをじとりと見ている。


    「……私も誘ってくれてもいいのじゃないかな」


    「あ、す、すみません！　一人で飲むって言われていたので……あ、一緒に飲みますか？」


    「ふん！　もういいよ！　ふん！　べーだ！」


    　そう言い残すと小走りで通路の奥にあったエレベーターに消えていった。


    　あれ？　今の。もしかしてあれ拗すねてたのかな？


    　なかなかかわいいシーンを見られたな、と思っていたらもなかに呼ばれた。まだお仕事が残っている。


    



    　その後僕らはグループでの集団コント作りを手伝い、夕食の一発ギャグ対決の司会もやったりした。夕食で一発ギャグ対決とはこれいかに、と思ったのだが、チーム戦でギャグを行おこない、おもしろかったら豪華食事、負けたらおかずゼロの夕食になるというものだった。


    　何もここまでしなくてもと思うのだが生徒のみんなは『負けるわけない』と思っているみたいで、鼻息も荒くなっている。


    　すごいなあ。僕なら嫌なんだけど。


    　まあ勝ったり負けたり、浮津が女子の生徒からかわいいと言われて顔を赤らめたり、宮成が胸の話をされて顔を赤らめたり、急に始まった榎えのき津づと生徒の喧けん嘩かを僕が止めに入ったら榎津に耳元で「鳴なる雲くもさん！　これ生徒に向けてのドッキリですから！」と言われ、そのあたりの空気の読めなさに顔を赤らめたりして、とにかく顔を赤らめていた。


    　そして少しの自由時間をはさみ、もう一つ特別授業をやるとのことだった。たくさん授業やるじゃん。もっと遊べるものだと思っていたよ僕は。


    「今から行う特別授業は、シャッフル漫才大会です。今からくじでみんなの名前が書いてある紙を二枚引きます。その二人は即席コンビとして今日きようと、最終日それぞれで漫才をやってもらいます。その間にネタの完成度を上げて持ってきて、この場で発表してもらいます。一回目から二回目までの成長具合も見せてもらおうという授業です」


    　説明を聞いてざわつく生徒たち。


    　まだ即興で何かするには経験値が足りなさすぎるのに、ここで急にネタを即席コンビで見せなきゃいけないわけだから焦あせるに決まっている。


    　しかも一回きりならまだしも二回、しかも丸一日空けてとなると意味合いも変わってくる。より完成度は高くしなきゃいけないし、そのためにはお互いを知らなければならなくなる部分もある。それにすでにコンビを組んでいる人は、ネタ見せ授業用の自分のコンビと即席シャッフルコンビの分、二倍ネタを書く時間を使うということだ。


    　でもこれは非常に実じつ践せん的てきな授業だと思う。これから先、阿あ吽うんの呼吸の相方とばかり仕事するわけではない。テレビに出ればグラビアアイドルや俳優さん、はたまた美容研究家などを相方にして、その場でボケてツッコまなければならないのだ。


    　……まあ、元相方がいるせいでガチガチになった僕が言っても説得力ないか。金髪に言われる前に自分で思っておこう。


    「さあそれでは進めていくッスよー！」


    　宮みや成なりが進行しながら抽選箱から紙を引く。


    「まずは……柳やな瀬せ健けん二じ！」


    　恥ずかしそうに手を挙げる男の子を見てから続けてくじを引く宮成。


    「彼のコンビは真ま枝えだ義よし之ゆき！」


    　すると自信なさげにまた手を挙げる男の子。


    「じゃあ二人は別室にいくッスよ！　じゃあ次いくッス」


    　台本上は十組即興コンビを作ると書いてある。その十組を同時に考えさせて十組続けてどうぞ、ってな感じだ。合宿に来ている生徒は四百人弱。この十組に入れる『運』というのもこの芸能界、非常に重要なスキルになる。


    　そんなことはさておいて、続々と即席コンビが決まっていく。気づけば次は九組目だ。


    「じゃあ次は……溜ため越ごえ？」


    「あ、俺おれですね」


    　手を挙げたのは、あのお馴な染じみ金髪だった。また現れたか金髪。にしてもこの金髪は口は悪いがヒキがいいな。天性の何かを持っているのかもしれない。持ってないでいてほしいけど。


    「そして彼の相方はっと、えー、ん？　やくから　いおり？　って読むッスか？」


    「ええ、屋や久く唐から伊い織おり、で合っています」


    　声が聞こえたかと思うと、すっと立ち上がって凜りんとした表情を見せる伊織ちゃん。


    「へえ、お前かよ」


    「そうね。よろしくね」


    「大きいことをやりにこの世界に入ってきたのに、目の前の女の子は小さいねえ」


    「関係ないでしょ」


    「えー、今漫才やるのはやめてもらえるかな」


    　険悪になった雰ふん囲い気きをフォローする榎えのき津づ。二人は何を返すでもなく、静かに別室に向かった。


    「さあじゃあ次が最後ッス！　えーと、さ、あめ、や？　しずく？」


    「は──────いっ！　ちなみに佐さ雨さめ屋やです！」


    　跳ねるように立ち上がりダブルピースをする雫しずく。いやしかし、雫もヒキが強いなあ。


    「じゃあ君の相方を引くッス！」


    　宮みや成なりが箱から紙を引く。しかし名前を呼ばず首を傾かしげている。


    　どうした宮成？


    「えっと……？　え？　うん？　あれ？　これは……白紙？」


    　白紙？　白紙ってこれ。どんなミスだよ。


    　舞台上には榎えのき津づのほうを見ながら、どうすればいいか指示を待つような顔をしている宮成。


    「白紙なら、せっかくだし先輩と漫才をやっていいんじゃないか？」


    　声は大広間の後ろから聞こえた。そんな油の注ぎ方をする人は……おそるおそる見ると、案の定、少し頰ほおが赤くなっている両りよう々りようさんだった。一人で飲んでいるって言ってたのに、どの嗅きゆう覚かくがあればこのタイミングで現れるんだよ……。


    　しかも先輩と漫才ってなんてことを言うんだ。先輩っていったら僕と宮成と浮う津つと両々さんだけだ。きっと両々さんは自分が当てられてもうまいこと言って逃のがれる自信があるんだろう。


    「いやしかし両々さん、それはさすがにないんじゃないですか？　皆さん疲れてますし」


    　榎津がナイスフォローをしてくれた。ありがとう榎津。


    「榎津よ。疲れたら笑いが取れない、それくらいのレベルの芸人だと思っているのかい鳴なる雲くものことをさ」


    　あ、俺おれ一人に絞られた！　これはけっこうな詭き弁べんで来ましたね両々さん。当然言っていることはそんなことではない。僕が逃げられないようにしながら、しかも僕のハードルを徐々に上げるというフルボッコにするための作業を粛しゆく々しゆくとしている。


    「私、鳴雲さんと漫才やりたいですっ！」


    　ここで雫も参戦してきた。見ると目の輝かがやき方が違う。まさかの僕との漫才ができることにワクワクしている、そんな顔だ。


    　場の空気は「鳴雲が漫才をやる」方向に向いていく。


    「生徒諸君！　きっとこの鳴雲さんは生徒と素晴らしい漫才をしてくれるんじゃないかな？　どうだいみんな！　どうなんだいっ!!」


    　噓うそみたいな大きな声で両々さんが叫ぶと、生徒が一人二人と拍手をしだして、最終的に大きな拍手に変わった。これはまずい。やらないと空気が読めない男みたいになってしまうぞ！


    「ちょっといいですか両々さん！」


    　そうだ榎津、援護射撃頼む！


    「わかりました、この二人でやってもらいましょう！」


    　もう一度大きな拍手が起こる。おい榎津！　援護射撃だろうが！　その援護射撃で僕を撃ち抜いてどうする？


    「まあやるしかないだろう、鳴雲。乗りかかった船だ」


    　そう言って嬉うれしそうに笑う両りよう々りようさん。


    「切符も勝手に買われたあげく押されて乗った幽霊船ですよ」


    「いいじゃないですか！　やりましょうよ鳴なる雲くもさん！」


    　雫しずくもノリノリだ。


    　しかし僕はやりたくない。両々さんが作った『素晴らしい漫才をしてくれる先輩』という高いハードルを越えなきゃいけないのも面倒くさい。


    　だが、こんな風にしむけたのはあの両々さんだ。今から断ことわる方向に持って行こうとしてもあの手この手でやらせようとするだろう。それなれば受け止めるしかあるまい。


    「わかった……やろう」　


    「やったー!!!!」


    　雫の声が大広間にこだました。


    「それでは、十組に即興漫才やってもらうわけだけど、今日きようはネタ作りの時間もほぼないから、今日というよりは最終日に向けて、という感覚でいてください。そして、ルールとしては一つだけ。多く笑いを取った人間が勝ち。勝ち負けなんてないんだけど、それがルールで。じゃあ別室で皆さんよろしくお願いしますー」


    　榎えのき津づの言葉に対して拍手が起こり、それに見送られる僕たち十組。戦地に赴おもむく兵隊の気持ちが少しだけわかった。


    「さ、ネタやれますね！　鳴雲さんとネタができる！　これはすごいことですね！　さ、どんなネタやりますか？　ねえ鳴雲さん？　ねえって？」


    　雫は嬉しそうにキラキラと目を輝かがやかせている。こいつ、僕の絶対スベれないプレッシャーをわかっていないから……今気を抜いたらおなか壊すくらいの感じになっているってのに。


    　しかし、そんな愚ぐ痴ちを言ったってネタはできない。十年やってるんだそれくらいはわかる。


    「よし、ネタ作るか」


    「はいっ！」


    　目の前で座る雫の鼻息が聞こえる。そんなにネタ作るのが嬉しいもんかね。しかしこっちもコンビでネタなんて一年ぶりか……とはいえ、今日はほぼ即興でやるネタだ。最終日に向けてネタの土台を作るのが今日の課題だろう。


    「まずは漫才かコントかだけど」


    「漫才しましょう！」


    「すでに決まってたくらいの早さだな。なんで漫才なんだ？」


    「漫才がやりたいからです！」


    「理由がシンプルだな！」


    　かといってコントを推おす理由もない。漫才に決まりだな。


    「どんなネタがいいかなあ、しゃべくり漫才なのか、コントに入る漫才なのか」


    「やっぱりしゃべくりですよ！　漫才はしゃべくりが一番格好いいですから！」


    　さっきから直球しか投げてくれないんですけど……漫才ちゃんとできるかなあ……。


    



    　そして、即興漫才のコーナーが始まった。一組目なんてけっこうスベっていて、まあそりゃそんなもんだろう。ＧＢＳの生徒なんて、用意した通常のネタですら受けるかどうかわからないセミプロ相手みたいなもんだから無理もない。


    　そして二組目、三組目と終わっていく。少しだけ笑いは取っているものの、まだ突き抜けるような笑いを取ったコンビはいない。


    　そして九組目。伊い織おりちゃんと金髪コンビの出番がやってきた。


    「伊織ちゃん！　ファイト！」


    　舞台袖そでからの雫しずくの応援に、親指を立てて返すと伊織ちゃんは舞台に出ていった。


    　障害物競走であれだけの機転を見せた伊織ちゃんとあの自信たっぷり金髪くんだ。ほかのコンビよりは笑いを取るのではないだろうか、と予想しながら漫才を見る。


    「どうもー溜ため越ごえです」


    「屋や久く唐からです」


    「まあ、こうやって小学生を連れて漫才してるんですけど」


    「小学生じゃないんだけど」


    「んー？　どうしたかな？　おなか痛いのかな？」


    　生徒の一部だけドッと笑う。おそらくまたあの金髪の取り巻きたちだろう。


    　しかし、一部だけがはっきりと笑いすぎだ。このままだとまずい状態になりそうだが……。


    「私、探偵になりたいなと思うんだけど」


    「子供に探偵なんてできるんでちゅかー？」


    　またも一部が笑う。しかしその笑い声に反して、場の空気は寒々しいものになってくる。


    　そりゃそうだ。おもしろくないことが異常にウケたとき、人は違和感を覚える。何でそんなに笑っているのか、それがわからないから、より身構えてしまってお客さんはどんどん笑いにくくなって重くなっていってしまう。劇場でネタをやっているとき、一人だけバカみたいに笑う人がいたりすると起こってしまう状態だ。


    　漫才は、探偵と調査をお願いする人のコント入りをしているところだった。


    「それでは調査お願いしたいのですが」


    「どんな調査でしょう」


    「本当に探偵さんは大人かどうか」


    　またも一部は笑うものの、その声すら小さくなっていってる。空気に飲まれていってしまってるのだ。金髪も少し動揺しているように見える。


    「大人に決まってるでしょう」


    「あ、ああそうだ、浮気調査をしてほしかったんだ。探偵さんとうちの五歳の子供が浮気していると聞いて」


    「だから私は子供じゃありません」


    「とりあえず依頼料はうまい棒三本でいいかな」


    「だから子供じゃないって。いいかげんにして」


    　二人で礼をして漫才が終わる。正直最後はスベっているように感じた。内輪受けのくだりもその原因だし、何よりボケの種類が『伊い織おりちゃんを子供と間違える』という一種類しかないのも原因だと思う。あの伊織ちゃんをもってしてもこの空気を変えられなかったか。


    「だから言ったじゃない。あんな一つのボケだけだとみんな飽きるって」


    　舞台袖そでに帰って来た伊織ちゃんは金髪くんにダメ出しをしている。伊織ちゃんは警けい鐘しようを鳴らしていたのか。


    「いやそっちのツッコミのタイミングも悪かっただろ」


    「……とりあえず今日きようは肩慣らしみたいなものだから、明日あしたまでにボケを考えてきましょう。私も考えるわ」


    　それを聞くと伊織ちゃんを睨にらみつける金髪くん。


    「いいよ！　俺おれが全部考えてくるからよ！　おもしろいほうが考えればいいんだろ！　じゃあ明日な！　はあ、面倒くさいガキとコンビ組んでついてないわー」


    　捨て台詞ぜりふを残して舞台袖から消えようとしたそのとき。


    「伊織ちゃんはあんたよりちゃんとしているよ！」


    　金髪くんの前に立ちはだかったのは雫しずくだった。


    「はあ？　お前関係ないだろ」


    「関係ないことないよ！　私は伊織ちゃんの親友なんだから！　あんたこそちゃんとしなさいよ！　後半スベっていたからか、声小さくなっていってたからね！」


    　スベるのが続くと嫌になってきて声が小さくなってくることはたしかにある。そしてたしかに後半、金髪くんの声は小さくなっていた。


    「何言ってるんだよこら！　女だからって容よう赦しやしねえぞ！」


    「まあまあ。とりあえずクールダウンしてさ」


    　一番年長者の僕が止めることになる。先ほどの喧けん嘩かがドッキリだった件もあるし止めるの不安なんですけど……こういうときに両りよう々りようさん来てくれよなー。


    「鳴なる雲くもさん、ありがとうございます。大丈夫ですから。雫、大丈夫だから」


    「でも！」


    「それより雫、もう出で囃ばや子し鳴っているわ。あなたの出番よ」


    　気づくと軽快な音楽が鳴っている。


    「よし、行くぞ」


    「……」


    　雫しずくは無言で名な残ごり惜おしそうに、伊い織おりちゃんを見ながら舞台に上がった。


    　ネタは、結局しゃべくりなんて厳しいだろうから設定に入る漫才にした。医者になりたいってところから医者と患者のコントに入るベタなやつである。


    「はいどうも鳴なる雲くもです」


    「佐さ雨さめ屋や雫です！」


    「私ね、やってみたいことがあって」


    「何何？」


    「それはね……親友の喧けん嘩かを止めたい！」


    　そう言うが早いか、雫は舞台袖そでまで走っていった。突然の行動に僕は頭が真っ白になる。しかし生徒はざわつかない。おそらくそういうネタなんだろうと思っている。


    　雫。やってくれたなあいつ。


    　僕は一人で舞台上に残される。みんなの視線が痛い。


    　どうしよう。なんとかしなければ。えーと。えーと。


    「……みなさんどうもー！　私がソットジー岡おか田だです」


    



    　歴史的敗北を味わった十五分後。雫に説教をするために庭園にいた。なぜ十五分後かというと、その十五分ずっと両りよう々りようさんが嫌みを言いながら笑ってるのを聞かされていたからだ。


    『なんで相方に二度も逃げられるんだい君は！　逃げられのプロだよ！　寝取られじゃないのがミソだね！　いやあいいものを見た！　結婚式で新婦に逃げられるのもこんな感じなのかな！　いやあ素晴らしい！　今思い出しただけで笑えるよ！』


    　スベった恥ずかしさと、雫への怒りと、両々さんの言葉への惨みじめさが混じって、僕はよっぽど変な顔をしていたと思う。その証しよう拠こにその顔のせいで『なんだいその顔は！　この世の終わりみたいな顔だね！』と両々さんの嫌みが伸びていたからだ。


    　そして『いい酒のつまみができた』と言い残し、両々さんは自室に戻っていった。


    　しかし会話中に、どうしても一緒に住んでいるからこそ喋しやべってしまうこともあるかもしれない。僕はホテルの端にある庭園で話すことにした。ここならどの客室からも離れているので見られたり、そして聞かれたりする心配も少ないだろう。


    「へー、こんな綺き麗れいなお庭があるんですねー、ライトアップもすごいし！」


    　笑え顔がおできょろきょろと庭を見渡す雫。


    「いや庭のことは今いいんだよ！　なんであんなことになっちゃったんだよ！」


    「だって……伊織ちゃん悪くないのにあんなに絡んできたんだよ？　止めないと……」


    「いや伊織ちゃんは大丈夫って言ってたじゃないか！　それをわざわざ喧嘩しにいったのは雫だろう！」


    「むー……ごめんなさい！」


    　ぺこりと頭を下げる。こういうところはちゃんと言えば聞くんだよなあ。


    「それにしてもだな雫しずく──」


    「私は謝ったから、次は鳴なる雲くもさんの番ですよ！」


    　急にしたり顔になったと思ったら、ターンが変わる？　どういうことだ？


    「鳴雲さん！　なんで合宿に来ること内緒にしてたんですか！」


    「いや、別に今さらいいだろ！」


    「いいや、あんな騙だまし討ちを許してたまりますか！　笑えない！　飛行機の中で『この中にお医者さんはいませんか』と言われたから意気揚よう々ようと手を上げたら『コンパしましょう』と言われたくらい笑えない！」


    　形勢逆転とばかり僕に詰め寄ってくる雫に少しだけ気け圧おされる。


    「まあ黙っていたのは悪かったかもしれないけど、ちょっとそれには事情があって」


    「そんなことはどうでもいいんです！」


    「いいのかよ！　それで怒っているんじゃないのか！」


    「私が怒っているのは、あの金髪に鳴雲さんが怒らないことです！」


    　目の前の美少女は眉み間けんに皺しわを寄せてこちらを睨にらんでいる。


    「伊い織おりちゃんの件もそう！　相方の森もり町まちさんの話のときもそう！」


    「仕方ないだろう、あの場で怒るのは大人としてどうかと思うもの」


    「でも納得いかないですよ！　怒ってください！　怒って髪逆立てて鳴雲さんも金髪になってください！」


    「僕はスーパー鳴雲人にはなれない！」


    「それに両りよう々りようさんも！　なんなんですかあんな質問にあんな理想論ばかり答えて！　両々さんはテレビで見る限り素晴らしくおもしろい人なのに！　なんであんな感じなんですか！」


    　憤ふん慨がいするポイントが徐々に変わっていく。


    　思い出し怒りだな。そんな言葉ないけど。


    「両々さんの何がダメだっていうのさちゃんと受け答えだったろ」


    「だって！　あんなこと、誰でも言えることじゃないですか！」


    　本当に雫という奴やつは、瞬時に物事の意図を汲くみ取るときがあるけど、今回もそれだな。


    「両々さんの生なまの声、生の舞台やテレビに出ている気持ちを聞きたいのに、あれじゃあほかの講師の人と同じこと言っているだけじゃないですか！　現に全部榎えのき津づ先生や他の講師と一緒のこと言ってます！　みんな、両々さんが言ってるからってだけで、みんなが気づかないで、ごまかされてるんです！」


    　そう、あの両々さんの質問と答えは正解のようで全く正解ではない答えの羅ら列れつだった。


    　つまり全く何を生む問題でもないどうでもいいやりとりをマンパワーのみで乗り切る。この質問コーナーの真実はこんなところだ。


    「だから私両りよう々りようさんにも怒ってます！」


    「でも両々さんのおかげで僕と漫才できるようになったんじゃないか。あれがなければ絶対もう一度引き直していたぞ」


    「はっ！」


    　それには気づいてなかったのか、動きが止まる雫しずく。自分の中で天てん秤びんにかけているのだろう。


    「その好意を無駄にして漫才できなくしたのは誰だ？　ほかの誰でもない雫なのじゃないか？」


    「あ、そ、それは……」


    　またも大逆転である。さあ、シーズン３のスタートだ！　


    「家のときもそうだ！　せっかく作ってあげ──」


    「あのー、鳴なる雲くもさん」


    　急に聞こえた声にびくっとした。振り向くとそこには浮う津つがいた。仕事のことで何かあったらということで浮津と宮みや成なりには「あの娘と反省会を庭でやってくる」とは伝えておいた。


    「ああ、どうした浮津？」


    「もう生徒は集団コント作りの続きをやらないといけないので、ちょっとその娘との話し合い終わりそうなら……」


    「あ、ああ！　そうか、そんな時間か」


    「あと、鳴雲さん、家のときって何ですか？」


    　聞かれていた!?　心臓の鼓こ動どうが速くなる。やばい『家のとき』というフレーズは違和感アリアリだろう。


    「家のとき？　そんなこと言ったか？」


    「言ってましたけど」


    「Yearイヤー notノツト Keyキー!　とは言ったかな？　俺おれは鍵かぎじゃないぜヤッホー！　というネタを最終日にはやろうか、といった話はしたかな」


    「あ、そうなんですか」


    　腑ふに落ちたような落ちてないような、何とも言えない顔をしていた浮津だが、目的を思い出したのだろう。とりあえず雫を連れていってくれた。


    「……もう喧けん嘩かとかするなよ」


    　雫はそれには答えず、そのままホテルに入っていった。


    　その二人と入れ違うかたちで宮成が現れた。


    「綺き麗れいな庭ッスね！　こんなところあるんスね。あー……私的にはあの舞台おもしろかったッスよ」


    　私的には、というときは確実に慰なぐさめモードである。そうか。第一声で慰められるのか、僕は。


    「どうした？　集団コント作りはもう終わったのか？」


    「それッス！　俊しゆん兄、言ってた部へ屋や飲みですけど、私と浮う津つはまだユニットコント作りに付き合わなきゃいけないッスよ……だからちょっと厳しいかもッス……」


    「え？　そうなのか？」


    「俊兄の手伝った班は優秀だったッスよ。私のところなんてまだ設定がちゃんと決まっていないッスから……もう煮詰まりすぎて今休憩中ッスよ。ほら」


    　そうやって出されたノートを見たら、


    



    ○設定


    　　桃太郎が火星に行って海賊団になるものの、右手に生き物が宿りそれだけでなく急に十二人の妹が現れ、その妹がこんなにかわいいわけがないのだが、やるゲームは限定ジャンケンで対戦相手はゴキブリで、最後に生き残ったのはスクールアイドルの女子高生九人。


    



    　うん、なるほど。ご愁しゆう傷しよう様さまだ。


    　一応終わったら連絡くれ、と伝えて自分の部屋に向かう。無機質な廊ろう下かを歩きながら先ほどの雫しずくとのやりとりを反はん芻すうする。


    　すると、自分の中で雫に対して一つの懸念があることに気づく。


    　それは、すごく恥ずかしい言い分なんだけど、あいつが僕と漫才をやるのは嬉うれしいはずなのに、やらなかったのは、そこまで僕のことを尊敬していないんじゃないか、ということだ。


    　正義感の塊かたまりのようなところがある雫だ。当然友達のために喧けん嘩かする、それはわかるのだが、ただあれだけはしゃいでたのに、やらないってのは……いったいどういうことなんだろう？


    　あいつの考えがちょっとわからなくなってしまった。


    　まあ理由はそれだけではないのもわかっている。


    　僕も久しぶりの漫才を楽しみにしていたのだ。


    　考えながら歩いていたせいで一度部屋を通り過ぎてしまった。いかんいかん。さ、一人で晩ばん酌しやくして、雫とのネタを少し考えたりしようかな、と思い扉とびらを開ける。


    「やあ、遅かったね鳴なる雲くも」


    　そこには浴衣ゆかた姿の両りよう々りようさんが缶ビールを手にしてソファーに座っていた。


    　ボスを倒したと思ってほっとした瞬間にまたラスト形態のボスが出てきたときのあの感覚。


    「……ここは僕の部屋ですよね。両々さんの部屋は」


    「この階じゃない。最上階のスイートルームというところ？　なのかな」


    「じゃあもうそこでゆっくり飲んでいてくれませんか」


    　そんな言葉は全く聞こえなかったかのようにソファーから立ち上がり、悠然と冷蔵庫の中のビールを取り出す。


    「それ、もともとホテルの備え付けのやつじゃないですか？　それ飲まれると僕に代金請求されるんでやめてほしいんですけど！」


    「おいおい、えらく湿っぽい話をしてくるじゃないか。大丈夫これは私が払うよ。それもそうだよな。君みたいに売れる未来が全くない人間からしたら、こういう無駄遣いをしない節約が日々の生活の一部になっているわけだな」


    　そういう嫌みに持っていく技術半はん端ぱないな本当。


    　プルタブを開けると泡が吹き出し、それを見てケラケラと笑う両りよう々りようさん。だいぶ酔っているな、と思いながら僕は、一番ドア側に近いベッドに腰をかける。


    「そもそもどうやってこの部へ屋やに入ったんですか」


    「岬み下か部べくんに、あいつが落ち込んでいると思うからサプライズで元気を出させたいと言ったら簡単に開けてもらえたよ」


    　そのあたりのセキュリティが甘いのはいかがなものか。現にこうやってとんでもないモンスターが部屋に入ってきているわけですから。


    「しかしこの部屋は誰かと共同で使うのかい？」


    「そうじゃないのに、このベッドの数なんで困ってるんですよ」


    　ふーん、と興味なさげに答えて周りを見渡したと思うと、急に立ち上がりホテルのドアを開けて間にスリッパを入れた。


    「空気が悪いのは君がいるからなのだから、せめて換気くらいしないとね」


    　この人はいったいいくつの刃を持っているのか。斬きられる斬られる。


    「そういえば、君はいつこの世界を辞めるんだい？」


    「辞めませんよ！　何を急に言い出すんですか！」


    　両々さんは定位置に戻るために寝転ぶ。


    「へえ。辞めないの？　なんで？　このままだと売れないよ？　売れない自分がたまらなくいいみたいなドＭな発想でやっているってこと？　人生を使ったＳＭショーなら見み応ごたえあるかもしれないね」


    「とんでもない話の飛躍だ！」


    　ツッコまれるとうししと笑みをこぼす。非常に愛あい嬌きようがあり、それがまた言葉のナイフとのギャップを生んで戸惑ってしまう。


    「でもさ、リアルな話どうするの？」


    　トーンが少し変わるが、いつものにやけ顔なので変なギャップに少しドキドキした。


    「このままだとジリ貧だよね。先が閉じていく未来しか見えないんだけど君の中では何か新たなビジョン的なものってあるのかな？　あったら先が閉じる未来しかないってならないか。どうするの？　とんでもないとんちでもあるの？　このおもしろい虎とらを屛びよう風ぶから出してくださいって感じになるの？」


    「なりません！　……あとビジョンはまあ、今考え中で」


    「考え中！　何？　平成な教育委員会じゃないんだよ？　まだ？　ほら、鳴なる雲くもくんの答え」


    　わざと機械音みたいな声で喋しやべってこちらを見る。僕は自然と目を背そむける。


    　しばしの沈黙。


    「森もり町まちは売れたぜ」


    　その言葉を聞いて眉み間けんのあたりに力が入るのがわかる。


    「まあ別にそれはどうでもいいんだけど。売れる人は売れるし、売れない人は売れない。そんな現実しかないんだけどさ。鳴雲、よく言われるでしょ。なんで森町とのコンビを解散したんだって」


    　当然言われる。言われ続けている。「あんなに相方が売れている絶頂のときになんで解散したんだ」って。普通に考えたらそりゃそうだ。しかし、しかしそれでも僕は解散してよかったと思う。思うようにしている。これが答えなのだから。○か×かはともかく。


    「でも私的には解散してよかったと思っているよ」


    　僕は驚いた。きっと両りよう々りようさんは解散してどうするんだって言うと思っていたからだ。しかしそこから出てくる言葉は何よりも冷たく聞こえた。


    「だって君はコンビを組んでたって、森町の足を引っ張るだけだっただろうからね」


    　頭の中で抑えなきゃいけない感情がはじける音が聞こえた。


    「それって……どういうことですか」


    「そのままだよ。森町が頑張ったらテレビに呼ばれる。コンビならコンビで呼ぼうとなるし、森町がそうお願いするかもしれない。そうなったら君は森町に相方としてよいトスを上げられたのか？」


    「……わからないですけど、きっと上げられてます」


    　怒りに任せて喋ってしまっているのがわかる。両々さんはビールを飲み干してソファーに座り直してこちらを見る。


    「まあ私は上げられないと思っている。そうなったら森町の勢いは多少なりとも落ちる。そうなったらどうしたって君がブレーキになる。それなら解散してよかったってなるよ」


    「……そんなこと、わからないじゃないですか」


    「わかるよ。このあいだ森町と共演したとき、君は何ができた？」


    　僕の手は自然と震ふるえていた。


    「言い返せないだろう？　君は今悔くやしがっているだろう？　今に見とけと思っているだろう？　絶対売れてやると思っているだろう？　ただこれくらいのこと何年やっている？　それなのに君は売れていない。つまり君は今悔しくないのさ。日が経たって忘れるくらいの悔しさなのさ」


    　言いながら両々さんがこちらに近づいてくる。ベッドに座る僕の額ひたいに軽く指を当てる。


    「つまり、君は悔しくもないし、総じてそれは売れないってことだよ」


    　僕は怒りのあまり反射的にその手を払おうとするが、あちらの反射神経のほうが鋭するどかったようでひっこめられ、かすることもなく空くうを切る。


    「おっ。怒ったかな？　これが偽いつわりの怒りってやつだね？」


    　……くそっ。このままだとこの人のペースですべてが進んでいく。頭を冷やすためにも違う話をしなきゃいけない。


    「……生徒に」


    「うん？」


    「生徒に対する受け答え、ずいぶん手加減されていたように感じましたが」


    　そう聞いた両りよう々りようさんは僕の横に座った。


    「手加減？　どうなんだろう？　手加減ね。まあでもあんなもんだろうテレビのときの私は」


    「あれに慣れていないもので、逆に怖いんです」


    　それを聞いた途端ニヨニヨと笑う両々さん。なんだなんだまた悪い顔になって。


    「そうか！　あれで一度鳴なる雲くもと接するのも悪くないかもね」


    「悪いですよ。とにかく気持ち悪い」


    「はははは！　鳴雲からすればそうだね」


    　笑いながら、のけぞるようにベッドに横たわる。持っているビールがこぼれないか不安に思ったが、慣れているのだろう、こぼれた様子はなかった。


    「芸人の卵にはあの厳しさは見せないんですね」


    「芸人の卵!?」


    　本気で驚いたときのトーンとボリュームで両々さんは喋しやべる。目も見開いている。


    「鳴雲？　芸人の卵？　ここに芸人の卵なんかいないよ。卵ってことは受じゆ精せいしたってことだろう？　受精もしてないよ！　骨のありそうなのがいるにはいたけど……まあ、それにしてもほとんどがただの無だよ無！　そんなの相手に本気で喋ってどうするんだ？　テニスも壁打ちで日本一にはなれないだろう？　それだよ！　私は嫌みも皮肉も悪口も中傷もするけど意味のないものにそれはしないよ？」


    　本当に誤解を解くようなトーンで語っているのを見ると、この譲ゆずらない純粋な自分自身が、一流である理由なんだな。つまりは本当に、無む邪じや気きに何も思っていないのだ。


    　それにしても悪口に意味があるってことは、僕のことも考えてあの悪口を言ってくれているってことか。やばい。嬉うれしい。


    「じゃあ僕への嫌みも、僕を伸ばそうとしてくれて言っているんですか？」


    「君への嫌みは私のストレス発散という意味を持っている」


    　ですよねー。いや、一いち縷るの望みに託そうとした自分が恥ずかしいんで、出家しにいってもいいですか。破は戒かい僧そうになると思いますけど。


    「しかし彼らを芸人の卵というなんて君は本当に見る目がないよ」


    　選球眼も芸人の資質なのか。難しいもんだ。そう思っていると両々さんが人さし指を立てる。


    「鳴なる雲くも。君はこの世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思う？」


    　この質問。なかなか簡単そうで難しいやつだ。芸人が集まって飲んでいれば深夜に一度はこんな話になる。現に前、雫しずくにも同じようなことを聞かれた。そのときは礼儀と答えたけど。


    　しかしそのときと今は意味合いが違う。


    　両りよう々りようさんの質問は、常に僕に何かを求めていると思うから。


    「えー……この世界を辞めないこと、とかですか？」


    　やっぱり売れるということに対して必要なのは続けているということだ。辞めたら人は売れない。そう考えるとこのあたりが一番妥当だとは思うのだけど。自信はないけど。ちらりと両々さんを見ると目をつぶって頷うなずいている。おっ、正解だったかな？


    「うん、何か絶対的に違うね。もうそれは典型的で絶望的でもあり圧倒的でもある間違い方だよ。うん、これはもはや誇ってもいいかも、というレベルで間違えたよ」


    　少しでも期待していた自分を、タイムマシンで過去に戻って殴ってやりたい。


    「やっぱり鳴雲はこの世界に向いてないんだよ」


    「やっぱりって何ですか。やっぱりってさ」


    「だから早くこの世界を辞めてさ」


    　その瞬間後ろに力がかかる。ベッドにいた両々さんに引っ張られたのだ。予想外の力の流れにいとも簡単にベッドに倒れる。いつものように笑っている両々さんの顔が急接近していた。


    「私の旦だん那なさんになりなよ」


    「な、何言っているんですか！　からかうのもたいがいにしてください！」


    　僕が目を逸そらそうとするも、いつ缶ビールを手放したのか、両々さんに両手で頰ほほを包まれる。


    「からかう？　何を言っているんだ。からかうにしてもこんな何年もの間求婚しないだろう」


    　そうなのだ。両々さんは飲むと、それも二人きりになると特に（二人以外のときでもやるのだが）こうやって旦那になれと言ってくるのだ。そのノリが何年と続いている。


    「だから何年もそんなふざけたノリでプロポーズしている時点でノリでしょうって！」


    「おいおい、いったいどうしたら信じてくれるんだい」


    　そう言いながら僕の上に乗ってくる両々さん。


    「何しているんですかあなたは！」


    「まだ何もしていない」


    「まだって何ですかまだって！　何かやる予定みたいに言うな！」


    「しゅんにゃん」


    「呼ばれたことないよ！　なんだその甘甘なあだ名！」


    　とりあえずこのマウントを取られている状態をなんとかしたいと思い、両々さんの体を押すものの、艶つやっぽい声を出されてしまい焦あせってしまう。


    「そ、そんな、鳴雲、む、無理に動かすな……！」

  


  [image: ]


  
    「いやらしく言うのやめてください！　降りてください！」


    「そうだ……ね……んっ、終わったら……降りるね……あん」


    「なんでそんな悶もだえながら言うんですか！　終わったらって何がだよ！　降りてくださいよ！　誰かに見られたらどうするんですか！　この状態の説明が難しすぎる！」


    　そう言った瞬間。ドアの付近で何かバサッとビニール袋が落ちるような音が聞こえた。


    　そちらを見ると顔が真っ赤かな浮う津つと、顔が真っ青さおな宮みや成なりがドアを開けて立っていた。


    　えっと、これは、どうしたもんだ？　え？　いや、その前になんでホテルの鍵かぎを開けられたんだ？　そうだ。換気がどうのでドアを開けていたんだ。いや、そんなことは今どうでもいい。この状態をなんとか説明しなければ。


    「あ、あの、これはだな……えっと……その、あのだな、これは、えっと……」


    　うん、やっぱり説明が難しすぎる。


    「ふ、ふ、ふ、不潔ッスよー!!!!!!!!　は、は、離れるッス─────!![image: ]」


    　宮成はそう叫んだかと思うとベッドに寄ってきて両りよう々りようさんを僕から引き離してくれた。


    「そ、そ、そ、そういう関係だとは思わなかったッスというか、べ、べ、べ、別に動揺しているわけじゃないッスが、せ、せ、せめてドアくらいし、し、閉めて、おこ、おこ、行おこなってほしかったッス、ッス、ッス！」


    　これを動揺していないというなら、動揺したときの宮成はいったいどうなるというのだ。語尾を嚙かむという人間を初めて見た気がする。しかしこの事件の首しゆ謀ぼう者しやの両りよう々りようさんはその様を見て笑っているだけで否定もしてくれない。思わせぶりな笑え顔がおほど罪なものはない。


    「さて、じゃあ私は行くとするか」


    「ちょっと！　この説明を放棄して帰るんですか！」


    「宮みや成なり嬢は君から説明してほしいはずさ」


    　いや絶対にどっちからの説明でもいいだろそんなもの。同じ事実を喋しやべるだけなんだから！


    　両々さんは寝転がっていたベッドからひょいと立ち上がり、僕の耳元に口を持ってくる。


    「さっきの質問。また合宿の最終日に聞くから、そのときは正解出してくれないと君を旦だん那なにするために──」


    　ごくり、と唾つばを飲む音が聞こえ、鳥とり肌はだが立つ。


    「今度は実力行こう使ししてしまうかもね」


    　言い終わるとまたコロコロと笑い、何事もなかったかのように部へ屋やを出ていった。


    　いったい実力行使とはどういう意味なのか。なんてことを考える前に宮成の錯さく乱らんっぷりと浮う津つののぼせっぷりが視界に入り、目の前の問題を片づけることに尽じん力りよくすることにした。

  


  
    



    　　　第三章　欺ぎ瞞まんディボーション


    



    　瞼まぶたがゆっくりと開く。ふと視界に見知らぬ景け色しき。


    　僕、鳴なる雲くも俊しゆん史じはまどろみながらもこの部屋にいる理由を考える。なんでこんなところにいるんだったっけ……そうだ、合宿に来てたん──。


    「……時間っ！」


    　急いでスマホの時計を見る。七時四十分。たしか今日きようの集合時間は九時だったから、遅刻はしていない。いやあ、よかった！


    　しかしちょっとだけ早起きしてしまったな。ホテルの朝食を食べにいこうかなと思ったけど、胃からこみ上げる酸っぱいモノとの兼ね合いから考えると、何か食べるのは難しいミッションだ。となるともうちょっとだけ二度寝するべきだなと布ふ団とんに体を沈めようとしたとき、隣の布団が膨ふくらんでいるのに気づく。


    「ん？　なんだ？」


    　なにも考えずに布団をめくると、。そこには浴衣ゆかた姿の宮成がいた。


    「え!?　なんで宮成が寝てるんだ？」


    　昨日きのうの記憶を辿たどろうとするも、いかんせん両々さんが帰ってから、逆上している宮成に対して、弁解兼飲み会を浮う津つを交えて始めたところまでの記憶しか出てこない。なんとか記憶を取り戻そうと尽じん力りよくするも、目の前に浴衣ゆかたからはみでようとしている恐ろしいほど大きな球体二つに目がいってしまっていて集中力が欠けているのも事実だ。


    　いやそれはともかく、あの後いったいどんな感じの飲み会だったらこうなるのか。


    　へ、変なことはやってない……よな。


    「ん……」


    　横の宮みや成なりが目を擦こすりながら、だるそうに目を開け、僕と目が合う。


    「なんだ、俊しゆん兄ッスか……」


    　そう言い、がばっと抱きついてくる。二つの膨ふくらみが僕の体に当てられる。いや、これはその、なんて嬉うれしい展開なんだろう。いいのかしらこれ。あ、や、柔やわらかい……。


    「いや、あの、宮成、あのさ」


    「何ッスか～？　俊兄～」


    　そこからの沈黙の後、宮成はとんでもない速度で立ち上がり、部へ屋やの端まで飛んでいった。


    「[image: ]‰※[image: ]‰※∀※!![image: ]？？？？？？？？」


    　全然日本語に聞こえないうめき声を発しながら、窓のカーテンにくるまる宮成。その表情からは戸惑いしか見えない、といった感じだ。


    　とりあえず誤解を解かなきゃいけないよな。……誤解であるはずだと思うのだが。


    「や、や、やめてほしいッス──[image: ]　な、な、何をしたッスか！　こ、こ、こういうのは順序を踏んでほしかったッスよ！」


    「いや、順序ってお前」


    「あ！　ち、違うッスよ！　順序を踏んだらＯＫとかそういうことじゃないッスから！」


    　首と両手を大きく振りながらバタバタしている。顔には異常に汗をかいているが、いやいや、そんなに否定しなくても。なんか男として寂しいような。


    「とりあえず後輩であるお前相手にこんなこと言うのも癪しやくだけど、別に何もやってないから」


    「……本当ッスか？」


    　カーテンから顔だけ出して、こちらに疑いの目を向けている。目もよく見ると涙目になっている。


    　とりあえず何もなかったことを伝えないと。……本当に何もなかったよな？　確固たる自信はないが、まあ大丈夫と言い切るしかないか。


    「本当だ。何もするわけない」


    「……それはそれで寂しいッスけど」


    「じゃあ、どうすりゃよかったんだよ！」


    　その声に呼応するように視界の端で動いているものを見つける。そちらを見ると寝ぼけ眼まなこの浮津が一番奥のベッドから起き上がってきた。


    「あ、おはようございます……」


    　浮う津つもここで寝ていたのか。ということはこれ自体がアリバイになって、昨日きのうの夜の潔白につながるなと思った瞬間。　


    「う、浮津も!?　……三人でいったいどんないかがわしいことやったっスか───！」


    　早起きは三文の得ではない説が誕生した、と思った。


    



    　ありがたいことに昨日の夜のことを浮津は覚えているらしく、話を聞いているうちに断片的ではあるが記憶が戻ってきた。


    　　　　※


    「さ！　いっぱい飲むッスよ！」


    「宮みや成なりさん、ちょっと飲むペースが速いですよ」


    「浮津！　先輩二人がちちくりあってたってのに飲まないわけにはいかないッスよ！」


    「ちちくりあってないって！」


    　　　　※


    「浮津ー、私と両りよう々りようさんの違いは何ッスかー」


    「違い、ですか……いろいろ違うとは思うんですけど……ちょ、ちょっと！　缶ビール一気に飲まないでください！　飲みすぎですよ宮成さん！」


    「何ッスか！　私に口ごたえするッスか！」


    「ちょ、ちょっと体の距離が近いです……あの、その……」


    「何ッスか！　男ならそのあたりスパッと言ったほうがいいッスよ！　誰かさんみたいに噓うそをごにょごにょ言うよりは！」


    「なんで僕のほうを見てるんだよ……」


    「じゃあ、あの、胸がもう、すごく当たっているので……」


    「減るもんじゃないからいいッス！」


    「えー!?」


    「むしろ揉もまれれば増えるもんッス！　挑戦してみるッスか！」


    「し、しませんよ！」


    　　　　※


    「決めたッス！　私は明日あしたから黒髪にしてサラシを巻いて生活するッス！」


    「宮成さん、もう黙ってください！　あとそのベッドはもう鳴なる雲くもさんが横になってますから部へ屋やに戻りましょう！」


    「何言っているッスか！　こんなにベッドがある部屋なら寝ても大丈夫ッス！」


    「じゃあなんで同じベッドに入ろうとしているんですか！　こんなにベッド余っているのに！」


    「え？　……たしかにベッドが十二個あるッスね」


    「残り三つです！　目が回っているじゃないですか！」　　


    　　　　※


    　なるほど。とにかく悪酔いした宮みや成なりが僕と浮う津つに絡んでいたんだな。思い当たるところがあり恥ずかしいのか、宮成は布ふ団とんをかぶって姿を見せようとしない。


    「浮津の記憶が残っててよかったよ」


    　僕はほっと胸を撫なで下ろす。基本的にこういうとき「絶対大丈夫、何もなかった」と言い切れないのが男の子なのだから。


    　ほっとして、ふとベッドの横のデジタル時計に目をやる。


    「え？　もう八時半前か」


    　とりあえず僕は準備をするために二人を部へ屋やから追い払い、シャワーを浴びた。気合いを入れなきゃいけない。


    　今日きようもまた両りよう々りようさんのあの言葉責めに付き合わなくちゃいけないんだから。


    



    「帰った!?」


    　厨ちゆう房ぼうの隅に作られた簡易な控え室で、もなかの言葉を聞いて僕はびっくりしてしまった。


    「ええ。両々さんは今日東京で仕事だから帰ったわよ。また最終日の昼過ぎには来るんだけどね。ちなみに今日の両々さんのスケジュール聞く？　まず朝、テレビの生放送から始まって、昼から夕方にかけて特番収録とラジオの生放送、劇場出番を終えてまたテレビの特番……」


    　もう聞いているだけで頭が痛くなる仕事の詰め方だ。正直今聞いただけで僕の一週間の仕事量より多い。


    『おいおい、いったい誰と誰を比べてるんだい？　そりゃ仕事量も才能もスタンスもルックスも全部君なんかと全然違うよ。月とスッポン、いや月と無だね。形や概がい念ねんすら違う別のものさ』


    　と言っている両々さんの悪態の想像がついた。結局はいてもいなくても一緒ということか。もはや亡霊レベルの存在だ。


    「両々さんの悪口が聞けなくて寂しい？」


    「寂しいわけないだろう。あれが聞けなくて寂しい人間なんてドＭだけだろう」


    「まあ、両々さんもあんたのことを思って言ってくれているんだからさ」


    　もなかが心配している顔でそんなことを言ってくるもんだから、本当にこいつはちゃんと僕を見てくれているんだなあと嬉うれしく思う。ただあの悪口を、僕のことを思って言っていると思うには僕は汚れすぎたかもしれないなあ。


    「わかってるよ。そういや今日の僕らのスケジュールってどんな感じなんだ？」


    「ああそうね、今日はそんなに大変じゃないわよ。通常のネタ見せの批評が午前中あって、午後は野外授業と、夕食後もまたネタ見せ、それと即興コンビの人たち用に打ち合わせ時間といったところかな」


    　即席コンビのことを聞いて肩が重くなる。また雫しずくが暴走したりしないだろうか。もはやこれはやむなくやったソットジー岡おか田だのモノマネがスベったというトラウマ発動でしょうか……。


    「それじゃあもう全員集まってるから、進行よろしくね」


    　もなかは生徒がいる大広間に入っていった。


    　まずはネタ見せの授業があるということを伝えるだけだ。進行もクソも関係ない。……いやこれ僕がやる必要あるか？　まあ仕方ないけど。


    　ネタ見せというのは、講師が生徒のネタを見て、もう少しこうしたほうがいいんじゃないか、ここはとてもよいなどの意見をもらえるという授業だ。しかし今回のネタ見せの授業は少し違っているらしく、今回は何人も講師の作家さんがいて、ネタを好きな人に好きなタイミングで見てもらえるという授業らしい。


    　どうやらそれで人気がなかった作家さんは、次回の合宿には来られないかもという、作家さんにもプレッシャーがあるというシステムのようだ。


    　今回は僕、宮みや成なり、浮う津つがネタを作家さんと一緒に見て、それを評さないといけないらしい。漫才やコントで何か結果を残しているならまだしも、こんな一いつ介かいのピン芸人に（ちょっと前までピンネタもなかった）そんな大それたことができるか、なんて思っているので不安に感じてしまう。


    　そんなことを思いながら壇上へ。両りよう々りようさんのときと違い、僕が上がることで静かになるなんてことはなく、ざわざわが少し収まったかなくらいだ。


    「おはよう。今日きようは午前中はネタ見せの授業になります。しかしいつものネタ見せと違うのは君たちがネタを見て欲しい講師を選べます。それと、通常の授業では講師だけのダメ出しになりますが、今回は僕、宮成、浮津の三人も講師の横でダメ出しや感想を言ったりします」


    　紙に書いてあることを淡々と読む。自分は何も感想なんて言うつもりがないからなおさら淡々としているだろうな。


    「何か質問ある人いますか？」


    　金髪の彼が手を挙げた。もう何度目だよ！　いや、もう逆にすごいよそのポテンシャル。


    「ああ、どうした金髪の君。なんだい？」


    「さっき授業見てくれる先輩は宮成さんと浮津さんとか、って言ってましたけど」


    　そうか、僕は入ってないことになっているね。こいつやっぱりイジってくるね。


    「両々さんにネタ見てもらいたいんですけど、どうすればいいっすか？」


    「あ、そうかそうか。知らないんだね。両々さんは朝一で東京に帰ったんだよ。だから見てもらうことはちょっとできないかなあ」


    　それを聞くとざわざわと騒ぎ始める生徒たち。影響力すごいな、さすが両々さん。


    「はいざわざわしないー。まあちゃんとほかにも芸人はいるからね」


    　まあランクが違うわな、と自分でも思いながら生徒に言葉を投げる。すると金髪の彼はまたも半笑いで僕を見ていた。


    「えー、でもネタ見てもらうの、売れてない鳴なる雲くもさんじゃなー」


    　こいつすごいな。もう単純に尊敬だわ。こんな奴やついるのか現実に。いやわかるよ。僕もそういう『テレビに出ていない先輩はおもしろくない』って思っているときあったよ。それはわかるんだよ。それにしてもこんなにかぶせてくるもんかねこれ。そんなにナメられるもんなのかね先輩ってのは。両りよう々りようさん、どうしたもんですかこれは。


    　かといって今の僕の心は〝怒り〟という感情ではないのも事実なんだよな。でも厳しくあたれって最初に言われてたしなあ。怒ったほうがいいのかなあ。


    「先輩をバカにしすぎだよ！　いいかげんにして！」


    　一人の女の子が立ち上がる。みんなが一斉にそっちを見る。僕は誰かすぐわかった。


    「なんだまたお前かよ」


    「それはこっちの台詞せりふだよ！」


    　あいつ、喧けん嘩かはするなって言ったのに！　


    　僕は金髪くんよりも、約束を守ろうとしない雫しずくに対してイライラがたまっているような気がした。周りの生徒も急に始まった喧嘩に対して、初日みたいなドッキリなのか本気なのかわからず戸惑っている。


    「おい、お前ら──」


    「待ちなさい」


    　端正な、それでいて力強い声が聞こえる。声のほうを向くと初老の男性が立っていた。


    「学長！」


    　僕のその言葉に追つい随ずいするように全員が挨あい拶さつをする。湖こ西にし学長はゆっくり歩いて、壇上まで登ると、僕が持っていたマイクを取る。


    「すまんね急に現れて。白しら樺かばくんと入れ違いでこの現場に来たのでね、挨拶のタイミングがなかなかなかった。すまない」


    　優しいトーンで会話を進める湖西学長。


    「この合宿は、いろんな面から生なまの現場を見られるようにと考えている。生の先輩、生のスタッフ、生のバラエティ体験、生の同期との交流。いろんなものが君たちを刺激し、それがよりよいスパイラルを生んでくれると信じている」


    　学長は息をすっと吐いた。


    「だけどね、優しい先輩に甘えてばかりではいけないよ。誰かをイジる、それはこの世界にとってとても大事なことだ。だがそのイジりには愛がなくちゃいけない。ただ純粋に馬ば鹿かにするのはイジりなんかではない。それくらいは皆さんわかるね」


    　なるほど。……僕は愛がなくイジられたってことですね。わかってたけど落ち込むわー。


    「イジるなとは言わない。ただ先輩をイジるなら覚悟しなきゃいけない部分があると思ってくれ。そこの君」


    　金髪を指さす学長。


    「君は先輩をイジったことによって、どの先輩も同じようにイジらなきゃいけないことになる、わかるかい？　キャラクターとはつけるものではなく、自分自身が取った行動についていくものだ。つまりは君たちがとる行動すべてが君たち自身のパッケージになるんだと思いなさい。責任。それをはきちがえないように」


    「……わかりました」


    　金髪くんもおとなしく返事をするだけに留とどまった。


    「そして、止めようとしてくれていた君」


    　雫しずくが、私？　という顔で学長を見ている。


    「君の正義感はとても頼もしくて素晴らしかったよ。しかしね、こういうみんなと集団行動を行おこなっているときには、自分の感情のまま突き進む以外の道もあると思ってほしいんだ」


    「でも先輩を馬ば鹿かに──」


    「たとえばこういう空気に変わってしまった現場で君は笑いを取れるかい？」


    　学長の静かな声にみんな耳を傾けている。


    「君はお笑い芸人になるんだろう？　いくら感情がヒートアップしても、どんな怒り、悲しみでも笑いに変えないとプロって言えないんじゃないかな？」


    　その言葉を聞いて、はっとした顔をしている雫。


    「本当ですね！　怒っている、悲しんでいるときにそれを笑いに変えるのがプロですもんね！　ありがとうございます！」


    　それを聞いた湖こ西にし学長は生徒全体に目をやる。


    「うん、後大事なことを君たち全員に伝えるね。今言っていたプロとかいろいろ考え方はあるだろうけど、本来の意味を忘れないで欲しい。僕たち芸人は人を笑え顔がおにすることをしたくてこの世界に入っていると。いろんなことを思いながらも、楽しんで自分も笑顔になれるようなことをずっと考えてて欲しい。じゃあ私からは以上です。それじゃあ授業に戻って」


    　そう言うと学長はまたゆっくり大広間の後ろに戻った。


    　その一言で大広間の生徒はネタ合わせのために、バラバラと散っていった。僕は湖西学長に挨あい拶さつをしにいく。


    「お疲れ様です！」


    「ああ、鳴なる雲くもくん、おはよう。久しぶりだね」


    「はい！　おかげさまで元気にやらせてもらっています。学長もお元気そうで」


    　そう言うと学長は微笑ほほえんだ。


    「現役を退しりぞいたのに元気ってことはありませんよ、なんてこと言ってギャグにもならないね。まあぼちぼちやっているよ。けっこうやんちゃな生徒もいるけど、君ならいろんなことを生徒に伝えることができるはずだよ。よろしくね」


    　学長のしっかりした礼に対して、僕も鼻と太ももがくっつくくらいの礼をした。


    「じゃあ私は学長として顔を出しただけだから」と言って学長は立ち上がる。


    「あっ、あと森もり町まちくんとの解散の件、非常に残念です」


    「…………はい」


    「今からでも組み直したほうがいいと私は思うよ」


    　その言葉を残し、帰る学長に、僕は何も言えずもう一度無言でお辞じ儀ぎをした。


    　覆ふく水すい盆ぼんに返らずですよ、なんて思いながら。


    



    　ネタ見せの授業。僕が一緒に見る担当作家は榎えのき津づだった。


    「榎津でよかったよ。ほかの作家さんはよく知らないからさ」


    「僕も先輩で助かります。僕が言うイヤなことに何かしらフォロー入れてくれるでしょうし」


    「あの金髪の子以外にはな」


    　榎津はおでこに手を当て、あちゃーという顔をした。


    「本当にすみません、まさかあんなに絡むとは」


    「いやいいよ。榎津のとんがり方はあんなもんじゃなかったしな」


    「もうそれ言わないでくださいって」　


    　榎津は今でこそこんなに喋しやべりやすいが、昔は「俺おれこそ一番おもしろいですから」と周りと慣れ合うのを嫌がっていたタイプの芸人だった。


    　まあ、僕も人のことは言えない。そして森町もそうだ。


    　つまり現実に一度も負けていない若者は往々にしてそうだという話。


    「じゃあ一組目呼びますね」


    　榎津はそう言うと、部へ屋やのドアを開けて生徒にも授業の始まりを伝えた。するとパシッとしたお揃そろいのスーツを着た二人が姿勢よく入ってきた。


    「おはようございます！　東京ＧＢＳの『モーニングコール』と言います！　本日は漫才させていただきます！　よろしくお願いします！」


    　礼儀の正しさにビックリする。


    「榎津、こんなに今の生徒はしっかりしてるのか」


    「まあ教え込まれていますからね」


    　じゃあなんであの金髪は僕に厳しいのか。簡単な話だ。僕という芸人が売れていないという部分を見ているから。ちぇっ。見るなよ。


    　そして威勢のいい二人はダミーのセンターマイクを置いた。


    「はいどうも──!!　『モーニングコール』ですよろしくお願いします」


    「いやあ、しかし彼女が欲しいんですよ」


    「そうですね」


    「でも好きな子を電話でどう誘えばいいかわからなくて」


    「ああ、じゃあやってみましょうか。あなた電話してきて。僕、中華料理屋の店長やるから」


    「え？　何言ってるの？」


    「はいチャーハンできたよ！　ちょっと林はやしさん！　スープついで十五番席持ってって！　チャイマナさん何電話してるの！　今忙しいんだから！　ラーメンオーダー通ってる！　はい餃ギヨー子ザ五人前上がっているよ！」


    「誰やってるんだよ！　相手の女の子やってくれよ！」


    　トップバッターの漫才を見て僕は驚く。ものすごく達者に漫才ができているのだ。僕らが学生のときはこんなにちゃんと漫才、というものができていた人間はほぼいなかったというのに。生徒のレベル上がってる！　僕らが今年の生徒として入ってたらかなり落ちこぼれていたんじゃないだろうか。というくらい漫才がうまい。この子たちだけかな？　どうなのかな？


    　そんなことを考えている間に漫才が終わった。


    「はいありがとうー、じゃあね……」


    　榎えのき津づが自分のノートに書いた、気になったであろう点を見ながらダメ出しが始まる。


    「テンポはいいし練習量がちゃんとわかるから、もうちょっとボケ一つ一つを精査していくべきかな。あと彼女欲しいみたいなネタはたくさんあるから、同じ内容にしても切り口を一つ変える、彼女をもう一人欲しいんですよ、なんて入りとかにしてもおもしろいかもしれないね」


    「「はい！」」


    　二人は真ま面じ目めに、榎津が言っていることをポケットに入れていたメモ帳に書き出している。すごいなこれ。僕らの期でこんな真面目な感じで授業受けていたのは一人もいなかったわ。


    「で、鳴なる雲くもさんいかがですか？」


    　そうだ、これは僕も授業に参加するんだった。え？　でも何言えばいいのこれ？


    「え？　えー、そうね、うん、あの、練習はどれくらいするの？」


    「毎日二時間くらいですかね」


    「二時間！　すごいね。…………以上です」


    「鳴雲さん！　もっとあるでしょう！　有望な若者に何か言うことが！」


    　そうはいっても言うことなんてないよこんなに上手だったら。もう絶対下へ手ただもんこっちのほうがもうー。


    「えー……解散せず頑張ってください」


    　これが僕が言えるアドバイスの限界のような気がした。


    



    　一組目のコンビが終わると、二組目が入ってくる。その子たちも当然のように大きな声で挨あい拶さつをして、上手な漫才を見せてくれる。


    　そんな生徒たちに僕が言えることなんて限られていた。


    「うん、稽けい古こ量が見えてすごいね」


    「テンポが気持ちよかったね」


    「お笑いとというよりもはや音楽だね、意味こそわからないけどね」


    「いやあ、僕が入る隙すきないね！　そもそも入らなくていいしね！」


    「服がいいね！」


    　もう褒ほめているのか何なのか、自分でもわからないゾーンに突入しているなという感覚には陥おちいっていたが、それしか本当に言うことがないのだ。


    　なんとか十組程度終わってからいったん休憩をとることになった。


    　気疲れでゼエゼエ言いそうな僕と対照的に、缶コーヒーを買ってきた榎えのき津づはそれが当たり前かのようなケロッとした顔をしている。


    「お前……作家って職業は大変だな」


    「はははっ。いやこんなものは慣れですよ慣れ。慣れればすべてどうってことないですから」


    「そんなもんかね。しかし最近の若い子って全員漫才がうまいね」


    　飲んでた缶コーヒーを机に置き、間をつくる榎津の顔は少し悲しそうだった。


    「そうですね・・・・・・逆にいえば、漫才うまい以外ないんですけどね」


    　そうなのだ。漫才は確実にうまい。


    　だが、それしか褒めるところがないような気がする。


    「みんな、基礎ができすぎているんです。テレビで漫才、コントの最高峰のコンテストを見てきて、ネタのテンポというものもわかっているし、その漫才やコントに憧あこがれてこの世界に入ってきたからその形はできる。だからこそみんな上手で、どこか見たことあるような気がするネタが多くなるんでしょうね」


    　僕らも上の人からすればそうだったんでしょうけど、と独りごちて榎津はまたコーヒーを飲む。そのあたりは難しい問題だ。だからこそこうやって講師が教えることに意味があったりするんだろうけど。


    「さあ、まだまだ生徒はいますからね。休憩終わりましょうか」


    「ちなみにあと何組くらいいるの？」


    「んー、五十組くらいじゃないですかね」


    　先の長さにぞっとして、めまいがしてきた。


    



    　しかしこうやって一日で何組も何組もお笑いのネタを見ていると、いろいろなコンビがいるもんだなと思う。僕はネタについて言えない分途中から、その生徒の話をちゃんと聞くようにしてみた。するといろいろなおもしろい話が聞けた。


    　たとえば男装女子とアイドルオタクの男の子のコンビだ。聞けば男装女子は男装喫茶でバイトをしていて、さらにそこでＮナンバーO.１を取り、男装雑誌のグラビアなども飾る現役のプロモデルらしい。


    「そんな売れっ子がなんでお笑いを？」


    「今一番テレビに出ているモデルさんって誰か考えたんです。するとバラエティでボケもツッコミもできる人だったんです。そう考えるとこれから先、絶対モデルにもお笑いの要素が必要になってくる、だからこうやってお笑いの学校でいろいろ学ぼうと思ったんです」


    　学生時代にそんな分析して物事を考えたこと一度もなかったわ。どうやったら安く焼き肉食べられるかしか考えてなかったわ。


    「なんで相方をアイドルオタクにしたの？」


    「きっと私はモデルの仕事も執事喫茶の仕事もするだろうから、私がいなくても一人で仕事がもらえるようなキャラが立った相方を探していたんです。そしたら彼が見つかって」


    「うぷぷぷぷぷ。アイドルグループのラムレーズンのことならお任せあれ。はるきゃん推おしでありますぞぷぷうっぷぷぷぷぷぷぷ」


    　相方の個性がすごく爆発しているなあ。ちなみに推しメンは違えど、僕も大好きなラムレーズン好きということでゆかちんのことを聞いてみたら「ん～、まあゆかちんは、かわいいのはかわいいですが～、あくまではるきゃんの引き立て役ですからな～」とか言い出したので強制終了してもらった。よかったね、僕が空手とかやってなくて。目の前に鈍どん器きとかがなくて。


    　しかし相方の癖くせの強さはともかく、なんてクレバーかつ将来を見み据すえた考え方だ。どこかの金髪に爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてあげたい。いや、彼が悪いわけではなくてね。時代が変わったという証しよう拠こなのだろう。


    　ほかにも男一人、女二人の三角関係漫才をするトリオもいて、ずっと三角関係というのを推しているネタをやっていた。


    「僕がツッコミのたかしです」


    「私がボケで、何よりもたかしにツッコませるみゆきです」


    「そう聞くと下ネタみたいになるからやめてね」


    「で、私はたかしの恋人担当のりなです」


    「ちょっと！　恋人は私よ！」


    「あんた自分でボケ担当って言ったでしょ！　恋人担当は私！」


    「何よこの泥棒猫！」


    「言ったわね！」


    　こんな漫才が続く。これには面食らった。ボケとかツッコミなんてジャンルはとうに捨てている。女二人で彼氏を取り合うだけというだけの設定。


    　なんでそういう設定でやっているのかと聞くと実際に三角関係なのだという。めちゃくちゃおもしろいじゃん。なんとか解散せずにやってほしいものだ。


    　ほかにも、別々にＧＢＳに入った双子が、入学式で「兄貴！」「弟！」と気づいて結成、みたいなコンビや、弁護士免許取って弁護士をしながらもＧＢＳに通っている奴やつ、ハーバード大学出身で柔道の関東大会でも優勝して、実家が金持ちのイケメンという、どこをどう切っても完かん璧ぺき超人みたいなやつがいたりした。


    　もうキャラの宝庫という単語では収まらないメンツ。


    　それくらいお笑いの世界には魅力があるのだろうか。魅力があるのはわかるよ。でも。


    　なかなか売れないと思うけど。この中のほとんどが辞めてしまうんだけど。


    　いったい何が足りないのか。何が必要なのか、なんて思うと昨日きのうの質問がリフレインする。


    『君はこの世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思う？』


    　両りよう々りようさん。その答えを知っているなら彼らに授業のときに教えてあげましょうよ。


    　いまだに答えは出ない。


    



    「じゃあ次のコンビ」


    　ドアから入ってきたのは伊い織おりちゃんと雪ゆき音ねちゃんのコンビだった。


    「「よろしくお願いします。東京ＧＢＳのアイボリーです。漫才やります」」


    「あのな、今度パソコン買おうと思ってるねんけど、ちょっと悩んでて」


    「あら、何に悩んでるの？」


    「種類どれがいいかな、と思って」


    「なるほど。それは難しいわね」


    「どれがいい？　ウインドウズかマックか」


    「一長一短だものね」


    「もしくは寺てら沢さわか。いやあ高い買い物だから難しいねん」


    「ちょ、ちょっと待って」


    「何？」


    「えーと。ウインドウズ、マック」


    「うん」


    「寺沢」


    「うん、それでどれがいいか悩んでるねんけど」


    「いやだから待って！　……テラサワって私知らないんだけど」


    「え？　知らんの？　なんやあまりパソコン詳しくないねんな」


    「そうなのかしら？　ちょっと私の勉強不足なのかしら」


    「手書きがいいな♪　寺沢」


    「その歌は何？」


    「寺沢のＣＭソングやん！」


    「そうなの？　聞いたことないし、なんでそのＣＭは手書きがいいってパソコンを否定するような歌を歌っているの？」


    「ほんまに知らんの？　じゃあｉＰａｄアイパツドは」


    「知ってる」


    「ＭａｃＢｏｏｋマツクブツクは」


    「知ってる」


    「寺てら沢さわは」


    「知らない」


    「なんでやねん！」


    「うん、こっちもそう叫びたいのよ。ちょっとわけがわからないにもほどがあるわ」


    「え？　じゃあウインドウズはビル・ゲイツやんな」


    「うん、それはわかる」


    「マックはスティーブ・ジョブズ」


    「それもわかる」


    「じゃあ寺沢は？　せーの奥おく中なか海え老び右衛え門もん」


    「知らないってば！　せーのから言えるわけないし。テラサワさんが作ったんじゃないんだってことにもびっくりしているし。あと名前から老舗しにせっぽい感じもしてきたし」


    　うん、ほかのコンビでも感じていた漫才のうまさもありつつ、切り口で勝負している感じがしてとんでもない好感蝕だ。ウケるネタは、ある程度のレベルまでいけば誰でもできる。そこにオリジナリティを入れなきゃ意味がない。自分たち以外がやってもウケるネタなんてやっている意味がない。そう思える段階はだいぶ先になるとは思うのだが、それにしても今の時点でこの感覚を持っていれば素晴らしいなと思う。


    　それだけでなく、それを気持ちよく昇華できるかどうかがミソで。こんなタイプの冒険的なネタは、絶対的にツッコミの腕に負担がかかる。押して引いてを繰り返しながらお客さんとの温度を近づけないといけないのだ。


    　そう考えるとやはり伊い織おりちゃんは素晴らしい才能の持ち主なのだろう。


    「もうそんなに寺沢のこと知らんねやったら寺沢買わへんわ！」


    「うん、たぶんそのほうがいいわよ」


    「じゃあ、パソコンは豊ほう作さくを買うわ」


    「それも知らない！　もういいわ」


    　二人で礼をして漫才の終了を伝える。いやよかったよ、どうだったよ榎えのき津づよ。


    「うん、いいと思います」


    　ね？　そうだろうそうだろう！　褒ほめる榎津の声を聞いて、僕知り合いだからな、と威張りたくなるが、榎津のほうが講師で何回も見ているだろうから詳しいと気づき恥ずかしくなる。


    「もうちょっと漫才のボケの部分をわかりやすくする作業はやったほうがいいかもだけど、単純におもしろかったと思います」


    　だろうだろう榎えのき津づよ。僕もそう思ったもの。


    「細かいところはどうですか？　何か気になったところがあれば教えてください」


    　伊い織おりちゃん、いいねいいね。お兄さんは気持ちいいよ。そう、お笑いなんて聞いたもの勝ちだし、気づいたもの勝ちなエスポワール状態なんだからどんどん聞こう。


    「うーん、あまりないけど……まあ強いて言うなら、ボケの君がもうちょっとボケっぽくないくらいでもいいのかもしれないけどね」


    　それを聞いて首を傾かしげる雪ゆき音ねちゃん。そらそうだ。ボケなのにボケっぽくないほうがいいと言われるなんて心外レベルを越して何言っているかわからない状態になるかもしれない。


    「それは……ボケが合ってないってことですか？」


    「うーん、そうじゃなくて、まあつまりはボケまっせ、というテンションだとお客さんもいったいどんなボケをするんだろうと構えてしまうよね。もっと自然なフォームでボケるとお客さんが構えてない分笑いにつながりやすいってことを言っているんだよ」


    　なるほど。榎津いいこと言うなあ。わかりやすい言い方しているし。これは伝わるよね。


    「ってことは、この関西弁があかんねやろか」


    　いや、伝わってなかったね。そういうことではないよね。ただエセ関西弁であることは関東出身の僕ですらわかるので、多少の修正は必要なのかもしれないけど。


    「伊織はちゃんとできているのに、うちができてへんってことを言ってはったんですよね？」


    「いや、そうではないよ」


    「あ、また関西弁出てもうてる！　すんまへん！　あ、また出た！」


    「いや、関西弁はいいんだよ別に」


    　放っておいたらこのノリは一生続くだろう。


    「ってところかな。鳴なる雲くもさん、何かありますか？」


    「えー、よかったので、そのセンスを伸ばしてください」


    「はい、ということでまた頑張ってください」


    　ちょっと榎津、僕のコメントに何か期待するの諦あきらめてない？


    　見ると、部へ屋やを出るときに雪音ちゃんは肩を落としているように見えたが大丈夫だろうか。批判や悪口を直接的に受け止めやすい人なんだろうなあ。エゴサーチしないほうがいいタイプ。


    「これで午前中のネタ見せはほぼ終わりましたよ。あと一組ですね」


    　目頭をマッサージしながら榎津は言った。


    「そうなのか。けっこう長かったな……にしてもあの金髪、本当に来ないな」


    「そりゃ来ないでしょ。ほかでもネタ見せやっているんだからわざわざあんなに喧けん嘩か売っていた鳴雲さんのところに来るわけがない」


    　来てまた悪口言われるのも、いつか『こんな生徒に絡まれたんですよー』というエピソードにもなるし、おもしろいかなと思っていたのに。……いや、強がっているだけだな。来られたら元気なくなるわ。来なくてよかった。


    「次は……あ、こいつか」


    　少し鬱うつ陶とうしそうに、それでいて嬉うれしそうに頭を搔かく榎えのき津づ。


    「こいつは……まあ昨日きのう大変だったから知っているでしょうけど──」


    　榎津の声を遮さえぎるようにドアが力強く開く。音の先に視線をやると、そこにはダブルピースの美少女が立っていた。


    



    　　　　∀　　　　　∀　　　　　∀


    



    　さて！　ようやく私の番だ！　佐さ雨さめ屋や雫しずくの渾身のネタを見せる時間が！　ドアを開けると榎津さんと鳴なる雲くもさんがこちらを見ている。ワクワクしている！　なにせ鳴雲さんにネタを見てもらえるわけだからね！


    「佐雨屋雫です！　よろしくお願いしますっ！」


    　鳴雲さんが「元気だな」と、ぼそっと呟つぶやいた。


    　そりゃそうですよ！　憧あこがれの人にネタを見てもらうわけですからねっ！　


    「じゃあ佐雨屋、準備でき次第いつでも始めて」


    「はいっ！」


    　私は持ってきたスケッチブックを譜面台に置く。


    「佐雨屋雫、ネタやります！　いやあ、みなさん最近言葉がとげとげしくなったと思いませんか？　ネットにしてもどの言葉も人を傷つけるためにある酷ひどい言葉が多いです。だからそのあたりマイルドにしていきませんか？　たとえば『オタク』という言葉、これは悪く取られるときもあるので、こちらを『知識人』という言葉にしましょう。『友達いない』じゃなくて、『一人でも生きられる強い人間』、こう言いましょう。『歌が下へ手た』じゃなくて『ハモるのうまそう』にしましょう」


    　二人を見ると、少しびっくりした顔をしながらも口元は笑っているように見える。


    「ほかも『しつこい』じゃなくて『チャレンジ精神旺盛』と言うべきだし、『暑苦しい』じゃなくて『某テニス解説者』と言ったり、『チビ』じゃなくて『手のひらサイズで新登場』、『デブ』じゃなくて『栄養貯蓄ハンパねえ』と言いましょう」


    　なんて感じで口も軽やかに進みネタが終了。


    「さ！　どうでしたか！」


    　二人は笑っているのだが、どうも呆あきれているようにも見える。え？　なんで？


    「佐雨屋、ネタ自体のやりたいことはわかった」


    「はい！　おもしろかったでしょう！」


    「まあ、もっと一つ一つのボケをブラッシュアップすればよりよくなっていくとは思う」


    「うん、おもしろかったでしょう！」


    「それはわかったから」


    　そう言うと榎えのき津づ先生は頭を搔かいて少し無言になった。横では鳴なる雲くもさんが私を見ている。


    「鳴雲さんっ！　いかがでしたか！」


    「え？　あ、うん、よかったんじゃない？」


    「本当ですかっ！」


    　私は嬉うれしさのあまりガッツポーズを取る。だって！　ネタを褒ほめられるのはやっぱり一番嬉しいことだから！


    「なにか、ネタ自体はよくあるかたちかもしれないけど、それにとどまらないシュールなところがすごいかなあと思った」


    「ありがとうございます！」


    　……いや、ありがとうとは言ったけど、シュール？　シュールって難しいお笑いのことだよね？　別に私のネタ、シュールな部分ないと思うんだけど。まあ、でも褒められているということはよいことだからよしとしよう！


    「具体的にはどこが一番おもしろかったですかっ！」


    　鳴雲さんがいる机のところまで行って前のめりで質問する。鳴雲さんは体を仰のけ反ぞらせた。


    「えー、具体的に一番おもしろかったところな。やっぱり、このあれじゃないか？」


    　そう言って私の後ろを指さす。


    　ん？　後ろ？


    　振り向くとその指の先にはスケッチブックを置いている譜面台。


    　はて。あれがおもしろいとは……どういうことだろう？


    「いや、やっぱりあんなに厚いスケッチブックを持ってきているのに、スケッチブックを一度もめくらないというのはシュールでおもしろいよね」


    　……あ───っ！　うわ───[image: ]　忘れていたー！　『オタク』『知識人』など全部言葉を書いてあるスケッチブックめくるの忘れてた！　あまりにも練習したから一人で喋しやべれるようになってしまってた！　わー！　痛つう恨こんのミスだ！


    　見ると榎津先生も肩を揺らし笑っている。


    　えー！　まさかネタ中もこれで笑っていたってこと!?


    「いや、これはネタじゃなくて！　私のミスで！」


    「え!?　ミス？」


    　鳴雲さんがビックリしている。えー！　ネタ見てもらうの初めてだから気合い入れたのに、ミスの部分をネタと思われている！　もうネタだったって言ったほうがいいのかな？


    　横にはまだ笑いを堪こらえている榎えのき津づ先生。いやあなたは私のネタを何回も見ているから、これはミスだなとか思っていたんですよね！　だから今こうやってまだ笑っているんですよね！


    　むー！　どうしよう……よし！


    「すみません、榎津先生、鳴なる雲くもさん」


    「どうした？」


    　答えたのは榎津先生だった。


    「もう一度今のネタ見てください！」


    「「なんでだよ！」」


    　二人のユニゾンツッコミが入った。


    「いやいや！　私のミスでネタが違う方向にいきましたから！　それは不本意です！」


    「だからといってもう一度見る必要はないだろう」


    「榎津先生はそうかもしれませんが、鳴雲さんは違いますよね!?　どうですか鳴雲さん！」


    「いや、もう一度見る意味はないかも」


    「なんでなんですかっ！　もう一度見てください」


    　私は手を上下に動かし、不満を表現する。


    「いやボケ自体は全部見たからいいよ！」


    「スケッチブックめくってないですもん！」
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    「めくったからってボケは変わらないだろう！」


    　榎えのき津づ先生は早く私を帰したいように感じる。


    「鳴なる雲くもさん！　考え直してください！　私と鳴雲さんの仲じゃないですか！」


    「私と鳴雲さんの仲？」


    　榎津先生はそう言った後に私と鳴雲さんの顔を交互に見た。


    「私と鳴雲さんの仲というのは？」


    「いやいや、たしかに即興漫才の練習で打ち解けてきたけど！　だからといってそれは難しいよ！　いいか？　もう一度言うけど、即興漫才の練習で打ち解けてきたけど！」


    　そう言うと鳴雲さんは笑いながらも、榎津先生に見られていないタイミングで私をくっと睨にらんだ。


    「とにかく！　ネタはもうおしまい！」


    　榎津先生のぴしゃっとした一言は、これ以上議論する余地がないことを思わせた。


    「でも、でもそこをなんとか……」


    　と言いながら前に進んだとき、譜面台に足が当たってしまいその衝しよう撃げきからスケッチブックが落ちて、ぺらりとめくれた形になった。そこに書いてあった言葉。ネタに出てきた言葉。


    『しつこい』


    「……スケッチブックにツッコまれるのかよ」


    　鳴雲さんの感想が部へ屋やに響いた。


    



    　　　　∀　　　　　∀　　　　　∀


    



    　僕が榎津と共に見ていたネタ見せが終わったのが十二時半。休憩もあったとはいえ三時間強ネタを見ていたのかと思うと疲れがドッと出て、それと同時におなかが鳴ったので、食堂でランチをいただくことにした。


    　生徒たちはそぼろ、スクランブルエッグ、桜でんぶの三色か、キムチ、パセリ、チョコチップの三色かのロシアンルーレット丼どんをやっていたが（蓋ふたを開けなきゃわからないシステム）、講師陣には普通の味の三色丼を出してくれた。


    「えー、おもしろくないッスよー！　こっちもあのロシアンやりたいッス！」


    「勝手にやってくれ……チョコチップでご飯を食べなきゃいけないって想像しただけでこっちのそぼろまで甘く感じるだろ」


    「えー！　俊しゆん兄ノリが悪いッス！　絶対おもしろいッスよ！　ほら浮う津つ！　一緒にあっちに行くッスよ！」


    「え、宮みや成なりさん、ぼ、僕もこのままでいいんですけど……」


    「よくないッス！　はい！　行くッスよ！」


    　そう言うと浮う津つの手を握り生徒のご飯が配膳されているスペースまで走っていった。なんだかんだいっても宮みや成なりも若いよな、なんて若年寄りが言う台詞せりふだけど。


    　ふいにこの食堂の生徒たちを俯ふ瞰かんで見てみる。


    　生徒たちは二択を外してうわー！　最悪！　だとか言っているけどどこか楽しそうで、それは決して悪いことなんかではない分、思ってしまうことがある。


    　こうやって楽しくやっている人たちの、ほとんどが辞めるんだ。この世界を。


    　その瞬間シナプスはつながり、両りよう々りようさんのあの設問が思い出される。


    　──『鳴なる雲くも。君はこの世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思う？』


    　単純な設問。複雑な過程。結果的に解が導かれぬまま今日きよう。この生徒たちもそれがわかれば夢の中で生きることが可能なのだろうか。


    　そんなこと考えても答えは出そうにない。僕はチョコチップとご飯の組み合わせに悶もん絶ぜつしている浮津を尻しり目めに、部へ屋やに戻って次の野外授業の準備をすることにした。


    『野外授業の準備物が部屋のクローゼットにあるから準備しておいてくださいね』


    　もなかが完全なお仕事モードでそう伝えてきたのだ。そういやもなかと全然喋しやべれてないな。今日の夜とかあいつと飲んで昔話に花を咲かすのもいいかもなあ。そう思いながらクローゼットを開けた。


    　ほう。これが次の授業の準備物。


    　ほう。……ほう。


    



    　炎天下がプラスに働くことが幾つかある。


    　一番はやはり海。二番は川。三番はプールだ。そう、やはり暑い夏に冷たい水に浸かる行為、それはなんて健康的なんだろう。


    　野外授業はプールでの授業だった。しかもこの授業、男子と女子を混ぜるといかがわしくなるということで、この授業だけ女子のみであった。


    「男子は何しているんだよ」


    「広場でダッシュ大喜利リベンジをやっているわよ」


    　またあれをやっているのか……と辟へき易えきしながら、もなかを見ると、Ｔシャツ一枚に麦わら帽子、下はハーフパンツという格好だ。なかなか男子陣は大変だな。ダッシュ大喜利も大変だし、それより何よりこの風景が見られないというのが可か哀わい想そうで仕方ない。


    　プールサイドには水着姿の女子たちがわんさかいるのだ。そりゃ芸人目指している女子だからそんな目で見るな！　となるかもですが、しかし邪よこしまな目で見てしまうという事実は事実。


    　逆側のプールサイドに雫しずくと雪ゆき音ねちゃんと伊い織おりちゃんを見つける。


    　当然ながら初めて見る水着姿なのだが、なかなか美しいフォルムをしているね雫。いや、これはいやらしい意味で言っているんじゃないんだよ？　そう見えたというだけで。雪音ちゃんもね、褐かつ色しよくの肌はだがこういう水回りにピッタリすぎて眩まぶしくて見られないよ。そして伊い織おりちゃんはもう、なんだろう、こっちのプールじゃなくて子供用のほうに行ったほうがいいよ感。素敵なかわいいワンピース的な水着なのに。うん、ああこれは眼福だ。いや、わかるよ。後輩をそんな目で見たらダメなんだけどね、これはこれで非常に魅力的な……。


    「ちょっと俊しゆん兄！　生徒たちをいやらしい目で見ているんじゃないッスか？」


    　振り向くと声の主ぬしは宮みや成なりだった。どんぴしゃでこちらの気持ちを当てられてしまった。


    「いやいや！　別にそんな目で見てないよ」


    「本当ッスか？　鼻の下あたり伸びてたッス」


    「いやいやそんなことは……」


    　そこで宮成の格好に気づく。薄手のパーカーを羽は織おっているものの、そのファスナーが閉められていないため隙すき間まから見える赤の水玉のビキニ、そしてそのビキニに収まってたまるかという主張をしているとしか思えないやんちゃな房！　なかなか男心をくすぐってくれるなあ！


    「相変わらず立派なものをお持ちで……」


    「ま、ま、また何見てるッスか！　生徒のじゃダメなら私のって発想ッスか！　減るもんじゃなし精神ッスか！　パワハラ兼セクハラで訴えるッス！」


    　二重訴そ訟しようはやめてほしいなあ。まあアメリカではよくあることなんだろうけど。知らないけど。


    　そんな宮成の溢あふれんばかりの胸に同性の生徒もちらちらと目をやっているが、それより何より、宮成の横に視線が流れているのに気づく。


    「ちょ、ちょっと、これ恥ずかしくないですか？」


    　もじもじしながら浮う津つは手を使ってなんとか肌を露あらわにしないようにしている。浮津は浮津で用意された水着がかなりのブーメランパンツだった。うん、浮津の性格上こんな水着は穿はかない人生だったと思うからこそ、恥ずかしさもひとしおだろう。


    「ちょっと、あの先輩かわいくない？」「わかる！　私もそう思ってた！」


    「私のほうが早くそう思ってたんだから！」「あの先輩は私のものよ！　この泥棒猫！」


    　……プールサイドの女子たちだけで、始まってもいない恋の三角関係が始まってしまった。こういうのは放っておくべきなのだが、三角のど真ん中に立っている奴やつには煽あおるに限る。


    「おい、あそこの生徒がお前のことかわいいとか言っているぞ」


    「そ、そんなこと言ってるわけありませんよ！　ぼ、僕は先輩ですから！」


    　そう言いながらも照れて、生徒のほうを向くに向けない。なんだこいつ。このウブっぷり、天然記念物に指定したほうがいいんじゃないか。


    　なんて思っている間にも汗がにじむ。今日きようはこれぞ日本晴れという天気。暑い。ああ、暑い。


    　こ●れ●がこんなに暑いとは。


    「鳴なる雲くもさん、それすごく暑くないですか？」


    「よくわかったな。激暑だよ」


    　みんなが水着で今から授業を行おこなおうとしている最中、僕、鳴なる雲くも俊しゆん史じは河童かつぱになっていた。


    　河童。あの河童である。きゅうりを食べるイタズラ好きなあの河童。


    　全身タイツのような、それでいて生き地じ感がしっかりしている着ぐるみを着て、なかなか重い甲こう羅らを背負って、頭は顔だけ出るかぶりものをして河童完成である。


    　プールサイドで一番したくないこと、それは着ぐるみを着ることではなかろうか。ああ暑い。


    「激暑ですか」


    「ああ、激アツだよ。魚群と天使群が目の前を通っているよ」


    「いや魚群まではいいですけど、天使群は鳴雲さんを天国に迎えにきたみたいになってますよ！　本当に暑さ大丈夫ですか！」


    　心配してくれてありがとう浮う津つ。大丈夫。僕は大丈夫だよ。ただ、浮津と書いてパトラッシュと読んでいるけどね。


    「あはははっ！　河童だ！　河童がいるよっ！」


    　見ると向かいのプールサイドで雫しずくが僕を見て笑っている。そうだよな。そりゃ笑うよ。この暑い中河童だもん。腹が立つとかもないよ。頭がボーッとしているというのもあるのかな。にしてもさ、なんで河童なんだよこれ。


    「さて、この授業では、昨日きのうやったダッシュの応用編をやります。プールの中にこの金のボールを持った人がいます。その人めがけてみなさん走っていってください。取れた人間から大喜利をしていくという授業です」


    　だからそんな機会テレビではほぼないって！　と思うが、まあこれは通常の授業とは別の、何かしらの秘策があってやっているんだろう。要はベストキッドのワックス的なやつだ。


    「その金のボールを持って逃げる方を紹介します、まずは宮みや成なりさん！　そして浮津さん！　最後に河童のカッちゃんです、よろしくお願いしますー」


    　淡々と説明しているもなかに近づいていき真相を探ることにする。


    「もなかさん」


    「なんですか」


    「あの、なんで僕こんな格好しているの？」


    「あ、それ私服ではないんですね」


    「違うに決まってるだろ！　そっちが用意した、この着ぐるみいったい何なんだよ！」


    　怒りを纏まとった疑問をぶつける。


    「何なんだよって言われたらこのホテルが作ったゆるキャラ『カッちゃん』の着ぐるみじゃない。これを使って、芸人さんたちがツイッターやフェイスブックに『カッちゃんマジかわいい！』なんてアップしてくれたら、トータルの宿泊費をいくらか安くしていいっていうからいつも使わせてもらってるのよ」


    　なるほどそういうことか。まあこういうところでゆるキャラをアピールしてグッズを少しでも買ってもらおうという感じか。少しでも安く上げようとするのはうちの会社らしい……しかしそのネーミングセンスどうよ。ゆるキャラって何か地元の特産とか推おして、それを何かかわいくするわけじゃないの？　何河童かつぱってカッちゃんって。そんなんで、このゆるキャラ戦国時代乗り越えられるの？　いや、マジでどうでもいいんだけど、やっぱりこうやって着ぐるみを着たからにはカッちゃんの未来が明るくあってほしい。


    「はい、カッちゃんの説明は以上ね」


    　もなかはカッちゃんの補足を全くしないまま、生徒に指示を出すためにプールサイドにある監視員さんが座る高い椅い子すに向かっていく。


    「それじゃ鳴なる雲くもくん、熱中症には気をつけてね」


    　……プールの中で熱中症になるっておもしろすぎるだろ。


    「まあ、じゃあやるッスか」


    　宮みや成なりも浮う津つも頑張ろうとしているんだ。よし、先輩の格好いい背中を見せてやろうじゃないか。


    　そしてプールに金のボールを持っていき、真ん中まで移動する。


    「実際にこう囲まれるってちょっと怖いッスね」


    「はい……！」


    　プールサイドには水着の女子が五十人くらい待機しているみたいだ。


    　小動物のように震ふるえる浮津を、愛めでている生徒もいる。きっとあの娘たちは一いち目もく散さんで浮津を狙ねらいにいくんだろうなあ。


    「俊しゆん兄、大丈夫ッスか」


    「ああ大丈夫だ」


    　格好いい背中を見せないとな。まあ甲こう羅らだけどな。


    「だいぶ溺おぼれているように見えるッスけど」


    「案ずるな。溺れているわけじゃない。ただ思っている以上にこの着ぐるみが吸水性に優れていて、この甲羅も思った以上に重くて手で水をかいていないと沈んでしまい、思った以上に体が動かなくて水を飲んでいるだけだ」


    「それを普通溺れているっていうッスよ！」


    　そんな馬ば鹿かなことを言いながら、もなかを見ると、椅子の上から笛を吹く用意をしている。


    「それじゃあ用意！」


    　ピ──ッ！　笛の音と共に、一斉に女子たちがプールに飛び込み、水しぶきを上げる。それを見て、いざ逃げ出そうとした瞬間に気づく。四方八方からこちらに敵さんが来ているから、逃げ場が全くないことに。


    　やばい。水の中でゆっくり近づいてくる女の子たちがこんなにも怖いとは思わなかった。いや、本当は眼福のはずなのに。まるでＣ級ホラーのようだ。


    「や、や、やばいですよね、これ」


    　青ざめた浮う津つはどこを向けばいいのかわからないのか、ずっとグルグル回っている。


    「隙すきありいいい！」


    　先ほど浮津のことをかわいいと言っていた女子が一番乗りで浮津に飛びかかる。それをなんとか避けたことによって生まれた水しぶきがみんなの視界を奪う。ちなみに飛び込んできた女の子はけっこうなぽっちゃり系、といった感じなので水しぶきは恐ろしい量になっていた。


    「ひい！」


    　浮津はだいぶ怯おびえた声を出して逃げ惑っている。


    「こ、こら！　何するッスか！　そ、それはボールじゃないッスよ！」


    　何だ？　と宮みや成なりのほうをチラリと見ると、なぜか手のボールそっちのけで胸を揉もまれている。


    　え？　胸を揉まれている？　え？　何これ？　夢物語？


    「こ、これはすごいボリューム……素晴らしいですわねお姉様」


    「お姉様って！　兄さん、姉さんはあるけど、そんな呼び方、この業界ではしないッス！」


    「反抗的なお姉様……素敵……」
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    　何かとんでもないことに巻き込まれているように見えるが、これを助けるわけにはいかない。こちらのボールを取られてしまう。南な無む。頑張ってくれ宮成。すまん。そして二人が絡み合う感じ、すごくそそるいい画えだ。ありがとう。そしてすまん。


    　周りを眺めていると、後ろに気配を感じた。振り返ると誰かが僕に跳びかかってきていた。


    「気い抜いたらあかんでえええ!!」


    「うわあ!!」


    　跳びかかってきた人物の正体は雪ゆき音ねちゃんだった。その様にふいに怯ひるんでしまい手をクロスにして防御したことで、雪音ちゃんと一緒にプールに沈んでしまう。


    「がぼやでがぼがぼとるやんかがぼ！」


    　水の中でこちらに向かい何かを喋しやべる雪音ちゃん。いやボールを取りたいという気持ちが前に出すぎているよそれ。


    　息も続かず顔を上げる。逃げないと、と思った瞬間、手にボールがないことに気づいた。


    「よっしゃー！　取ったどー！」


    　その声のしたほうを見ると、雫しずくが満面の笑みでボールを天に掲かかげていた。しまった！　雪音ちゃんに気をとられていた……。


    　宮みや成なりのほうはどうなったかな、と思い見てみると、なぜかとんでもない百ゆ合り百合しい女の子に捕まった宮成は、それを振り払うことなく彼女にボールを渡していた。しかしその娘はそのボールをプールに投げて、まだまだといわんばかりに宮成の大きなそれを大きく揉もみしだいていた。


    「も、もう、やめてッスー！　見られているッスよ────>!!」


    　助けを求める顔でこっちを見ていたが、ごめん宮成。これは僕はどうすることもできない。僕がここに突っ込んでいったらもうハーレム狙ねらい感が酷ひどいからだ。ただ見るよ。これは素晴らしい状態だから見てるね。そしてもう一人のほうは。


    「や、やめてよ！　もう！　当たっているから！　もう！　聞いてよ！　先輩だよ！」


    「先輩でもかわいかったらこうなるんだよ！」「恨むんなら自分のルックスを恨みな！」


    「なにこの生き物！　私飼いたい！」「ダメ！　私が飼うの！」


    　半泣きで懇こん願がんするも、暴徒と化した女子たちを止めることはできなかったようで、というかもはやボールなんて関係なしにただただ逃げる浮う津つを追いかけているだけだ。なんだこれ。すごい運動量だろうなあ。リビドーって何にでも勝つのだなあ。


    　そしてその後、ボールを取ったメンバーで大喜利をやったが、僕らもクタクタで判定はオールＯＫだった。もうおもしろいかどうかはこの際どうでもいい、という我々の判定だった。


    「「二回戦！　二回戦！」」


    　という浮津親衛隊（仮。五人は確認済み）のコールもあったものの、せっかく明るくなろうとしている浮津がまた昔のキャラに逆戻りしてもいけないので、ここでこのコーナーは終わった。


    　あとはプールで自由時間になった。


    「なんか……疲れたな」


    「疲れたどころじゃないッス……なんで私はあんなのに……あんなになるまで……酷ひどいッス……今までで一番酷い仕打ちッス……」


    「宮みや成なりさんはまだいいじゃないですか……僕なんて……大人数に……あんなところや……あんなところまで……もう……もう…！」


    　かくしてこのプールの授業は、ただただ我々講師が心をボロボロにされたのみで幕を閉じた。


    　次の特別授業までは少し時間が空くので、おのおの自分の部へ屋やに帰ることにした。いったん寝ようかなとも思ったが。まずプールの疲れを温かいお風ふ呂ろにつかって取りたかった。


    　たしか大浴場があったはずだ……とテーブルの上のパンフレットを見ると、あったあった。別館の地下一階。少し離れるがまあ許容範囲内。とりあえず足を伸ばしてほっこりしたい。


    　タオルを持って別館に向かう。この時間は生徒だけが大広間に缶詰にされて、ネタを考える時間らしく、僕らにとっては自由時間だ。静かなホテルをゆっくり歩いているだけで妙に旅行気分が出て癒いやされた。これで風呂につかればもう完全に旅行だな。


    　なんて考えていたのが悪かったのか。


    　大浴場に着いた、が目の前には十五時から十七時までは清掃で入れません、との文字。


    　時計を見ると十五時。うーん。厳しいのかなこれは。


    　淡い希望を抱き、引き戸を開けるとおばさんが脱衣所に掃除機をかけていた。


    「あのー、これ、もう入れない感じですかね？」


    「外国人？」


    　明らかに機嫌悪そうに掃除機を止めるおばさん。すごい。一発目の言葉から攻撃的すぎる。これはファーストコンタクト間違えたなと思いながらも、とびきりの笑え顔がおを作る。


    「いや、違いますけど」


    「じゃあ、あの看板読めるだろ。十五時回ったらしばらく入れないの」


    　当然正論であるが、そこは折れたら負けだ。


    「いやでも五分だけでも、ね」


    「そういうこと言う奴やつで出世した奴を見たことないね」


    　切り返しをあまりにも適切かつ嫌な言葉にして言う人である。もしや三十年後の未来から来た両りよう々りようさんではないのか。


    　しかしこちらもどうしてもお風呂に入りたい。無理を承知なうえで、ラストチャンスとして少し下を向いて、また笑顔を作りおばさんのほうを向く。


    「でもおねえさ……」


    　ピシャンンンン!!!!　とんでもないスピードで目の前の引き戸が閉まった。


    　閉め出された。


    　次の瞬間、僕は熱を出した子供の親が夜の病院のドアを叩たたくかのように引き戸を叩いていた。


    「すみません！　どうしても入りたいんです！」


    「うるさい！　作業の邪魔をするな！」


    「邪魔してませんって！　お風ふ呂ろに入って足を伸ばしたいだけなんです！」


    「じゃあ離れに家族風呂があるからそっちに行って！　そこなら足も伸ばせるんじゃない!?　せっかく掃除したところに胞ほう子しを散らさないで！」


    　なぜ僕はキノコとして怒られているのだろうか。まあいいや。ゆっくり足を伸ばせるならどこだっていいのだ。


    　フロントに行って許可をもらうために事情を話し（あの後、あのおばさんはどんな質問にも無視の態度を通してきたから）、道を聞いてその家族風呂に向かう。そこに行けばきっと何かあるのだろうというガンダーラ感覚である。


    　別館の一階突き当たりに目的地はあった。別に露天というわけではないだろうけど、それでもプール後の独特の疲れが体にまとわりついている今なら、癒いやされることこのうえないだろう。


    　鼻歌交じりでドアを開け、そして脱衣所のほうに向かうと──そこにはもなかがいた。


    　はてさて。なぜここに、もなかがいるんだろう。そしてなぜ湯上がりな血色いい感じでいつもより艶つやっぽい感じなのだろう。そしてなぜこんなあられもない格好をしているんだろう……。


    「きゃ────!!」


    「ごめん──────!!!!」


    　急いで外へ出る。ふとドアの横に貼はってあった紙を見ると『鍵かぎがかかりにくいので要注意!!』と書いてある。なんだこれ。こんなフラグ立て用の家族風呂あるのかよ。現にここにあるわけだけど。


    　あいつの胸、やっぱりすごかったなあ……脱がなくてもすごいし脱いだらすごいんですのやつだ。


    　後ろの引き戸が開く音が聞こえる。振り向くとジト目のもなかが立っていた。


    「あ、違うんだもなか、どちらもすごいならそれは素晴らしいことだね」


    「何を言ってるの？」


    「あ、それはこっちの話で。ご、ごめん本当に。あんなことになるとは」


    　謝っている僕を見るもなかの目は、思ったより優しかった。


    「いいよ別に。まあ鳴なる雲くもくんがそんな覗のぞきとかするタイプじゃないことくらいわかっているからさ。全然大丈夫。一種の事故だもんねこんなのは」


    　少し照れながらも笑え顔がおを見せるもなかはすごくかわいく見えた。今ならうちの社員というより、昔のバイト仲間な感じで接することができる。


    「・・・・・・ありがとな。こうやってちょこちょこ仕事入れてくれてさ、もなかがいなきゃご飯食べられない給料のときもあったもの。たぶんさ、僕を入れることでほかの社員と揉もめたりもしてると思うけど、そのへん背負ってもらってさ」


    「な、何よ急に」


    「でも、こういう機会じゃないと言えないから言うけど、本当に感謝してるから。ありがとう」


    　少し直球の感謝すぎたか。もなかも少し、照れくさそうなバツが悪そうな顔をしている。


    「やめてよ！　そんな……感謝されるようなことじゃないよ。まあ、入れたからにはちゃんと仕事してよね！」


    　恥ずかしそうにそう言うと、もなかは少し駆かけて廊ろう下かの奥に消えていった。


    　もなかを見送り、僕は改めて脱衣所へ入る。そして服を脱ぎ、念願の広い湯船へ。


    　お湯につかるやいなや、さっきの清掃のおばちゃんが入ってきた。


    「こっちも掃除するから出て行ってよ！」


    　あなたがここに行けって言ったのにそりゃないよ！


    



    　二日目の夕食はごく普通のバイキングだった。


    　僕らはともかく、昨日きのうの夜一発ギャグで負けて白飯オンリーを食べるしかなく、今日きようの昼二択も失敗した人間が何人もいたらしく、バイキングを食べながら「まともなご飯だあ！　おかずもあるよう！」とむせび泣く声が聞こえた。


    　僕は宮みや成なりと榎えのき津づと固まってご飯を食べていたけど、浮う津つの姿がないので、捜したら女子の生徒に囲まれていた。


    『浮津さんって彼女いるんですか？』『その反応、いないんですか？　かわいいー』


    『私あーんしちゃってもいいですか？』『ずるいあたしもやるー！』


    　……ハーレムルートってことなんでしょうかあれは。


    「本気で口く説どいてるのかイジっているのか、わからないッスが、あんなことってあるんスね」


    　宮成、普通あんなことはない。あれはあまりにもレアケースなだけだ。学生が先輩を口説くなんて本当はよくないことなのだけど、あの浮津の真っ赤かで汗だくだくのシーンを見ると笑っちゃうからまあいいか。


    　浮津が、今日は女子のバイキングもできるなー、なんて言う奴やつならやばいけど、そういうタイプとは真ま逆ぎやくだからな。


    　夕食が終わり、部へ屋やに戻った僕は、雫しずくとやるネタの台本を書く。あまり時間がないので、コンビ時代のネタをアレンジしたものだ。


    　しばらくして、ノックの音が聞こえたのでドアを開ける。そこには雫がいた。


    「さ、ネタやりましょう！　にんっ！」


    「プールであんなにはしゃいだ後でも元気だな」


    　人目も憚はばからず生徒を部屋に入れるなんて、普段同居していることを差し引いてもファンキーな行為ということくらいは当然知っている。


    　しかし今回は最終日のネタ用の打ち合わせを部屋でやることにしたのだ。ほかでやるにしても聞かれたらまずいこともたくさんあるからな。


    「最終日は何があっても舞台を降りないでくれよ」


    「部へ屋や広いですねー！」


    「もう聞いてないのかよ！」


    　僕の忠告すら聞かずにベッドからベッドへ、トランポリンのように跳ねている。


    「とにかくネタ合わせするぞ」


    「はいっ！　楽しみです！」


    　楽しみということがプラス効果になったのか、跳ね方がより激しくなった。とにかくベッドから降りなさいよ。


    　手には台詞せりふを分けた台本。僕の手書きだ。一応雫しずくがボケなので雫に主導権があるようにはしている。


    「よしやるか」


    「はいっ！　い・き・ま・す・かっ！　わー、鳴なる雲くもさんと漫才！　楽しみだな！」


    　屈くつ託たくのない笑みの雫。


    「はいどうも！　佐さ雨さめ屋や雫です！　にんっ！」


    「鳴雲です」


    「あのね鳴雲、私医者になりたい」


    「いきなりタメ口はよくないよ。一応先輩だから、さん付けして」


    「あ、ごめんごめん！　あのね鳴雲、私お医者さんになりたい」


    「そこにつけちゃうかー」


    「さすがですね」


    　ん？　今のはなんだ？


    「じゃあ佐雨屋さん、お医者さんやってよ」


    「おっ、お医者さんごっこですね」


    「そういうとすごくいやらしいことみたいに聞こえるからやめて！」


    「おお…すごい。じゃあ診察室に入ってきてくださいね」


    　なんだ？　台本にない奇妙な合いの手みたいなのが入ってくるのだけれど。


    「すみません、おなかが痛いんですけど」


    「ふんふん、場所はどのあたりが？」


    「この胃の下くらいなんですが」


    「痛みはどのような？」


    「キリキリに近い痛みですね」


    「なるほどわかりました。じゃあお医者さんに診みてもらいましょう」


    「……お前誰なんだよ！　医者じゃなかったのかよ！」


    「すごい！　そうですね」


    「ちょっと待て！」


    「どうしました？」


    　止められた雫しずくは、なぜ中断させられたのかわからないようで、きょとんとしている。


    「そのさっきからさすが、とかすごい、とか何言ってるんだ？」


    「いや、やっぱり鳴なる雲くもさんのツッコミうまいなと思って」


    「そういうこと思ってもネタ合わせの中で言ったらダメだろ！」


    　そう言うと不服そうな顔をしてこちらを睨にらむ。


    「なんでダメなんですか！　本番で言うかどうかはともかく、ネタ合わせのときくらい、いいでしょう！　いいものにはいいと言える人間でありたい！」


    「人間かどうかは関係ないだろ今！　それと、ネタ合わせというのは本番さながらにやるから意味があるんだ！」


    「じゃあわかりましたよ！　ツッコむたびに舌打ちすればいいんでしょ！」


    「それもいいわけないだろう！　気分悪くて仕方ないわ！」


    　むー、と言いながら納得がいっていない様子の雫。


    「だって！　ツッコミ上手だなと思っているからそう口にしてもいいじゃないですかあ！」


    「それならこっちも思ったままのことを口にしてもいいってことか？」


    「いいですよ！　……あっ！　えっちいこととか考えて口にするんでしょう！」


    　そう言うと自分の体を手で隠す雫。


    　いや、僕が漫才中に下ネタ言うってそれただの変態だよね。


    　自然とネタ合わせが脱線する。まあそうなるのもネタ合わせではありがちだ。ならば脱線ついでにと、僕はあの質問をしてみたくなった。参考というより、一つのケースとして。


    「そうだ、一つ聞いてもいいか？」


    「なんです？」


    「雫。君はこのお笑いの世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思う？」


    「お笑いの世界において必要なもの、ですか」


    「そう、たった一つだけってことで──」


    「お笑いを好きな心ですね！」


    「まだこっちが喋しやべっているでしょうが！」


    　北国のお父さんみたいになっちゃったよ。


    「お笑いを好きって気持ちがあれば絶対大丈夫だと思うんですね！　困難に立ち向かうことができると思うんです！」


    　想像どおりの純粋な答え。というよりもはや『汚れてなさ』が危あやうく感じてしまうくらいの回答だなと思う。無菌状態で育った人が大きな病気にかかりやすいように、純粋ゆえにそれが汚されたときの反動は大きいのではないだろうか。


    　これから先、雫しずくはどうしても折れなきゃいけないこともたくさん出てくるだろう。自分の気持ちに歯止めをかける仕事も増える。もはや歯止めをかける仕事ばかりになってくるかもしれない。そんな未来がありえるのにこんな純粋なままでいいのだろうか。


    「その気持ちはまたいつか変わったりするんだろうけど、今はそう思っているということか」


    「変わる？　鳴なる雲くもさんはお笑い好きって気持ちはないんですか？」


    「いや好きだよ？　でもやっぱり現実はちょっと違うだろ？　思っていた未来と違うって状況をどうやって埋めるのかってことを、僕は言ってるんだよ」


    　雫は何を言っているのか全くわからないという顔をしている。


    「現実問題、両りよう々りようさんみたいな人に少しでも近づきたいと思ってはいても──」


    「鳴雲さん」


    　横にいた雫が僕の真っ正面にくる。


    「な、なんだよ」


    「近づくんじゃないです。追い抜くんです。すべてのお笑い芸人のトップに立つんです」


    　僕は鼻で笑ってしまいそうになったけど、雫の真剣な目線を見てなんとか留とどめた。


    「鳴雲さんにはその才能があるんですってば！」


    「あのさ、雫が僕をすごいと思うポイントってどこなの？」


    「そんなのすべてに決まってますっ！」


    　雫はノータイムでそう言い切り、そして張れるだけ胸を張った。


    「いやいや、もっと具体的にないもんですかね」


    「具体的に？　欲張りますね」


    「褒ほめてほしいわけじゃないよ！　聞く機会がなかったからさ」


    　単純にどういうことを言われるのか、ほんの少しだけど僕はドキドキしていた。


    　むーと漏もらしながら思案する雫。


    「……たとえばなんですけど、鳴雲さんってすごく柔軟な考えを持っていると思うんです。一日目の挨あい拶さつのときに私が声をかけてしまったこととか。そのときの状況を収束？　させる感じってすごく……うまく説明できないんですけど、なんか、すごいな、と思うんです」


    　ふうん。そんなもんなのかなあ。まあ、ただそれはお笑いとか関係ない部分の話だと思うんだけど、どうなんだろうか。


    「まあ、実際そんなことができていたら、森もり町まちと出たテレビであんなうまく喋しやべれない感じにはならなかっただろうけど……」


    　少し拗すねたトーンで言ってしまったからか、雫が腕を組んでため息をつく。


    「あのね、鳴雲さん。きっとやり方なんです。あのときもできたはずです」


    「現にできてないのがそれの裏付けじゃないか。僕は少なくともそう思うから──」


    「過去の失敗はひっくり返すしかないんですから！　それができるって言ってるんですから！」


    　声が大きくなる雫しずく。組んだ腕の人さし指が怒りを表すように小刻みにリズムを取っている。


    「でも根拠も何もないじゃないか」


    「でもでもうるさいです！　今の鳴なる雲くもさん、笑えない！」


    　喩たとえのない『笑えない』を聞いて、彼女の憤いきどおりを感じる。


    「…………でも」


    「もういいです！　私帰ります！」


    　そう言うと雫は僕の目の前を通り過ぎ、ドアから出ていった。ドアを閉める強さが怒りのバロメーターになっていた。


    「…………結局ネタ合わせできてないじゃん」


    



    　　　　∀　　　　　∀　　　　　∀


    



    「どしたん？　雫、ずっと機嫌悪いやん」


    「もう、本当に最悪だよっ！」


    　怒りの言葉が、大浴場の中で反響した。


    　横で頭を洗っている雪ゆき音ねが片目だけ開けてこっちを窺うかがっていた。その奥では伊い織おりちゃんが体を洗っている。


    「だって！　言ったでしょ鳴雲さんのことだよ！」


    「ええ、さっきからずっと聞いているわ。それももう同じ話を何回も何回も」


    「それでも言い足りないくらい、鳴雲さんがわかってくれないんだよう！」


    　大浴場の椅い子すに座りながら地じ団だん太だを踏む私を雪音がたしなめてくれる。


    「そのイライラを取り除くために大浴場行こうってなってんけどな」


    「それが大浴場でも愚ぐ痴ちを聞くことになるなんてね」


    　あのあと私は部へ屋やに帰って、雪音と伊織ちゃんにずっと鳴雲さんの愚痴を言っていた。もう怒ど濤とうの勢いで。とにかく自分の魅力に気づいていないってのは、そこに魅力があるって言っている人にも失礼だもん！


    「でも雫は鳴雲さんのこと認めているんやろ！」


    「当然だよっ！」


    　その大声もまた響き、びっくりしたのか雪音が肩をすくめる。ほかの女子生徒たちも目を丸くしてこちらを見ている。


    「雫、ほかの生徒もいるし、鳴雲さんのことあまり大きい声で言わんほうがええんちゃう？」


    　雪音が周りを気にしながら囁ささやく。あ、たしかにそうかもだけど・・・・・・。


    「でも鳴雲さんが……」


    「それならもういいんじゃない？」


    　伊い織おりちゃんが丁てい寧ねいにやさしく体を洗いながらこちらに問いかける。洗っている姿もまたかわいいね。わ、私が洗ってあげようかぐふふ。


    「さっきからしているのは『鳴なる雲くもさんが自分の才能に気づいてくれない』っていう話なんでしょう？　なんかそれってずっと痴ち話わ喧げん嘩かの話を聞かされているみたいなのよね」


    「えっ!?」


    　ち、痴話喧嘩？　そんな気持ちで喋しやべってなかったけどそう取れるの？


    「あ、うちもそれ思ってた！　まあでも親友の話やから？　何回でも聞いたげるけどな」


    　雪ゆき音ねはそう言ってから、髪についた泡を洗い流す。髪が濡ぬれているせいか、いつもより大人びて見えた。


    「なんか大人だね」


    　思ったことが口に出てしまった！　それを聞いて雪音は少し照れた。


    「大人ちゃうよ。全然子供みたいなもんや」


    「雪音はそうね。子供だわ」


    　伊織ちゃんがそう言うと違和感がある。というのも、体を洗い終えて今から髪を洗おうとしている伊織ちゃんがシャンプーハットをかぶってるんだもん。誰よりも子供そのものだ。


    　その姿に私はだいぶ癒いやされた。そうか。お風ふ呂ろってそういう癒し効果もあるんだね！


    「あー、気持ちいいねっ！」


    「ほんまやな、生き返るわ」


    「雫しずく！　泳がないの！　ほかの人に迷惑かかるでしょ！」


    　えー！　大きい湯船って泳ぎたくなるじゃん！　でも当然ルールは守らなければならない。ゆっくり肩までつかる。


    「私、お風呂大好きー！」


    　自然と出る私の言葉が、お風呂場に少し響く。


    「お風呂ええよな」


    「もう私お風呂があればご飯何杯でもいけるよ！」


    「それは残り湯でご飯を食べるただの変態みたいに聞こえるけど」


    　伊織ちゃんがクールにツッコむ。頭にタオルを巻いているその姿は普段見ない一面のかわいさがある。


    「すごく嫌な想像されているような気がするんだけど」


    　ぎくり。やっぱり勘が鋭するどいなあ伊織ちゃんは。


    「まあいつものことやん。そんなことより、昨日きのうの障害物競走の伊織はすごかったな！」


    「本当だよ！　あの伊織ちゃんすごかった！」


    　私と雪音が手放しで褒ほめると、伊織ちゃんはそっぽを向いた。あれ？　怒ったのかな？


    「すごくないわよ！　あれが普通！　もうっ！」


    　あ、照れているだけだった。よかったよかった。


    「それにしても、正直うちもあのときの伊い織おりの動きは予想がつかなかったもんな」


    「そう！　はじめはわからなかったけど、モノマネしないで走っているときに『あ、これはモノマネしないってことはもうモノマネできているってことだ、あとでパンをくわえるってことは遅刻する子供とかかな』と思ったけど」


    「いやその時点でわかってたんかい！　早すぎるやろ！」


    　笑え顔がおで雪ゆき音ねがツッコんできた。え？　ボケてないんだけど？


    　その私の表情を見てか、伊織ちゃんがびっくりした顔をしている。


    「雫しずく……それ、本当に思ったの？」


    「うん、思ったよ。なんで？　みんなわかることじゃないの？」


    　雪音も伊織ちゃんも目が丸くなっている。ん？　私変なこと言っちゃった？


    「そんな噓うそつく人じゃないもんね……いや、やっぱり雫、あなたは……」


    「ん？　どうしたの？」


    　何か私に言おうとしてるように見えたけど、遠くへ視線を逸そらす伊織ちゃん。私はその視線上に入るように覗のぞき込む。


    「な！　や、やめてよ！　ビックリするでしょ！　もうっ！」


    　驚いた伊織ちゃんがかわいくて私は笑った。何を言いかけていたのか聞きたかったけど、まあいいや。ふいに雪音に目をやると少し元気がなさそうに見えた。だけどそれは一瞬で、すぐいつもの顔に戻った。


    「ふう……しかし雫と比べると、溜ため越ごえくんはなかなか……」


    　伊織ちゃんが急に愚ぐ痴ち愚痴モードだ！


    「タメゴエ？」


    「ほら、あの私が即席コンビを組んでいるあの金髪の」


    「……あ────っ！　あいつね！」


    　ことあるごとに鳴なる雲くもさんに嚙かみついてくるあのいけ好かない奴やつ！


    「今日きようも最終日に向けてネタ合わせやったんやろ？　どうやった？」


    「どうやったも何も……初日、あの子供イジりのネタをやったわけじゃない？」


    　普段は怒りを表に出すタイプじゃない伊織ちゃんが明らかにイライラしている。


    「あまりウケなかったからこんなボケどう？　って私が言っても、ボケは自分で考えたボケしか俺おれは言わないって。新しいボケは全部俺が考えるって」


    「何様やねんあいつ！」


    「まあ少しは考えてるだろうなと思って、さっき集まったら何も考えてないからまた明日あした、ってそんなわけにはいかないじゃない？　なんで今日できなかったのに明日できるのって話じゃない！　でももういいからって。本当に変な人だわ」


    　そういって大きくため息をつく。


    「それは本当にひどいね！」


    　私もだいぶむかついてきた！　そもそも初日できてないことが最終日できるかどうかなんてわからないじゃない！　その……とおり……あれ？　これ私も丸々同じことしていない？


    　鳴なる雲くもさん相手に怒って出てきたけど、状態は違えど初日に何もできないままだった私も同じことやっている？　そうなるとこれ意味が変わってくる。


    　私、えらくイタい奴やつだぞー。


    「話が通じないからって、怒って投げ出すなんて溜ため越ごえくんは酷ひどいわね」


    　伊い織おりちゃんの一言は私に当てはまりすぎていた。


    



    　　　　∀　　　　　∀　　　　　∀


    



    　僕は雫しずくが怒って出ていってから、ベッドに倒れ込み部へ屋やで一人考えていた。時計を見るとけっこうな時間考えていたのだなと思う。


    　雫が怒ったこと、みんなに見せる漫才をどうするんだということもあるが、明日あしたリミットが近づいている「両りよう々りようさんの質問」のことについて一人で脳をフル回転させる。


    『──鳴雲。君はこの世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思う？』


    　くそ、全然答えが出ない。


    　一つのケースとして聞いた雫の意見も、あまりにも純粋な意見で、今の僕がそれを言ったらただのお笑い草だ。


    　そもそもこのタイプの質問に答えなんてあるのだろうか？　両々さんが求める答えとはいったいなんなんだ？　全く意味をなさないありふれた設問。ありえる質問なのにありえない答えを求められている、そんな感じがした。


    　うんうん唸うなっていると、ドアがコンコンと、ノックされる音がした。


    　うん？　この時間に来るなんて、宮みや成なり、浮う津つ、榎えのき津づくらいだろうけどたしか三人は明日の準備でやることがあるって言ってたけど……あとはもなか、もしくは早めに来た両々さんの可能性？　やばい。何も心構えをしてないのでドキドキしてきた。


    　静かにドアへ近づき覗のぞき穴から誰か確認する。


    　するとそこにいた人間は予想だにしなかった人で、僕は多少身構えながらもドアを開ける。


    「こんな遅い時間にすみません」


    「えっと、いったいどうしたんだい、雪ゆき音ねくん」


    　そこにいたのは褐かつ色しよくの肌はだが似合う雫の友達だった。


    「ちょっとお伺うかがいしたいことがあって」


    　いろいろ立て込んでいる（主に心が）ので、正直今じゃなきゃダメかな、と聞こうとしたが、彼女の真剣な表情を見たらその感情は消えてなくなった。


    「そうか、えっとね、どうしようかな」


    　話を聞きたいのはやまやまなのだが、生徒を自分の部へ屋やに入れたなんてなると、どんな事実であれ僕が悪いことにされるのは目に見えている。いや、雫しずくは入れたけど雫はほら、即興コンビとしてという言い訳があるから。


    　さて。あまり人が来ないであろう場所がどこかあるかなあ。えーと。


    「あ、そうだ！」


    　昨日きのう雫と反省会をした中庭がいい。相変わらず木々がライトアップされているだけで、人の気配もない。あそこならうってつけだろう。


    



    「ほんま突然すんません」


    「いやいや、全然大丈夫。で、いったい何が聞きたいの？」


    　そう聞くと俯うつむいて沈黙する雪ゆき音ねちゃん。うん、なかなか言いにくいやつだよねこれ。


    　……もしかして告白？　いや、そんなわけない。こういうときに勝手に告白と勘違いして心臓バクバクさせて、結果「あまり教室でも私のほうを見ないで気持ち悪いから」とか言われてカウンター喰くらってＫＯになるケースなんてイヤというほど味わってきている。うわ、思い出しただけで泣きそうだ。


    「あの……実は私、あの伊い織おりっていう小さい女の子とコンビを組ませてもろてるんですけど」


    「うん、知ってるよ。ネタ見せでも見たしね」


    「おおきにです。じゃあ率直に聞きますけど」


    　前のめりで僕の顔を覗のぞき込む。近いな近い。照れるよ。


    「うち、伊織の足引っ張ってしまってるんです！」


    「……うん？　どういうこと？」


    「合宿で伊織、むっちゃ目立っているんです。鳴なる雲くもさんも見てた思いますけど野外授業のときもお題への答えを見事に出しましたし、さっき見ていただいた漫才も伊織は何も悪いところがなくて、ダメ出しを受けたのは私だけでした」


    　より良くできるからこその、ダメ出しだと思うんだけどなぁ。


    「でも、それに比べうちは、あんな才能ないし……正直、うちがこれから先、伊織が売れるのの足手まといになりそうで怖くて。最悪、解散も考えてたりするんです……どうしたらいいか、鳴雲さんにアドバイスもらえたらと思って……」


    　うん、これはなかなかシビアな相談だな。ノロケで終わっていてくれたらそれでよかったのに、その質問は心に響く。


    　あの日両りよう々りようさんに言われた言葉。


    『──でも私的には解散してよかったと思っているよ。だって、森もり町まちの足を引っ張るだけだっただろうからね。君は森町に相方としてテレビでいいトスを上げられたのか？　上げられなかったら森町の勢いは多少なりとも落ちる。つまり君がブレーキになる。それなら解散してよかったってなるよ』


    　僕の悩みを知るはずもない雪ゆき音ねちゃんがこんな相談をしてきた。それは運命か宿命か。


    「たぶんだけど」


    　別に頭の中の意見がまとまったなんて思っていない。が、言葉を先に走らせる。整合性なんて知ったことか。いけるだけいってみることにする。


    「たぶんだけどね、今の考え方を突き進めていくと、きっと相方は解散したがってるし、という考えになるはずなんだね。でもそんなこと思っちゃいけない。君は──雪音ちゃんは、伊い織おりちゃんと一緒にやりたいんだろう？」


    「当然です！　当然やりたいです……」


    　彼女の声は少し鼻声になっている。真剣さが伝わってくるから僕も真剣に挑いどむ。


    「じゃあ、やるしかないよ。君が言うとおり、伊織ちゃんはすごい才能の持ち主かもしれないと、僕も思うよ。でもきっとそれに君が追いつくようにすることはできるんじゃないかな？」


    　かつての僕が、当時の僕ができなかった、拒否したそれを。できなかったことを後輩に教示する。そんな自分を鼻で笑ってしまいそうになるけど、それでも。


    　できなかったことも、伝えることができるのが先輩のはずだ。


    「とりあえず相方である伊織ちゃんと話さなきゃね」


    「え？　で、でもこれはうちの悩みなのに……また伊織に迷惑かけてしまうのは……」


    「自分はこう思った、だから伊織ちゃんはどう思っているか、そのあたりの意見のすりあわせがコンビとして大事なはずだからさ」


    　頭に手をぽんと置く。普段やったことないことが自然にできるくらい、このコンビにはうまくいってほしいのだろうな。それはつまり自分たちのコンビみたいになるなと思っているからだ。


    「ありがとうございます！　本当にありがとうございます！」


    　深くお辞じ儀ぎをしてくれている雪音ちゃんに僕は頭を上げてとしか言いようがなくなる。自分はそれをできなかったのに、おこがましくてしかたない。


    「それにしてもなんで僕に相談を？」


    「いや、相談誰にすればいいかわからなくて、きっと先輩にしたほうがいいんだろうなと思ってて、雫しずくがずっと鳴なる雲くもさんのことすごいって褒ほめているので聞いてみようかなと思って」


    　あいつ僕のいないところでそんなこと言っているのか。嬉うれしいなあ。


    「でも今日きようは鳴雲さんへの愚ぐ痴ちしか言ってませんけどね」


    　よし。まだまだ僕と雫の戦いの火ぶたは切って落とされたばかりだな。


    「そういえば、これも聞きたかったんですけど、雫しずくと鳴なる雲くもさんって付き合っているんですか？」


    「付き合っているわけないよ！　何を急に言い出すんだ！」


    　庭園でとんでもないコケ方をしてしまった。受け身も取れぬままコケるくらい、シンプルにズッコけてしまった。


    「いや、けっこう女子の間で、なんか仲良くやってない？　みたいな話が出てはったんで、もしかしたらと思って」


    「ないない！　そんなわけないよ！」


    　本当に女の子はすぐにそういう恋バナとかにしたがるよな。いや、一緒に住んではいるんだけどさ……。


    「まあなんだ、ちょっとでも君の力になれたのならよかったよ」


    「はい！　本当にありがとうございました！」


    　雪音ちゃんは来たときよりはるかに元気になっていて安心した。若わこ人うどはやはり悩んでいる場合ではないのだよ、うん。


    　雪音ちゃんが庭園から出ていくのを見送り、さて、僕は僕で両りよう々りようさんの回答を出さなきゃいけない……そんなことを考えながら部へ屋やの前まで辿たどり着き、ドアの鍵かぎを開ける。


    「あ、遅いッスよ俊しゆん兄！」


    「すみません、お邪魔してます」


    　……ここ、僕の部屋だよな。なんで二日連続で先に潜入されているんだ。


    「どうやってこの部屋に入ったんだ」


    「もなかさんに、俊兄が落ち込んでいると思うからサプライズで元気を出させたいと言ったら簡単に開けてもらえたッスよ」


    　その理由が流は行やっているのか。それとも僕は精神がか弱いと思われすぎているのかもしれないのか。どっちでもいい。


    「勝手に入ってきてお前らは……」


    「ぼ、僕はやめようって言ったんですけど、宮みや成なりさんが……」


    「あ！　責任なすりつけたッスね！　本当、浮う津つは酷ひどい奴やつッス！」


    　あたりめをもぐもぐしながら言うそれには、何の説得力もなかった。


    「まあいいさ。付き合ってやる」


    「おっ！　さすが俊兄ッス！」


    　三人で小さい乾杯をする。


    「明日あしたの準備は済んだのか？」


    「はい、花火の準備は終わってて、肝きも試だめしはあと飾り付けだけです」


    　二人はそういう雑用的な仕事もやっていたのか。大変だな。ちなみに僕は即興漫才があるからということでこの雑用の仕事からはずされていた。


    「にしても花火と肝きも試だめしって、リア充感がハンパないな」


    「まあそうッスね。明日あしたはどっちかというと、みんなへのアトラクションといいますか、楽しい一日にしようって日みたいッス」


    　なるほど。アメとムチじゃないけど、そういう日が最後にあると、合宿の思い出としては補整が効きやすいのかもしれないな。


    「それにしても、あの娘との即興漫才大丈夫ッスか？」


    「たしかに……あの初日のじご……ステージ大変でしたもんね」


    　浮う津つよ。じご、まで言ったらそれはもう地獄と言おうとしたでいいよね？　ね？　泣くよ？　思い出し泣きするよ？


    「今日きようのネタ合わせはどうだったんですか？」


    「うーん、まあ、なんとかやったけど」


    　やってないのだが、それを言って雫しずくの印象を悪くしても仕方ない。


    「典型的なトラブルメーカーっぽいッスもんねえあの娘」


    「そうだな」


    「でも何なんでしょうね、見てしまうというか」


    　浮津のその発言にニヤニヤする宮みや成なり。


    「おっ？　まさか浮津に春が来たッスか？」


    「後輩に手を出すわけないでしょう！」


    　ごめん。僕は一緒に住んでいるんだその娘と。


    「自然と目を惹ひかれるんですよね、あの娘。いったい次は何をやらかすんだろうって、ワクワクしてしまうんです」


    「やっぱり好きなんじゃないッスか！」


    「ち、違いますって！　芸人としての話ですって！」


    　宮成に茶化されたとはいえ、浮津が言ってることはかなりそのとおりだなと思った。見てしまう、これって才能以外の何物でもない。


    　たしかに雫には華があるのだ。


    　気づけば宮成が買ってきてくれたお酒ももうなくなっていた。


    「まあ仕方ないッス、買いに行ってくるッスか」


    　その喋しやべり方だとまだ宮成は酔ってないようだ。


    「いや、僕が行きますよ」


    「まあ、宮成に買ってきてもらったのを僕も飲んでたわけだから、次は僕がパシるよ」


    「いやいや、先輩に買ってきてもらうなんて……ありがとうございます！」


    「いや行かせるのかよ！」


    　お決まりのような会話をした後に財さい布ふを持って出ていく。浮津が「僕行きますよ」と言うが「まあ一つ上の階の自動販売機に行くだけだ。別にそんな遠くに行くわけじゃないから」と制してふらふらと歩く。


    　さてさて。何本くらい買えばいいかな。


    　一階も静かだが、二階のほうが静かに感じるのは一階より窓がない分、殺風景だからだろうか。少し怖いな。幽霊というよりゾンビが出て来そうな感じ。


    　角を曲がると自動販売機があった。


    「浮う津つはチュ～～ハイハイ～宮みや成なりがビビビ～ル～そして～僕はハイボール～♪」


    　陽気なオリジナルソングを歌いながら一本目を買って、取り出すためにしゃがんだ瞬間。背中に不意な冷たさを感じた。


    「つ、冷たいっ！」


    　驚きのあまり飛び跳ねる。そのときＴシャツの中からいくつか氷が床ゆかに落ちた。


    　いったい誰が入れたんだ？　そう思っていると廊ろう下かの奥から物音が聞こえた。


    「……お、おい、誰だ！　宮成か？　浮津か？　それとも──」


    「売れっ子芸人でしたー！」


    「うわああ！　……って、両りよう々りようさん!?」


    　明日あした来るはずの両々さんの登場に、僕は思った以上にびっくりしてしまった。


    「あははははは！　氷と私で、二回もびっくりするなんて！　すごいね、一石二鳥だね」


    　一石二鳥じゃないよ。それにしても雫しずくの名前を出さなくてよかった。出していたらかなり詮索されるところだった。


    「氷を背中に入れた犯人は両々さんだったんですね……というか明日来るって聞いてますけど、なんでここに？」


    「まあ、今日きよう来ないと思っていた人間がいたらさぞかしビックリするだろうな、と思って、急いで来たのさ。仕事の終わりがギリギリ新幹線の終電に間に合ったからね」


    　自慢げな両々さんに僕は呆あきれてしまった。まさか、こうやって僕をビックリさせるためだけに急いで来るなんて……本当に売れている人の考え方はわからない。


    「それでさっそく鳴なる雲くもの部へ屋やまで行ったら、なにやら楽しい宴を開いているじゃないか。どうしたもんかなと思っていたら、君が一人で出て来たのさ。本当鳴雲はそういうの持っているね」


    　そういう幸運を持っても何の役に立つというのか。


    「そんな持っている僕にはあやかれましたか？」


    「そりゃもうあやかれたよ。鳴雲があんなに陽気に歌うところが見られるなんて。何か機嫌がよくなることでもあったのかい？」


    　あれを聞かれていたか。ああ恥ずかしい。両々さんはいつもの笑え顔がおでこっちを見ている。


    「……両々さんは生徒たちを芸人のたまごですらないと言ってましたけど、彼女らも悩んで頑張っています」


    「ほう。それはそれは」


    「生徒の一人に、今組んでいる相方の足を引っ張っているかも、と相談されました」


    「ほう！　相談相手を選ぶセンスが素晴らしいね」


    　コロコロと笑う両りよう々りようさん。森もり町まちと解散した僕に相談したというところがツボなのだろう。


    「その時僕は言ったんです。自分が頑張るしかないって。足を引っ張っていると思うなら追いつくように頑張らないといけないし、それを相方に正直に言わないといけないって。そしたら本当に嬉うれしそうにありがとうございました、って言ってくれて」


    「つまり感謝されて気分がよくなったってことかな？　ふうん。自分が出来なかったことを人に押しつけている典型的なパターンだね。親が出来なかったことを子供に押しつける！　モンスターペアレンツ感も出ているね」


    「出来なかったからこそ、伝えられたんです」


    　笑え顔がおだった両々さんが、少しだけ真剣な表情になる。


    「後悔したから、自分のミスを後輩にして欲しくないから、百パーセントで伝えられました」


    「なるほど、まあわからないでもない言い分だね。となるともう問題は全部解決したってことだよね？　じゃあ昨日きのう私が聞いたあの問題の答えも出たかな？」　


    　そう言うと真顔だった両々さんの表情が笑顔に戻る。


    「あ、ちょっとそれは明日あしたまでに……」


    「ああ、全然いいよ。全然いい。後輩にコンビの相談をされて浮かれている鳴なる雲くもだ。答えはまだまだ闇の中ってところだよね」


    　いや、それはそうなんですけど……。あっ、そういえば両々さんのコンビの話あまり聞いたことがないなあ。


    「両々さんのコンビが、さっき言った後輩みたいな状態だったらどうします？」


    「そんな状態ありえないね」


    　無む邪じや気きな顔で両々さんは言ってのけた。そんなこと当たり前過ぎるだろうと言わんばかりの笑顔。


    「でも、両々さんのほうが忙しかったりするし……」


    「関係ないよそんなこと。相方と私は一心同体なんだから。コンビってそんなもんだろう？　右足を痛めたら左足がカバーするだろう？　だからまず私はそういう足を引っ張るとか、相方と仲違いするという根本的な部分から少しわからないんだよね」


    　つらつらと語った両々さんの言葉にしびれる。そうだ、そのとおりなんだ。しかし、その理想どおりに出来ない。相方に求めすぎていらだちをぶつけすぎて、それなら結局一人のほうが楽だと思ってしまう。


    「きっと相方もそう思っているだろうしね……まあいいやそんな話は。とりあえず鳴雲をビックリさせるという目的は達成したから部へ屋やに戻るよ」


    「あ、もしあれなら一緒に部へ屋やで飲みましょうよ」


    「いやいや、君は今日きようお気楽な合宿の仕事だっただろうけど、私はまず朝、テレビの生放送から始まって、その後は夕方にかけて特番収録とラジオの生放送で、それから」


    「もう大丈夫です！　お疲れのところすみません！」


    　改めてそのスケジュール終わりこの合宿に来たという事実がすごい。


    「だから今日はちょっと休むよ。まあそれに二人きりじゃないと、鳴なる雲くもを襲おそえないだろう？」


    　そう言うと投げキッスをして両りよう々りようさんは立ち去った。昨日きのう言ってたスイートルームに帰っていくのだろう。


    　僕には真ま似ねできないな、と思いながら自動販売機の前に戻りお酒を買った。


    　お酒を手に抱え部屋に戻ると宮みや成なりからのブーイングを浴びた。


    「遅いッスよ！　何してたッスか！」


    　部屋を出る前より顔が赤い。お酒はなかったはずなのに、時間が経たって酔いが回ってきたのだろうか。


    「あー、すまんな。ちょっとさっき両々さんとばったり会って」


    「え？　両々さん、もう来てるんですか？」


    　浮う津つもびっくりしている。そりゃそうだ。そのリアクションが正しい。


    「りょ、両々さんと！　ま、また、い、いやらしいことをして遅くなったッスか！」


    　宮成。そのリアクションは正しくない。


    　まさか二夜連続で変な誤解を解くことになるとは。


    「だからそういうことはしてないから」


    　宮成をたしなめながらも、頭の奥底では、別のことを考えていた。


    　両々さんの問い。このお笑いの世界で必要なものはいったい何なんだろう。


    　雫しずくの怒り。あいつが僕に求めるものとはなんなんだろう。


    　森もり町まちとの過去。あいつはいったいコンビの時、僕に何を思っていたのだろう。


    　それぞれの謎なぞが頭の中でぐるぐると回って、一生解けないような気がしていた。

  


  
    



    　　　第四章　真実インジェクション


    



    　僕──鳴なる雲くも俊しゆん史じは、考え疲れていた。


    　次の日、僕らの出番は午後を過ぎてからだったが、ゆっくりできなかった。


    　あの後、なんとか興奮した宮みや成なりを落ち着かせ、初日の二の鉄を踏まないように丁重に部屋に帰してから、一人でいろいろ考えていた。


    　両りよう々りようさんのこと。雫しずくのことも解決していないし漫才もどうする。雪ゆき音ねちゃんの動向も気になる。たった二泊三日の合宿でこんなにもなやましい出来事が出てくるとは思わず、朝にはもう逆に笑ってしまっていたくらいだ。


    　結局ほぼ眠れぬまま朝が来て、もやもやしている中スマホを見るとメールが届いていた。


    『朝食どうッスか？　昨日きのう二日酔いで食べられなかった分、いっぱい食べようッス！』


    　そう言われてお腹が空いていることに気づいた。ずっと起きてたからな……僕は顔を洗ってから朝食会場に向かった。


    「あ！　俊しゆん兄遅いっス！　ほら、私が取ってきたこのベーコンいっぱいあげるッスよ！」


    　信じられないくらいのベーコンが僕の皿に乗った。いやもう胸焼けするよ。というかバイキングって自分で取りにいくのが醍だい醐ご味みなのに。まあよかれと思ってやったのだろう。頭を撫なでて褒ほめてやろう。よしよし。


    「わ、わ、わー！　何するッスか！　や、や、やめてくださいッス！　私は犬とかじゃないッス！　ワンワン！」


    　吠えているじゃないか。


    　なぜかトマトくらい赤くなっている宮成がくれたベーコンをつまみながら食堂をふと見渡すと、遠くにいた雫と目が合ってしまう。するとあちらがぷいと顔を背そむけた。まだ怒っているということか。今日きようの夜の漫才も、あいつはいったいどうするつもりなんだ？


    　そんな現実を目まの当たりにして、合宿最終日が始まった。


    



    　午後からは夜に行おこなわれる肝きも試だめしの飾り付けのために森に来ていた。本来はやらなくてよかったのだが、単純作業をやりたくてこちらから志願した。ホテルから歩いてすぐのところにある山の中のウオーキングコースに、提ちよう灯ちんなどで雰ふん囲い気きを出していく。


    　飾り付けも終わり、ホテルで少し休んでいたら気づけば十八時。


    　僕らは幽霊役として、森の定位置にスタンバイする。僕は肝試しルートの最後のおどかし役だ。しかし雫が来たらどうしようかな。まだ喧けん嘩かしているからなあ。驚かせられるんだろうか。まあそれはそれでいいか。


    　それにしても今どき、この格好で驚く奴やつはいるのだろうか。


    　目の前にあるのはシンプルな白しろ装しよう束ぞく。上の頭の三角のやつもいったい誰が作ったのか、まるで東京タワーのシルエットだ。しかし、僕の衣装の選択肢はこの白装束か河童かつぱのカッちゃんだったので、即行で白装束を選んだ。


    　静けさの中、話し声が聞こえてきた。


    　肝きも試だめしが始まったようだ。


    　たしか、くじで決めた二人一組でこの道を通ってくるらしい。さてやりますか……。


    「こ、怖いなあ」


    「いや大丈夫だろ……」


    　できるだけ近くまで引きつけて、勢いよく飛び出す。


    「うわあああ！」


    「おわあああっ！」


    　お、思ったよりびっくりしてくれてる。


    「鳴なる雲くもさんかよ!!!!」


    　あ、名前呼ばれるのは恥ずかしい。やめて。


    　正体がばれているのがこんなに恥ずかしいとは。


    



    　おどかし続けて早二時間。


    　なかには想像よりびっくりしてくれた伊い織おりちゃんや、僕を殴ろうとした雪ゆき音ねちゃん、鼻で笑う金髪くんなどがいた。いやしかしさすがに疲れてきた、と思ったときに、また足音が聞こえる。そろそろ雫しずくが来たかな。


    　今までみたいに驚かそうとギリギリまで引きつけて、引きつけて……飛び出す。


    「わあ、お、お疲れ様です……」


    「俊しゆん兄、なかなかサマになってるッスね」


    　宮みや成なりと浮う津つだった。気合いを入れて出たら仕掛け人同士とか恥ずかしい……。


    　しかし宮成の猫ねこ又また？　を意識した格好も、浮津のドラキュラを意識した格好も驚かそうとしている感じではなく、ただかわいいだけのハロウィンパーティーのように見えるのだが。


    「そんなことより、二人ともどうしてここに？」


    「あ、もう全員終わったらしいので、帰っているところッス」


    「そうなのか？　連絡来なかったけど」


    「携帯に来ていたッスよ」


    「え？」


    　スマホを見るとたしかに榎えのき津づから終了のメールが来ていた。


    　脅おどかすのに夢中で全く気づかなかった。


    「じゃあ帰るか」


    　茂みから一歩出ようとしたそのときにふと思う。


    　……雫しずくが来てないじゃないか。


    「どうしたッスか俊しゆん兄」


    　足を止めた僕に宮みや成なりは首を傾かしげている。


    「ちょっと、先に戻っててくれ」


    　そう言って僕は肝きも試だめしのルートを逆走する。僕が見み逃のがしただけならそれでもいいのだが、そうじゃないときのことを考えたら体が勝手に動いていた。


    　やはり夜の森の道を照らす光はあまりにも脆ぜい弱じやくで、どうしても不気味さが肌はだにまとわりつく。一応懐中電灯は持ってきたが照らしている面積の少なさがどうしても不安をかきたてる。


    「おい、誰かいるか？　いたら返事をしろ」


    　大声で雫に声をかけながらも、自分の不安も押し殺す。大丈夫、遭そう難なんみたいなレベルではない。ホテルの敷地内だ。上から聞こえるカラスの声が怖くはあるものの、大丈夫大丈夫……。


    ここまで心配することになるなら、宮成や浮う津つにも手伝ってもらえばよかったと後悔する。


    「お────い[image: ]　僕だ────！　鳴なる雲くもだ────!!!!」


    　雫の名前を出すと宮成や浮津に何か勘ぐられるかもしれないと考え、自分の名前をとにかく叫んだ。


    　しかし、呼べど叫べど雫の返事はない。やはり僕が気づかなかっただけで通ってたのかな、もしくはこの肝試しに参加していないか。今危き惧ぐしている状況に比べるとそうであってほしいと思う。


    　その瞬間、遠くでバサバサと鳥が何羽か飛び立った。もしかして、あっちに雫がいるんじゃないか。そう思った僕は大きく息を吸い、最大限の大声を出す。


    「お────い！　鳴雲俊しゆん史じがやってきたぞ────[image: ]」


    　さあどうだ、雫。


    「鳴雲さ────ん！」


    　遠くから聞き慣れた声が聞こえ、僕は胸を撫なで下ろす。やはりまだ森にいたのだ。


    　僕は雫の声がしたウォーキングコース脇の崖下に目をやると、案外早く見つかった。足を踏み外したのだろう、少し下のほうから声が聞こえる。懐中電灯を向けると雫の顔が煌こう々こうと照らされた。


    「鳴雲さん────[image: ]　来てくれたんですね────[image: ]」


    「ああ、来たよ。……にしてもいったいそれどうなってそこにいるんだ。そしてなんで人を呼ばなかったんだ……まあそれは救出してから聞くか」


    　僕はそんなことを言いながらも、いったい雫をどうやって助けようか考える。落ちた部分までは三メートルくらいか。


    　懐中電灯であたりを照らすと、ちょっと離れたところに一メートル強の大きめな石がある。うん、これを踏み台にすればいけるんじゃないか。


    「おい雫しずく、その岩を踏み台にすれば上に上がれそうだぞ」


    「そうなんですけど……ちょっと足を……」


    　雫は足をさすった。落ちたとき痛めたのか。それだとこの石を登るのは困難だろう……よし、わかった。


    「雫、ちょっと砂とか埃ほこりとか飛んだらごめんな」


    　僕は腕を前後に振り、跳ぶための気持ちの勢いをつける。


    　ちょっと怖いが大丈夫。百メートルバンジーすらしたことあるじゃないか。


    「やあああっっ!!　わ、わっわ!!」


    　雫のいるところの地面が思ったより草で覆おおわれていて、足を取られ、上半身が思うとおりに動かず変なほうに倒れてしまった。


    「な、鳴なる雲くもさん！　大丈夫ですかっ！」


    「大丈夫！　滑っただけだ」


    　お前は足痛いんだろ、無理するな。僕は体当たりのロケとかたくさんこなしているから丈夫なんだよ。


    「ほら、足痛めてるんだろ。早く帰るぞ」


    「え？　でも」


    　背中を見せてかがんでいる僕に疑問をぶつける雫。


    「でももへちまもない。今日きようは最高の漫才をあのメンバーに見せないとな」


    「……ありがとうございます」


    　雫は申し訳なさそうな表情で、僕の背中に体を預けた。僕を踏み台にして石に登ってもらい上に上がって、その後に僕一人で石に登ってなんとか正規ルートに戻ることができた。しかしそこからも足を痛めていることには変わりない。雫をおんぶしたままホテルに戻る。


    「……それにしても、なんであんなところに落ちたんだ？」


    「私のパートナーがすごい怖がりで、途中ですごくビックリして勝手に先に走り出して」


    　まあそれくらい怖がりの人もいるだろうな。薄情に思えるけど。


    「追いかけようとしたら足を滑らせて……で、気絶していたら鳴雲さんの声が聞こえて」


    　なるほどな。たしかにあの状況で助けを呼べないのは、意識がなかったというのが一番説明がつく。落ちたときに上げたであろう悲鳴も、きっと肝きも試だめしで驚いた悲鳴と間違えられたのだろう。女子の金切り声はどれも大たい差さないようにしか聞こえないしね。


    「じゃあ、ナイスタイミングで助けに来られたってわけだ」


    「本当ですよ！　ありがとうございます！　やっぱり同じ釜かまを食べてるだけありますね！」


    「釜を食べるともうガッちゃんだけどな」


    「ガッちゃん？　ああ、河童かつぱの！」


    「それはカッちゃんな」


    　世代の差が出た瞬間だった。


    「それにしても鳴なる雲くもさんは本当に頼りになります！　ほら、漫才の練習のときもリードしてくれて……」


    　急に何かを思い出したように黙る。まあ喧けん嘩かしていたことを思い出したんだろうけど。


    「私、許してませんから」


    「許すも何もないよ。別に」


    「ほらそういう態度とる！　そういう態度だと日本一の芸人になれないって言ったでしょ！」


    　軽く頭をコツンとされる。


    「やっぱり日本一の芸人になりたい気持ちは変わらないのか」


    「当然ですよ！　ならなきゃ意味がないでしょ！」


    「なんでお前は日本一の芸人になりたいんだ？」


    　言葉にしても、文字にしてもバカみたいな質問。でも今聞かないと、これから先きっと真剣に聞くことができないかも、と朧おぼろげに思ったので口にしてみた。


    「えっとですね……私、物心ついたときから父親が家にいなくて」


    　思ってもみない話の入りだったからか、僕は自然と息を飲む。風が葉を揺らす音がはっきりと聞き取れる静寂。


    「別にそれが普通だとずっと思っていたんですけど、ある日ふと父親に会いたいという思いが出てしまって。母に父がどこにいるのか聞いても全然教えてくれなくて、家にも父に関連するのものは一つもなくて。ただ母が昔私に言った言葉がすごく頭に残ってて」


    　相あい槌づちなんてのは不要だ。僕はゆっくり歩を進めながら、雫しずくの声を聞く。


    「『あの人は本当にお笑いが好きで、漫才が好きで、よく見ていたわ』……その一言がずっと忘れられなくて。だから私の夢は自然とお笑い芸人になったんです。そんなとき、近くのスーパーで漫才をやってたのが鳴雲さんのコンビで……まあそれは前も言いましたね」


    　後ろから聞こえる照れ笑い。いつも聞いているのにこちらも少し照れてしまう。


    「きっと日本一の芸人になれば、お笑いが好きだと言っていた父がテレビを通して私を見つけてくれるんじゃないかって。そして私はテレビを通して言いたいんです」


    　ざあっと風が吹いて、森の木々の間から月が見えた。


    「あなたの娘はこんなに立派に育ちました。生んでくれてありがとうございました……って」


    「……そうか。まあ、叶かなうといいな」


    「違います！　叶うといいなじゃなく、叶えるんです！」


    　またも頭をこづかれる。僕だいぶ先輩のはずなんだけど……。


    「まあ、売れるために入ってきたんですから、入ったときの自分を裏切りたくないですしね」


    　デビュー前の芸人さんは気軽にそんなこと言ってくれる。それが一番難しいことなのに。現実を知れば知るほど、売れている人との差に絶望して、諦あきらめて、ねじれて、安定を求めて低い位置で喜んで。それはもうどうしようもないくらいそうなる世界なのに。


    　なのに、正解は雫しずくが言っていることなんだ。


    「いや、やっぱりお前はすごいな」


    「でも鳴なる雲くもさんも才能ありますからすごいです！」


    「どうだか」


    「もう！　言ったでしょう！　鳴雲さんはどんなピンチも立て直す才能があるんですって！」


    　後ろからでも力説とわかるのは思いっきり肩をつかまれたからだ。ちょっとだけ痛いけど。


    「鳴雲さん、あの収録のこと気にしすぎなんです！　あの収録であったことも、ピンチだと思えば次につなげることができるってことです！　カッコつけなくていいんです！」


    　そう。僕はあの収録で、芸人にあるまじき『カッコつけ』をしてしまったのだ。森もり町まちにいいところを見せる、ゆかちんにいいところを見せる、スタッフさんや観覧のお客さん、視聴者にいいところを見せる……それのせいでどう動けばいいかわからなくなった。


    　そうだ。ピンチに追い込まれて焦あせってからが僕の勝負どころじゃないか。スマートにできるタイプじゃないんだから。


    　……本当にこの娘は。人の心を見抜くところが本当に森町そっくりだ。


    　危き惧ぐしていた雫の純粋さは、僕が汚れたから危あやういと思っただけだった。


    　汚れないままのほうがいいに決まっているじゃないか。


    　その瞬間ふと、もなかの顔を思い出す。


    　あいつは少なくとも最初は僕のことを想おもってくれていた。


    　大事なのは過去ではない。未来だ。いったい何をこれから築いていくかだけだ。


    　すべての問題が今、一つの答えを導き出していく。


    「……本当にお前はすごいな」


    「……あっ！」


    「なんだ？　どうした？」


    「即席漫才、結局何も考えられてないよ……」


    「……大丈夫、これもピンチだから立て直すのは僕の役目だろ」


    　ようやくみんなが集まっている広場が視野に入ってきた。


    



    「諸君！　この長く大変な合宿も、もうフィナーレ、即興漫才と花火大会を残すのみになりました！　皆さん、この経験は数あま多たもの思い出となり、経験値となり、あなたたちを助けてくれるでしょう！」


    　まるで演説のように、身振り手振りを大げさにしながら壇上で閉会の挨あい拶さつをしている売れっ子先輩の姿がそこにはあった。


    「両りよう々りようさん……あんな微み塵じんも思っていないことがどうして言えるんスか」


    「うーん……数あま多たの思い出となり、の部分くらいは思っているんじゃない？」


    「冷たいッスねそれも……」


    「まあ、にしても噓うそつきだよあの人は」


    　わざわざ僕を驚かすためだけに、予定より一日早く帰ってきたくらいだからな。


    　そして榎えのき津づに呼ばれ、最後の漫才の時間が始まる。


    「頑張ってくださいッス！」


    「応援してます！」


    　かわいい後輩たちに見送られながら、舞台となる簡易なステージ横のテントに向かう。


    　テントにはパイプ椅い子すと長机があり簡素な楽屋みたいになっていた。少し休んでいると後ろからドン！　と机を叩たたく音が聞こえる。何？　机ドン？


    「だからこのボケで問題ないだろ！」


    「問題あるって言っているのよ。あなた二日間考えてくる考えてくるって言ってたのに何も考えてないじゃない！　そんなボケじゃみんな笑わないわ」


    　この喧けん嘩か、まさかと思い見てみると、案の定金髪と伊い織おりちゃんの口論だった。


    「最初のでいいんだよ！　あのときは偶然スベっただけだ！」


    「考えていないのを正当化しようとしないで。ただサボっただけでしょう」


    　ネタの方向性で揉もめているようだ。


    「ともかく、こんな状態ならやる意味ないとすら私は思う」


    「じゃあお前は無言で立っとけよ！　俺おれが一人で漫談やって大爆笑かっさらってやるからよ！」


    　そんなに売り言葉に買い言葉しなくても……あれ？　さっきまで横にいた雫しずくが気づいたらその二人の真ん中に立っていた。


    「あ？　お前、いつもいつもなんだよ？」


    「雫、大丈夫よ。これは彼と私の問題だから」


    「あのね伊織ちゃん。いいモノのために揉めるのはいいことだと思うけど、それでも納得いかないなら、漫才で、お笑いで返すしかないんじゃないかなと思う！」


    　また喧嘩になるかもと思っていたが、雫の声こわ色いろは思っていたよりおだやかだった。


    「何言っているかマジわかんねーんだけど」


    　金髪が小こ馬ば鹿かにしても、怒ることなく伊織ちゃんを見つめる雫。


    「だって、舞台上は笑いを取ったもの勝ちだからね！」


    「……なるほど、そういうことね」


    　金髪とは相反して納得している伊織ちゃん。僕は全く意味がわからなかったんだけど。たしかに笑いを取ったもの勝ちというのは当然そうなんだけど。


    「雫、ありがとう」


    「どういたしまして」


    　こっちの戸惑いなんて露つゆ知らず、二人は向かい合って微笑ほほえんでいた。


    



    　三十分後、ステージで即興漫才大会が始まった。


    　僕たちはネタ合わせで八組目までのネタをあまり見られていないのだが、笑い声を聞く限りけっこうみんなウケている印象だ。楽しいお祭りムードで、笑いやすい雰ふん囲い気きになっている。


    　そして九組目、伊い織おりちゃんと金髪のネタが始まる。


    「伊織ちゃん！　ファイト！」


    　舞台袖そででの雫しずくの応援に、親指を立てて返すと伊織ちゃんは舞台に出ていった。


    「どうもー溜ため越ごえです」


    「屋や久く唐からです」


    「まあ、こうやって小学生を連れて漫才してるんですけど」


    「小学生じゃないんだけど」


    「んー？　どうしたかな？　おなか痛いのかな？」


    　たしかに楽屋で言ってたとおり、初日と同じボケだ。


    「私探偵になりたいなと思うんだけど」


    「子供に探偵なんてできるんでちゅかー？」


    　観客の反応も悪い。そりゃそうだ、初日と全く一緒だなんてどう見たらいいかわからない。


    「雫、大丈夫か？　このままだとより重い空気になってしまいそうだが……」


    「伊織ちゃんなら大丈夫ですよっ！」


    　何の疑いもない目で雫はそう言うと、僕の背中をぽんと叩たたいた。


    「伊織ちゃん、絶対大丈夫です！」


    　この冷めた空気を変えることができるのか？　プロでもここから持ち直すのは難しいぞ。


    　漫才は、探偵と調査員のコント入りしているところだった。


    「それでは調査お願いしたいのですが」


    「どんな調査でしょう」


    「本当に探偵さんは大人かどうか」


    「大人に決まってるでしょう。まあ胸は宮みや成なりさんに劣おとってますが……。宮成さんはあれ空港で検査に引っかかりますよね、『これは凶器だ』ってね」


    「な、な、なんで急に私のこと言っているッスか!?」


    　宮成は気が動転したのか急に舞台上に上がり、ネタ中ということに気づき顔を赤くしてすぐ降りる。その様も込みで会場は大爆笑に包まれる。


    「で、調査でしたね」


    「あ、ああそうだ、後は浮気調査だ。探偵さんとうちの五歳の子供が浮気していると聞いて」


    「だから子供じゃありませんし、浮気調査なんてもっとモテモテな人にやってあげてください。ほら浮う津つさんなんて超モテモテで、毎夜毎夜一人で『ああ、僕がゲイじゃなければ』って呟つぶやいているんですって」


    「言わないよっ！　ゲイじゃないよ！」


    　宮みや成なりの失敗？　を見たからか舞台には上がらず客席からツッコむ浮津。その必死な否定ですら女子は声を上げている。すごいな浮津。


    「まあゲイを隠している人って、自分のことをゲイじゃないって言いますからね」


    「だからゲイじゃないって！　どう言えば伝わるの？　じゃあゲイだよ！　……なんかそれもおかしいよ！」


    　客席をネタに巻き込みまたも大爆笑。金髪の悔くやしそうな顔。あれ、歯ぎしりの音がマイクに入るんじゃないだろうか。


    「なるほどね、アドリブでツッコミのワードを足したか」


    　漫才でも、ツッコミがワードをかぶせて笑いをより増幅させるという手法がある。今回の伊い織おりちゃんがやったのはその極端なやり方。どんなボケであろうが、ツッコんだ後にまた自分でボケるという手法だった。


    「極端で、それこそ正直漫談でしかできないないやり方だが、圧倒的に空気を変えた」


    「ふふん、すごいでしょう。うちの伊織ちゃんは！」


    　あなたの手柄でも、あなたの伊織ちゃんでもないとは思うけど、いやこれは本当にすごい。初日の障害物競走でもそうだったけど、この娘の発想の転換には本当に目を見張るものがある。


    「とりあえず依頼料はうまい棒三本でいいかな」


    「だから子供じゃないんだよ。榎えのき津づ先生の『ごめん、俺おれコーヒーでいいから』事件じゃあるまいし」


    　わっはははははははははははは！


    　大広間の空気が割れる感覚。それくらいウケた。


    「そ、それは今関係ないだろう！」


    　珍しく榎津は動揺しながらツッコんでいる。その様にも笑いが追加されていく。


    　ここもうまいな、と思う。それはこの即興漫才をやる際に榎津が言っていた「ウケたらなんでもあり」というルールが、普通のネタ見せなら許されないこのような『内輪ウケ』も、ウケるなら、とありにしている。


    　そのあたりを見抜いて動いているところも素晴らしい。


    　……しかし何なんだ『ごめん、俺コーヒーでいいから事件』ってのは。学生は全員知っているっぽいけど。どういう話か教えてほしい。


    「いいかげんにして」


    　二人で礼をして漫才が終わる。惜おしみない喝かつ采さいが浴びせられている。そりゃそうだ。すごいよあれだけウケたら。


    　袖そでに帰って来た伊い織おりちゃんを、雫しずくがハグで迎える。


    「さすが伊織ちゃん！　すごかったね！　にんっ！」


    「ううん、雫のおかげ。楽屋で『笑いを取ったもの勝ち』って言ってもらえたからよ」


    「そんなことないよ！　さすが私の伊織ちゃん！」


    　あれ、そういう意味だったのか。いや、ちょっと以心伝心感がすごいな。


    　すると金髪くんは伊織ちゃんに手を差し出した。


    「お前、俺おれと組まない？　いや、はじめは何勝手にアドリブ入れてんだよ、と思ったけどすげーウケるしさ、俺となら天下取れると思うんだけどどう？　今の相方とも別れるしさ」


    　それを聞いて伊織ちゃんは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。


    「ごめんなさい、私は相方がいますので」


    「その相方より俺のほうがおもしろいって」


    「雪ゆき音ねはあなたよりおもしろいし、そもそもおもしろさだけで組んでいるわけじゃない」


    「どういうことだよ」


    「雪音は、相方の前に親友なんです。私は雪音以外と誰とも組む気はないので。あの娘が横にいてくれないとお笑いをしている意味なんてほぼない。それくらい私はあの娘を好きで、信用しています」


    「……ちっ！」


    　舌打ちしてテントから出ていく金髪くん。出た瞬間にテントの布がめくれて、雪音ちゃんが入り口に立っていたのに気づいた。


    　雪音ちゃんは全部聞いていたのだろう、その目からは涙が流れていた。


    　そして彼女は伊織ちゃんの前まで行く。


    「ありがとう……伊織、ありがとう……」


    「そ、そんな、別にありがとうって！　当然のことを言っただけだから！」


    　そう言って顔を赤くしながら、ぷい、と目を逸そらす伊織ちゃん。


    　昨日きのうの今日きようで誤解が解けて何よりだ。


    　伊織ちゃんの考えが聞けてよかったね、雪音ちゃん。解散しようなんて思ってなかったよ。二人で頑張ってね。


    「鳴なる雲くもさん、ありがとうございました！　伊織の気持ち聞けました！」


    　いえいえ。僕は何も力添えしてないよ。と思いながら無言で笑え顔がおを見せる。


    「さ、次は僕たちだ」


    「ワクワクしますね」


    　出で囃ばや子しが流れ、出番が訪れる。


    「よし行くか」


    「はいっ！」


    　屈くつ託たくのない笑みの雫しずく。楽しむぞという表情が伝わってくる。よし、僕も楽しむか。


    「はいどうも鳴なる雲くもです」


    「佐さ雨さめ屋や雫です！　にんっ！」


    「「よろしくお願いしますー」」


    「あのね鳴雲、私医者になりたい」


    「いきなりタメ口はよくないよ。一応先輩だから、さん付けして」


    「あ、ごめんごめん！　あのね鳴雲、私お医者さんになりたい」


    「そこにつけちゃうかー」


    　笑いが起こる。つかみは上々だ。


    「じゃあお医者さんやってみますか」


    「おっ、お医者さんごっこですね」


    「そういうとすごく僕がいやらしいことするみたいだからやめて！」


    「ちゃんとツッコみますね。じゃあ診察室に入ってきてくださいね」


    　やはり練習のときと同じで、僕のツッコミに対してリアクションを取ってしまっている。笑いが起こっているものの、雫の言葉に違和感のある人もいるはず。そうなるとしめたものだ。


    「すみません、おなかが痛いんですけど」


    「ふんふん、場所はどのあたりが？」


    「この胃の下くらいなんですが」


    「痛みはどのような？」


    「キリキリに近い痛みですね」


    「なるほどわかりました。じゃあお医者さんに診みてもらいましょう」


    「……お前誰なんだよ！　医者じゃなかったのかよ！」


    「さすが！　そうですね」


    「ちょっと待て！」


    「どうしました？」


    　このあいだと全く一緒の顔できょとんとしている雫。


    「そのさっきからさすが、とかツッコみますね、とか何言ってるんだ？」


    「いや、やっぱり鳴雲さんのツッコミうまいなと思って」


    「そういうことは思っても漫才の中で言ったらダメなの！」


    　そう言うと不服そうな顔をしてこちらを睨にらむ雫。


    「いや練習でも言いましたけど、うまいものはうまいでいいでしょう」


    「いや漫才で練習したとか言ったらダメなの！」


    「たしかにあまりネタ合わせはしてませんけど」


    「いやサボってたみたいに聞こえるからそれも言ったらダメ！」


    　むー、と言いながら納得がいってない様子だ。


    　しかしこれでいい。とにかくこれでいいんだ。


    「だって！　じゃあ思ったこと言ったらダメなんですか！　鳴なる雲くもさんがファッションセンスないとか言ったらダメなんですか！」


    「……いやそんなこと思っていたのかよ！　ショックだよ！」


    「私もショックですよ」


    「なんでそっちもショックを受けるんだよ！」


    「褒ほめたのに嫌がられるからですよ！　笑えない！　榎えのき津づ先生の『ごめん、俺おれコーヒーでいいから』事件くらい笑えない！」


    「だからその事件はなんなんだよ！　紅茶のスタンスが知りたいよ！」


    　もうこのあたりからは台本の部分なんてほとんどない。アドリブでやりとりをしている。


    「またツッコミうまいと言ってもらおうと思って、上手なツッコミして！」


    「うまいと思ってもらおうと思ってこれやってないよ！　いいよ！　じゃあ下へ手たにツッコむからボケてみろ！」


    「……………」


    「……………ボケろよ！　ボケなきゃツッコめないだろうがよ！」


    「なんでわざわざ下手なツッコミされるためにボケなきゃいけないんですか」


    「なんでそこは冷静なんだよ！」


    「だからいつまでも小さくなった石せつ鹸けんを捨てられずにチマチマ使うんです！」


    「そういう性格の奴やつもいるだろ！　……そもそもなんでそんなこと知っているんだよ！」


    「だって……え？」


    　ようやく雫しずくも気づいたらしい。客席を見るとみんな笑え顔がおでこちらを見ている。


    　そう、このあいだの喧けん嘩かになるこのやりとり、それこそが漫才になっていたのだ。


    　雫という後輩が僕に強く当たる図式で僕が振り回される漫才。そのかたちが期せずしてこのあいだのネタ合わせのときに生まれていたのだ。


    　ネタがないってことじゃない。そもそも二人の立ち話が漫才の起源なのだから、立ち話でいいのだ。そこに笑いが生まれるなら。さ、最後のオチだ。


    「君にそこまで怒られている僕は、これからお笑いの世界でどうなると思う？」


    　こう聞けば雫が言うことは決まっている。さんざん聞かされた。


    「絶対売れます」


    「そこは優しいのかよ！　もういいよ」


    　最後も爆笑で終わり、楽屋のテントに戻る。僕らの漫才を見にいってくれたのか、テントには誰もいなかった。　


    「お疲れ様」


    　僕の言葉が聞こえてないのか雫しずくは呆ほうけている。


    「どうだった？」


    「最ッッッ高でした!!!!　すごかったです！」


    　とびきりの笑え顔がおでダブルピースをした。その清すが々すがしさにこちらも自然と笑みがこぼれる。


    「お前に言われたからさ」


    　きょとんとする雫。


    「ピンチをチャンスにできるかもと思って考えたらこのかたちがベストだった。つまり雫に言われたからこのかたちができた。本当にありがとう」


    　それを聞いてさらに笑顔になり、僕に抱きつく。
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    「すごい！　それがすぐ実じつ践せんできるんだもん！　やっぱり鳴なる雲くもさんは天才だーっ！」


    「いや、ほんまに漫才よかったで……はっ！」


    　終わって感想を言いに来たのであろう雪ゆき音ねちゃんに見られた。顔を見ると完全に勘違いしている表情だ。あ、また噂うわさが広がるのか……。


    



    　すべての即興漫才が終わり、残すところはクライマックスの花火だけとなった。


    　生徒たちは手に持ったお茶で楽しそうに、最後の夜に乾杯している。


    「最後の漫才すごくおもしろかったッス！」


    「すごかったです！　あれ、本当にすごかったでです！」


    　宮みや成なりと浮う津つも笑ってくれたみたいで本当によかった。


    　なんともいえない満足感を味わっていると、急に花火が上がり視界が明るくなる。思ったよりちゃんとした打ち上げ花火を見て、本当に思い出感が強くなっていく。


    「これが修学旅行とかだったら告白とかもあるんだろうけどな」


    「そうなんですかね、でも僕はそういうの──」


    「「「浮津さん────[image: ]」」」


    　声のほうを振り向くと女子が何人も手を振ってこっちに近づいてきている。


    「「「一緒に花火見ませんか────!!」」」


    「ま、ま、間に合ってますからー！」


    　踵きびすを返し走り出す浮津。なんだあいつ。いつからあんなモテキャラになったんだ本当。まあかわいいか。にしてもな。チクショウ。


    「いやあ、あいつモテモテッスね。本当に立派になったッスよ」


    　宮成が目をつぶり何度か頷うなずいている。なんか弟子を見送る師匠みたいになってますけど……。


    「そういう宮成はどうなんだ？」


    「どうとは？」


    　きょとんとする宮成。


    「いや、男子のほうが多いんだから、ああいう追っかけっぽい感じの生徒もいたりしないのか」


    「い、いないに決まってるッスよ！」


    　顔の前で両手をバタバタさせる。逆にいるのかもと思うくらいオーバーなリアクションだ。


    「そ、それに、私は、もう、この人って、感じの人がいたりするッスから……」


    　指を交差させながら体をもじもじして何か恥ずかしそうにしている。どうした。絶対的に具合が悪いとしか思えないのだが。


    「そのひ、人っていうのはッスね……」


    「お姉様───────!![image: ]」


    　恐怖を感じた表情の宮成。ぎぎぎ、とホラー映画のヒロインのように声のほうに振り向くと、あのプールのときに宮成の膨ふくらみを揉もみしだいていた女の子が、きゃっきゃうふふといった感じで走ってきている。


    「一緒に花火を見ませんかー」


    「お、お、お断ことわりッス───[image: ]」


    　とんでもない脚力を見せて走り出す宮成。いや追いかけてきた後輩もかなりのスピードを出している。人混みに紛まぎれたせいでいったいどういう結末になるかはわからない。逃げきってほしいものだ……。


    「いやあ、相変わらず賑にぎやかだね」


    　不意に聞こえた声に少し筋肉がこわばるが、そんなふうには感じさせないように。


    「賑やかですよ。それもこれも素晴らしい演説があったからですよ、両りよう々りようさん」


    「おっ、珍しい。皮肉かな？」


    　両々さんは手にビールを持って、いつものようにコロコロ笑う。今日きよう着ている白のワンピースも手伝っているのだろうけど、本当に笑え顔がおだけ見ていると、とてもじゃないがあのドＳな部分は見受けられない。


    「皮肉じゃありません。あんな本当に全く思っていないことを口にできるのはやはり徳のなす業わざだと思っているんです」


    「ほほう、君に言い返されるとは、私の先輩としての威厳も地に落ちたということか。ちょっと何かで癒いやされないと。そうだ。愛いとしの後輩が、ここ一番で間違ってはならないところで間違うと私はすごく癒されるんだ」


    　この人やっぱりただ者ではない。人の嫌みを自分のステージに持ち込み、しかもカウンターを入れる準備もしている。


    「さてここで質問。この世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思う？」


    　問うた瞬間に両々さんの後ろから花火が上がり、両々さんの表情が一瞬見えなくなる。


    　僕は少し間を置いた。大丈夫、答えに身を任せろ。


    「辞めないことです」


    　その答えは想像してなかったのか、両々さんはきょとんとした顔でこちらを見ている。


    「は……ははははははははははっ！」


    　もう我慢できませんとばかりに吹き出す両々さん。ひとしきり笑った後に真顔になった。


    「サボるなら相手を選びな」


    「サボってません」


    「ほう？　前聞いたときから答えは全く変わってないようだけど？」


    　オーラなんて信じない僕だけど、この恐ろしいムードをオーラに喩たとえるなら、今両々さんは確実に漆しつ黒こくのオーラを纏まとっていた。本当怖いなこの人……。


    「同じ言葉でも意味合いが違います」


    　それを聞いた両々さんは少し顔をしかめる。


    「というと？」


    「自分の考えをどれだけ信じて言えるか。正解なんてない答えを、ちゃんと本当に正解だと思って戦えるか、その大事さに気づいたんです」


    　だから僕は、と言った後深呼吸して答える。


    「僕は辞めないことだと思います。そしてそれが絶対に正解だと思ってます」


    　前に聞かれたときはそれに自信がなかった。だからあやふやな言い回しをした。でも今は違う。僕は雫しずくから学べたんだ。もっと真っ向から戦うことを。


    　守りたいものがあるなら胸を張って戦うということの意味を。


    　それを聞くと両りよう々りようさんは軽く拍手をした。


    「うん。いいね、いいよ。それが正解かどうかは私もわからないからね。でもすごくいいと思う。まあ、だからといってそれを示すには売れるしかないんだぜ」


    　両々さんは顎あごを突き出し、両手を腰に当て、あえてであろうヒーローっぽいポーズを取る。


    「まあ、君は売れないけどね」


    「売れます」


    「じゃあ早く売れろよ。売れなかったらいつでももらってやるからな」


    　そう言って両々さんは笑った。


    「やめてください。そういうの、いつもドキドキしているんですから」


    　ふふん、と鼻で笑いこちらを一いち瞥べつする両々さん。
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    「あ、そうだ、このあいだのもなかの件、怒ってくれてありがとうございました」


    「ああ、全然大丈夫、なかなかおもしろかったよ。あれから問題は解決したのかい」


    　興味津しん々しんに聞いてくる両々さんにはバッドニュースを伝えなければならない。


    「いえ、ちゃんとはまだです。ただ僕の中では解決しました」


    「じゃあ解決したってことだね」


    「はい。ありがとうございます。あそこでああやって両りよう々りようさんにフォローされるとは思わなくて。本当に嬉うれしいです」


    「まあ、私は戯ざれ言ごとが好きだからね」


    　本当に飄ひよう々ひようとしている天才芸人。いつもならここで絡みは終わるけど、僕は一歩踏み込んでみることにした。今までの自分と違うところを見せたくて。


    　僕は両々さんのほっぺを両手で持ち、びよーんと引っ張った。


    「戯れ言を言う口はこの口ですか！」


    　しっかりとアクションを残した。薄いボケじゃなく、ウケるにもスベるにも、確実に打席に立ちにいった。今までと違うところを両々さんに見せたかったのだ。


    　その結果。僕は手を払われた。あっ！　スベってしまったか……ん？


    「そ、そういうのは……急にやるのは……反則だから……」


    　え？　両々さん、すごい顔が赤いんですけど。むちゃくちゃ照れているんですけど。


    　あれ？　あれあれ？　もしかして……。


    「両々さん、自分から触れるのは良いけど、触れられるのに弱い……とか？」


    　よく考えると僕と両々さんが接触するのはすべて両々さんからだ。


    　まさか。僕を触る心構えをしていたのではないか？


    　雑な推理をした後、両々さんを見ると、涙目でこっちを恥ずかしそうに見ている……。


    　うん。なるほど。これで対両々さん武器を一つ手に入れたぞ。


    　さらに言えば、この先輩かわいいなあ、とも思ったぞ。


    　両々さんは少し下を向いて、顔を上げるとまたいつもの顔に戻っていた。


    「次はテレビの収録で会おう」


    「会えるよう頑張ります」


    「売れるよう頑張ってくれ」


    「それは当然。自分で信じてますから」


    　そんな返答を笑っていると両々さんが目線を変える。そちらを見ると雫しずくがそこに立っていた。


    「おう、君はいつぞやの……たしか鳴なる雲くもとも漫才をしていたね」


    「私、負けません」


    　両々さんの顔はまだまだ笑え顔がおだ。雫が両々さんに一歩近づく。


    「私、日本一のお笑い芸人になるんです。両々さんに、どの舞台でも負けませんから」


    　笑顔のまま雫の話を聞いている両々さんが、人さし指を雫の鼻の前に持っていく。


    「なれないよ。君は私にも勝てないし、日本一の芸人にはなれない。世間も知らない君みたいなモノが大たい言げん壮そう語ごを語って夢に近づいたみたいな顔をして、傷つかない位置でヘラヘラして気づけば自然と辞めるのが関の山だよ」


    「辞めません」


    　雫しずくは即答で返す。


    「あと、両りよう々りようさんの今のトーンのほうが本音っぽくて好きです」


    　それを聞いた両々さんは虚きよを突かれた顔をした後、大笑いをする。


    「はははは！　いいね、君いいね！　名前は何って言うんだい？」


    「佐さ雨さめ屋や雫です」


    「うん、覚えておくよ。いいね、君おもしろいね。よし、じゃあ雫くん、一つだけアドバイス」


    　そう言うと両々さんは嬉うれしそうに人さし指を雫に向ける。


    「君が私を見抜いたこと、そこをもっととんがらせていくんだ。そこに君の未来がある」


    「……とんがらせる？」


    　雫は首を傾かしげる。まあ何のことか全くわからないだろうけど。僕もあまりわかってないし。


    「まあそこからは自分で考えるんだね。それでは」


    　握手を求める両々さんに応こたえる雫。


    「いつかボロボロにできる日までごきげんよう」


    「ボロボロにするのはこっちですから」


    　なんかすごい瞬間に立ち会ったような気がする……何かを分かち合ったのだろうか？　あんな楽しそうにしている両々さん、久しぶりに見たな……あ、そうだ！


    「両々さん！　あの質問！」


    「あの質問がなんだい？」


    「あの質問を両々さんが言われたら何って答えるんですか？　この世界に必要な唯ゆい一いつのものって何だと思うって言われたら！」


    　顎あごに手を当て少し考える両々さん。


    「……そういう質問に素直に答えないひねくれた気持ち、かな」


    　満足げに笑う両々さんに、一本取られたなと思う。本当にこの人は……。


    　そう言って立ち去ろうとした両々さんに忍び寄る一つの影。


    　見るとあの金髪のあの子だった。


    「両々さん捜してたんですよ！　そんな売れてない人と喋しやべらず、こっちで喋りましょうよ」


    「うーん。鳴なる雲くも。どうすればいいかなあ」


    　本当にどうとでも対応できるから、この一言なのだろう。僕はどうしようかなと雫を見ると雫は首を親指でかっ切るジェスチャーをした。仕方ない。僕もそれに倣ならって同じポーズをすると、笑いながら両々さんも同じポーズをした。


    「えー、君の名前は」


    「あ、グランドスラムの溜ため越ごえです」


    「溜越くん。確かにそうだね。こんな売れてもいない人たちと喋っても仕方ないし、君は才能が溢あふれているみたいだしね」


    「そうなんですよ！　やっぱり両りよう々りようさんくらいのセンスある人ならわかってくれるんすね！」


    　嬉うれしそうにしている金髪くんに、両々さんが満面の笑みを向けている。それに対してイライラしている雫しずくを制して、この状態を見守る。


    「たぶんだがね、溜ため越ごえくん。君はピンのほうが向いているんじゃないかな」


    「え？　ピンですか？　マジすか？」


    「ああ、だから君は今からあそこの舞台でピンネタを披露してくれないか。お前らとはこんなにも差が開いている、というところをみんなに見せつけてやるのさ」


    「今からですか？　えー、今からか」


    　さすがにピンネタの用意もないのだろう、少し難色を示すものの、そんなことは両々さんには関係なかった。


    「大丈夫だよ。私は君が才能溢あふれているって判断したんだよ。大丈夫さ。絶対大丈夫。君は間違いなく大爆笑を取れるから」


    「マジですか！　もう、仕方ねえなあ」


    　しぶしぶのようなテンションで言っているが、まんざらでもないのは誰が見てもわかった。嬉しそうに頭をポリポリと搔かいている。そりゃそうだ。あれだけテレビに出まくっている両々さんにあそこまで褒ほめられたのだから。


    「よし、それじゃあちょっと待っててくれ」


    　そう言って、両々さんは榎えのき津づのいるほうに向かった。


    　金髪くんは雫を見て鼻で笑う。


    「わかったか？　こんなに両々さんにプッシュされたんだ！　お前なんかと違ってな」


    　勝ち誇った顔の金髪くんに対して、雫は視線を外さない。


    「本当、何もわかってないんだね」


    「あん？　どういうことだよ」


    「あんな噓うそみたいな笑え顔がおの両々さん、テレビでも見たことないのに」


    　またもこの両々さんのやることの意図をくみ取ったのだろう。雫は少し同情しているような表情になった。


    「皆さんー！　ちょっといいかー？」


    　その声がする方を向くと、マイクを使って注目を集める両々さんがいた。


    「今から溜越くんが、ここで爆笑ピンネタをやってくれるそうだー！　それじゃあ溜越くん、頼むぞー！」


    　それを聞いて、またも照れくさそうに舞台のほうに走っていく金髪くん。『爆笑ピンネタ』なんてイヤなフリないよ。そこに気づいたほうがいいよ、金髪くん。


    　しかしこっちの気持ちなんて届くわけもなく、警戒な足取りで舞台に上がる。


    「どうも溜越ですー！　両々さんに才能あるって言ってもらったんで、ちょっと一発芸やりますー！　じゃあいきますよ！　日本一酸っぱい梅干しを食べた人！」


    　そう言うと金髪くんは顔をだいぶくしゃくしゃにした。確かに梅干しを食べてそうだ。


    　しかし、だから何だといわれたらそれまでだ。それだけでは笑いは起きない。


    　本人もいつネタを止めればいいのかわからないのか、それともスベって焦あせっているのか、ずっとその顔をしていると、両りよう々りようさんが舞台に上がってくる。


    「いや、溜ため越ごえくん、君はこんなもんじゃないよ！　もっと笑いが取れる！　よし、次行こう！」


    「次、ですか？」


    　次があることにびっくりしている金髪くんだが、両々さんは手を緩ゆるめない。


    「よし、じゃあ次行こう！　溜越くんお願いします！」


    「えーと、全身でやるパー！」


    　体を大きく広げてパーを表している。なるほど。確かにパーだ。


    　笑いはほとんど起こらない。


    「よし、じゃあ次行こうか溜越くん！　もっと君のセンスを見せつけよう！」


    「えっ？　まだやるんですか？」


    　かなり憔しよう悴すいしている金髪くんの言うことなんて聞こえてないかのように、ステージで進行していく両々さん。


    「よし、じゃあ次こそ大爆笑だね！　さあいこう！」


    　そこから金髪くんはいったいいくつのギャグをやらされたのだろう。そのギャグ自体が受けることは全くなく、ふらふらで涙目になりながらも「大丈夫！　君は才能があるから！」「まだまだだよ！　君のセンスをみんなに見せつけよう！」「次は大爆笑だよ！」と叩たたき起こされてはダウンという時間が続いた。


    「なるほど！　今日は本調子ではないのだな！　わかった！　今日のところはここまで！」


    　そう両々さんが言って決着はついた。もう彼は真っ白な灰になっていた。


    「ここまでやってくれた溜越くんに拍手を！　ありがとう！」


    　こんな言葉をつらつらと語り、それでいてこんな涼しい顔をできる人を敵に回すことは絶対しない。ふらふらで泣きじゃくりながら退却する溜越を見てそう思った。


    「じゃあ私はそろそろ行くからさ。あ、鳴雲」


    「なんですか？」


    「私の旦だん那なになりたかったらいつでも言ってくれ」


    　噓うそくさいウインクをする。それに対して僕はつい最近知った対処法として、無言で頰ほおに手を当ててやる。


    「ば、ば、馬ば鹿かっ！　そういうのやめてってば！」


    　花火が上がり、両々さんの照れている顔が鮮あざやかに照らされる。


    　花火の音はいろいろな夏の終わりを告げているように見えた。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    　僕──鳴なる雲くも俊しゆん史じはテレビ局のスタジオで収録を行おこなっていた。目の前にはたくさんの芸人。いわゆる雛ひな壇だんというところの最上段に座っていた。雛壇は下段にいけばいくほど、人気と実力がある人と相場が決まっている。つまり僕は末席。


    　合宿から一か月経たった今日きよう、テレビの仕事が入った。それもプライムタイムとはいえ今バラエティといえばこれ、と言われるくらいの番組に、僕は両りよう々りようさんがかわいがっている後輩として出演できた。そういう意味では合宿の最後で言っていた共演はすぐに叶かなったわけだが、完全に両々さん推薦があるのでこれをカウントしていいのかちょっとわからない。


    　一番下の雛壇には両々さん。誰もが納得の位置だ。ちなみに始まる前はこっちを見てニヤニヤしていた。


    　収録がスタート。収録の中盤。


    「で、それで鳴雲も両々のエピソードあるんやんな？」


    　ＭＣである大先輩の芸人が人間の手を模した指し棒を僕に向け、話を振ってくれた。


    「そうですね、両々さんって実は品ひん行こう方ほう正せいかなと思ったら、なかなかドＳなんですよ」


    　観覧のお客さんはざわつく。


    「たとえば僕が挨あい拶さつしたらね『おはよう！　おおそうかそうか』って言ってくれて、何でそんなに喜んでくれているんだろうって聞いたら『もう芸人を辞めてると思ってたから辞めてなくてよかったよ』って言うんですよ」


    　はははははははっ！　


    　お客さんの反応も悪くない。


    「そうなんか両々？」


    「いや違うんですよ、彼ね、もともとあの森もり町まちの相方なんですよ。それでこのあいだ久しぶりにテレビで共演したのを見たのですけどね、ガチガチに緊張していて、あ、元相方に緊張しておもしろさが出ないならこれ芸人辞めるぞ、と思ったんですよ」


    　あのときの話を言われて心がぐっとなるが、そんなこと言ってられない。


    「あのね、本当に辞めようと思ったときの話するのは反則ですよ。どうするんですか、森町のときに一機減ってて残り一機だったら！」


    　わはははははははははっ！


    　芸人も両々さんもお客さんも笑っている。


    　よかった。


    　収録が終わり、両々さんの楽屋に挨拶に行く。両々さんは次の仕事のため、局を出る寸前のところだった。


    「両りよう々りようさんありがとうございました」


    「いや、全然。今日きようはいつもより何百倍と調子よさげだったね」


    「いつもどんな感じなんですか僕は」


    「まあでも、今日の感触で五年くらい仕事をこなせれば、デビュー当時の私くらいにはなれるんじゃないか」


    　収録後に両々さんから皮肉まじりながら褒ほめてもらって僕は嬉うれしくて素直に笑ってしまった。


    「それじゃあまた」


    　両々さんは楽屋を出ていった。


    　僕は自分の楽屋に戻ろうと廊ろう下かを歩いているとふと視界に入った楽屋に知っている男の文字が見えた。


    　森もり町まち尚なお樹き様。


    　そりゃ売れっ子だもんな。テレビ局を何局もはしごするような状態だろうし、いるのも不思議ではない。


    　僕はその楽屋を一度は通り過ぎるも、少し逡巡してから踵きびすを返しドアをノックする。返事は待たずにドアを開けた。


    「なんだ急に」


    「挨あい拶さつに来たんだよ。お前にな」


    　こんなにも落ち着いたトーンで僕が喋しやべるなんて思ってなかったのか、森町は少し面食らったように見えたが、すぐいつものクールな顔に戻る。


    「こないだ番組でとんでもないことをしでかしたから、そのお詫わびだと思ったがな」


    「馬ば鹿か言え。あそこまでスベリ散らしたら、いくら土下座して謝っても意味がないことくらいわかってるさ」


    　こないだのときと違い、堂々と出来ている自分がいる。


    　僕は胸を張って生きる。怯おびえてもしかたない。劣等感なんていらない。


    　教えてくれたのは、雫しずくであったり、両りよう々りようさんであったり、お前であったり。


    「さっきの収録、この楽屋のモニターで見てたが」


    　森町が見ていたのか。まあでもそれはそれだ。もはやそんなこと関係ないのだ。


    「俺なら、もう一つ両々さんのエピソード、しかも完璧タイプではないかわいらしいエピソードを入れて両々さんのＳの部分を少し和やわらげるがな」


    「僕はお前じゃない」


    　森町の目を見て言う。


    「僕には僕のやり方でお前の上を目指す。それを伝えにきたんだ」


    「勝手に目指せ。まあ無理だろうがな」


    　そう言って森町は雑誌をめくりだした。言いたいことは終わったと判断したのだろう。しかしまだ聞かなきゃならないこともある。


    「森もり町まち。お前はコンビのとき、僕にいったい何を求めていた？」


    　森町は雑誌を閉じてこちらを見た。


    「お前は俺の上を目指すんだろう？　俺の上に来た時、教えてやるよ」


    　すかしやがってこいつ。……まあ、じゃあ頑張って上に行ってやるよ。


    　そう返そうと思った時、森町の出る番組のスタッフさんが番組の打ち合わせに来たので僕は出ていくことにした。


    「芸人ごっこはやめたんだな」


    　ドアが閉まるギリギリのところで森町がそう言った。


    　芸人ごっこか。何がごっこか何が本気かなんてわからないし、人によっては森町も芸人ごっこなのかもしれない。


    　それに、ごっこでもいいのかもしれない。要はその人がどういう芸人でありたいかが重要なだけだ。


    　有名になりたくないけど趣味感覚でお笑いをやりたい人もいるだろう。


    　金も地位も名誉も欲しい人もいるだろう。


    　自分の明確な意志が大事だ。


    　僕は何があっても芸人を辞めないで、死ぬ気で上を目指すことにした。


    　森町から僕に何を求めていたか聞くという指針も出来た。


    　だから僕は上を目指す。　


    



    　さて。楽屋のお弁当持って帰って、雫しずくと一緒に食べるか。

  


  
    　　　あとがき


    



    　どうも、天てん津しん向むかいです。通常は芸人をやっているのですが、何の縁かこうやって本を出せる、しかも今回二巻を発売させていただけるというありがたい経験をさせて頂いております。関わっていただいた皆さんには感謝しかありません。ありがとうございます。


    　前巻からだいぶ時間がかかってしまった部分もあり、こうやって出せて本当によかったです。本当によかった！　本当に、本当に本当に本っ当によかったあ!!


    　嬉しさだけであとがきスペース埋めてもいいのですが（ほとんどがよかったという文字だけです）それはあまりにもなのでいろいろ書かせてもらいます。


    　今回の『芸人ディスティネーション２』ですが、合宿をフィーチャーさせてもらいました。


    　この合宿なんですが、本当に吉よし本もとの養成所（ＮＳＣ）で行っているんです。僕も初めて聞いたときは鳴なる雲くも同様「何を合宿で教えることがあるんだ？」と思ったのですが、百聞は一見にしかずということで、合宿に取材に行かせてもらいました。


    　その合宿の内容は、本編に書かせてもらったとおりです。フィクション部分もあるとはいえ、七割くらいが事実です。溜ため越ごえくんみたいな子がいたら、たぶんもうちょっと怒られているでしょうけど、このＧＢＳの合宿は自由な校風なのでそのあたりはよしとしているんでしょうね。だからもし芸人の卵が偶然これを読んで「芸人ディスティネーションでは先輩に悪い態度でも怒られてませんでした！」とか言うのやめてね。僕が怒られるからね。


    　そして生徒にいろいろお話も聞いていったんですが雫しずく同様、皆さん夢にまっすぐで、本当に嫌味ではない純粋さが素敵でした。生徒たちの話を聞いて、よりこの二巻で伝えたいことをはっきりさせられました。本当にありがとうございました。


    　後日「天津の向が合宿で生徒の女の子の連絡先を聞きまくっている」という噂うわさが流れた件も込みでありがとうございました。


    



    　そして、きんのたま▼さん。いつもありがとうございます。今までのキャラもそうなんですが、今回両りよう々りようさんというすごいバランスの難しいキャラをお願いして、出来上がった絵を見たときに「あ、この人には抱かれてもいい……」と思いました。本当にいつも美麗イラストありがとうございます！　もし向を抱きたいときは言ってください！


    　編集の江え橋ばしさん。いつも至らぬ点をフォローして頂き、本当にありがとうございます。感謝でいっぱいですので、もし向を抱きたいときは言ってください！


    　最後に、この本を読んでくださった読者の方。読んで少しでも芸人という生き様に興味持っていただけたら幸いです。芸人は本当に格好いいですから。


    　それではまた近いうちにお会いできることを前回以上にお祈りして。本当にありがとうございました。

  


  
    天津　向


    Mukai Tenshin


    



    お笑い芸人をやらせてもらってます。１巻に負けず芸人のリアルを詰め込みました！　芸人の世界の裏側を少しでも感じて頂けたら嬉しいです。


    tensin-mukai.com

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    芸人ディスティネーション　２


    



    ２０１８年３月30日　電子書籍版発行


    著　者　天津　向


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　江橋克則


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp
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    ※製品版の巻末についている『ガ報』の情報は電子書籍版発行日時点のものです。


    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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